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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータを復号する方法であって、
　複数のエレメンタリストリームおよび複数の階層拡張記述子を備えるビデオデータスト
リームを受信することと、前記複数の階層拡張記述子のそれぞれの階層拡張記述子の各々
は、前記複数のエレメンタリストリーム内のそれぞれのエレメンタリストリームに対応し
、各エレメンタリストリームは１つのレイヤに対応し、各階層拡張記述子は、対応するエ
レメンタリストリームの前記１つのレイヤに関係し、前記複数のストリームのそれぞれの
ストリームの各々は、ＭＰＥＧ－２システムにおける高効率ビデオコーディング（ＨＥＶ
Ｃ）拡張ビデオストリームであり、
　バッファモデルにおいて、前記ビデオデータストリームの前記複数のエレメンタリスト
リームからアクセスユニット内のＨＥＶＣレイヤピクチャをアセンブルすることと、ここ
において、
　　前記バッファモデルは、トランスポートストリームシステムターゲットデコーダモデ
ルまたはプログラムストリームシステムターゲットデコーダモデルであり、
　　前記ビデオデータストリームは、トランスポートストリームまたはプログラムストリ
ームであり、
　　前記エレメンタリストリームが異なる複数のタイプのマルチレイヤコード化ビットス
トリームのいずれかを含むかどうかにかかわらず、前記アクセスユニットをアセンブルす
るために同じバッファモデルが使用され、
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　　前記アクセスユニットをアセンブルすることは、現在のオペレーションポイントの出
力レイヤに対応する前記階層拡張記述子内の１つまたは複数の値に基づいて、前記現在の
オペレーションポイントの前記出力レイヤを復号するために必要とされる複数の参照レイ
ヤを識別することを備え、
　前記ビデオデータの１つまたは複数のピクチャを備える前記アクセスユニットを復号す
ることと、
　を備え、
　前記階層拡張記述子内の前記１つまたは複数の値は、前記階層拡張記述子に対応する前
記１つのレイヤを復号するために必要とされる参照レイヤを識別する、方法。
【請求項２】
　前記異なる複数のタイプのマルチレイヤコード化ビットストリームは、スケーラブル高
効率ビデオコーディング（ＳＨＶＣ）、マルチビューＨＥＶＣ（ＭＶ－ＨＥＶＣ）、およ
び３Ｄ－ＨＥＶＣのビットストリームを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ビデオデータストリームのそれぞれのＨＥＶＣ積層ビデオストリームの各々につい
て、前記バッファモデルの別々のインスタンスを使用して、アクセスユニットをアセンブ
ルすること、
をさらに備え、
　　それぞれのＨＥＶＣ積層ビデオストリームの各々は、複数のＨＥＶＣビデオレイヤサ
ブビットストリームを備え、
　　前記複数のＨＥＶＣビデオレイヤサブビットストリームのそれぞれのＨＥＶＣビデオ
レイヤサブビットストリームの各々は、同じレイヤ識別子値を有するビデオコーディング
レイヤ（ＶＣＬ）ネットワークアブストラクションレイヤ（ＮＡＬ）ユニットを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ビデオデータストリームはプログラムを含み、
　前記プログラムに関連付けられたそれぞれのエレメンタリストリームの各々について、
　　前記バッファモデルは、前記それぞれのエレメンタリストリームのためのバッファを
備え、
　　前記アクセスユニットは、前記それぞれのエレメンタリストリームのためのそれぞれ
のＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットを備え、
　　前記それぞれのＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットは、それぞれのレイヤ識別子セッ
トに関連付けられた前記アクセスユニットのＨＥＶＣレイヤピクチャを備え、
　　前記ＨＥＶＣレイヤピクチャの各々は、Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／
ＩＥＣ２３００８－２の付属書類Ｆにおいて定義されているコード化ピクチャであり、
　前記アクセスユニットをアセンブルすることは、前記プログラムに関連付けられたそれ
ぞれのエレメンタリストリームの各々について、
　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記バッファから、前記それぞれの
エレメンタリストリームのための前記それぞれのＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットを取
り出すことと、
　　前記アクセスユニットに前記それぞれのＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットを含める
ことと、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ビデオデータストリームはトランスポートストリームであり、
　前記プログラムに関連付けられたそれぞれのエレメンタリストリームの各々について、
　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記バッファは、前記それぞれのエ
レメンタリストリームのための第１のバッファであり、
　　前記バッファモデルは、前記それぞれのエレメンタリストリームのための第２のバッ
ファをさらに備え、
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　　前記方法は、前記それぞれのエレメンタリストリームに属する前記トランスポートス
トリームのそれぞれのパケット化エレメンタリストリーム（ＰＥＳ）パケットの各々につ
いて、前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第２のバッファに前記それぞ
れのＰＥＳパケットを記憶することをさらに備え、
　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第２のバッファから取り出され
た前記ＰＥＳパケットは、前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第１のバ
ッファに記憶される、
　請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記プログラムに関連付けられたそれぞれのエレメンタリストリームの各々について、
　　前記バッファモデルは、前記それぞれのエレメンタリストリームのための第３のバッ
ファを備え、
　　前記方法は、
　　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第２のバッファからＰＥＳパ
ケットを取り出すことと、
　　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第２のバッファから取り出さ
れた前記ＰＥＳパケットを、前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第３の
バッファに記憶することと、
　　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第３のバッファからバイトを
取り出すことと、
　　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第３のバッファから取り出さ
れた前記バイトを、前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第１のバッファ
に記憶することと、
　　さらに備える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記ビデオデータストリームはプログラムを含み、
　前記方法は、前記プログラム内にＨＥＶＣレイヤのセットが存在することと、ＩＴＵ－
Ｔ　Ｒｅｃ．Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／ＩＥＣ２３００８－２の付属書類Ｇまたは付属書類Ｈ
において定義されている１つまたは複数のプロファイルに準拠するＨＥＶＣ拡張ビデオス
トリームである前記複数のエレメンタリストリーム内に、少なくとも１つのＨＥＶＣ積層
ビデオサブビットストリームが存在することとを決定することに応答して、前記アクセス
ユニットをアセンブルする際に使用するために、前記バッファモデルを選択することをさ
らに備える、
請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　複数のエレメンタリストリームおよび複数の階層拡張記述子を備えるビデオデータスト
リームを受信するための手段と、前記複数の階層拡張記述子のそれぞれの階層拡張記述子
の各々は、前記複数のエレメンタリストリーム内のそれぞれのエレメンタリストリームに
対応し、各エレメンタリストリームは１つのレイヤに対応し、各階層拡張記述子は、対応
するエレメンタリストリームの前記１つのレイヤに関係し、前記複数のストリームのそれ
ぞれのストリームの各々は、ＭＰＥＧ－２システムにおける高効率ビデオコーディング（
ＨＥＶＣ）拡張ストリームであり、
　バッファモデルにおいて、前記ビデオデータストリームの前記複数のエレメンタリスト
リームからアクセスユニット内のＨＥＶＣレイヤピクチャをアセンブルするための手段と
、ここにおいて、
　　前記バッファモデルは、トランスポートストリームシステムターゲットデコーダモデ
ルまたはプログラムストリームシステムターゲットデコーダモデルであり、
　　前記ビデオデータストリームは、トランスポートストリームまたはプログラムストリ
ームであり、
　　前記エレメンタリストリームが異なる複数のタイプのマルチレイヤコード化ビットス
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トリームのいずれかを含むかどうかにかかわらず、前記アクセスユニットをアセンブルす
るために同じバッファモデルが使用され、
　　前記アクセスユニットをアセンブルすることは、現在のオペレーションポイントの出
力レイヤに対応する前記階層拡張記述子内の１つまたは複数の値に基づいて、現在のオペ
レーションポイントの出力レイヤを復号するために必要とされる複数の参照レイヤを識別
することを備え、
　前記ビデオデータの１つまたは複数のピクチャを備える前記アクセスユニットを復号す
るための手段と、
　を備え、
　前記階層拡張記述子内の前記１つまたは複数の値は、前記階層拡張記述子に対応する前
記１つのレイヤを復号するために必要とされる参照レイヤを識別する、ビデオ復号デバイ
ス。
【請求項９】
　前記異なる複数のタイプのマルチレイヤコード化ビットストリームは、スケーラブル高
効率ビデオコーディング（ＳＨＶＣ）、マルチビューＨＥＶＣ（ＭＶ－ＨＥＶＣ）、およ
び３Ｄ－ＨＥＶＣのビットストリームを含む、請求項８に記載のビデオ復号デバイス。
【請求項１０】
　前記ビデオデータストリームのそれぞれのＨＥＶＣ積層ビデオストリームの各々につい
て、前記バッファモデルの別々のインスタンスを使用して、アクセスユニットをアセンブ
ルするための手段をさらに備え、
　　それぞれのＨＥＶＣ積層ビデオストリームの各々は、複数のＨＥＶＣビデオレイヤサ
ブビットストリームを備え、
　　前記複数のＨＥＶＣビデオレイヤサブビットストリームのそれぞれのＨＥＶＣビデオ
レイヤサブビットストリームの各々は、同じレイヤ識別子値を有するビデオコーディング
レイヤ（ＶＣＬ）ネットワークアブストラクションレイヤ（ＮＡＬ）ユニットを備える、
　請求項８に記載のビデオ復号デバイス。
【請求項１１】
　前記ビデオデータストリームはプログラムを含み、
　前記プログラムに関連付けられたそれぞれのエレメンタリストリームの各々について、
　　前記バッファモデルは、前記それぞれのエレメンタリストリームのためのバッファを
備え、
　　前記アクセスユニットは、前記それぞれのエレメンタリストリームのためのそれぞれ
のＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットを備え、
　　前記それぞれのＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットは、それぞれのレイヤ識別子セッ
トに関連付けられた前記アクセスユニットのＨＥＶＣレイヤピクチャを備え、
　　前記ＨＥＶＣレイヤピクチャの各々は、Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／
ＩＥＣ２３００８－２の付属書類Ｆにおいて定義されているコード化ピクチャであり、
　前記アクセスユニットをアセンブルすることは、前記プログラムに関連付けられたそれ
ぞれのエレメンタリストリームの各々について、
　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記バッファから、前記それぞれの
エレメンタリストリームのための前記それぞれのＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットを取
り出すことと、
　　前記アクセスユニットに前記それぞれのＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットを含める
ことと
　を備える、請求項８に記載のビデオ復号デバイス。
【請求項１２】
　前記ビデオデータストリームはトランスポートストリームであり、
　前記プログラムに関連付けられたそれぞれのエレメンタリストリームの各々について、
　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記バッファは、前記それぞれのエ
レメンタリストリームのための第１のバッファであり、
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　　前記バッファモデルは、前記それぞれのエレメンタリストリームのための第２のバッ
ファをさらに備え、
　　前記ビデオ復号デバイスは、前記それぞれのエレメンタリストリームに属する前記ト
ランスポートストリームのそれぞれのパケット化エレメンタリストリーム（ＰＥＳ）パケ
ットの各々について、前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第２のバッフ
ァに前記それぞれのＰＥＳパケットを記憶するための手段をさらに備え、
　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第２のバッファから取り出され
た前記ＰＥＳパケットは、前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第１のバ
ッファに記憶される、
　請求項１１に記載のビデオ復号デバイス。
【請求項１３】
　前記プログラムに関連付けられたそれぞれのエレメンタリストリームの各々について、
　　前記バッファモデルは、前記それぞれのエレメンタリストリームのための第３のバッ
ファを備え、
　　前記ビデオ復号デバイスは、
　　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第２のバッファからＰＥＳパ
ケットを取り出すための手段と、
　　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第２のバッファから取り出さ
れた前記ＰＥＳパケットを、前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第３の
バッファに記憶するための手段と、
　　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第３のバッファからバイトを
取り出すための手段と、
　　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第３のバッファから取り出さ
れた前記バイトを、前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第１のバッファ
に記憶するための手段と、
　　をさらに備える、請求項１２に記載のビデオ復号デバイス。
【請求項１４】
　前記ビデオデータストリームはプログラムを含み、
　前記ビデオ復号デバイスは、前記プログラム内にＨＥＶＣレイヤのセットが存在するこ
とと、ＩＴＵ－Ｔ　Ｒｅｃ．Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／ＩＥＣ２３００８－２の付属書類Ｇま
たは付属書類Ｈにおいて定義されている１つまたは複数のプロファイルに準拠するＨＥＶ
Ｃ拡張ビデオストリームである前記複数のエレメンタリストリーム内に、少なくとも１つ
のＨＥＶＣ積層ビデオサブビットストリームが存在することとを決定することに応答して
、前記アクセスユニットをアセンブルする際に使用するために、前記バッファモデルを選
択するための手段をさらに備える、
　請求項８に記載のビデオ復号デバイス。
【請求項１５】
　実行されると、ビデオ復号デバイスに、請求項１乃至７のいずれか１つに記載の方法を
行わせる命令を記憶した、コンピュータ可読データ記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【優先権の主張】
【０００１】
　本出願は、その内容全体が参照により本明細書に組み込まれる、２０１４年１月８日に
出願された米国仮特許出願第６１／９２５，１９１号の利益を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　本開示は、ビデオコーディングに関し、より詳細には、ＨＥＶＣマルチレイヤ拡張ビッ
トストリームの搬送に関する。
【背景技術】
【０００３】
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　[0003]デジタルビデオ機能は、デジタルテレビジョン、デジタルダイレクトブロードキ
ャストシステム、ワイヤレスブロードキャストシステム、タブレットコンピュータ、スマ
ートフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ラップトップコンピュータまたはデスクトップコ
ンピュータ、デジタルカメラ、デジタル記録デバイス、デジタルメディアプレーヤ、ビデ
オゲームデバイス、ビデオゲームコンソール、携帯電話または衛星無線電話、ビデオ遠隔
会議デバイス、セットトップデバイスなどを含む、広範囲にわたるデバイスに組み込まれ
得る。
【０００４】
　[0004]様々なデバイスは、ＭＰＥＧ－２、ＭＰＥＧ－４、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６３、Ｉ
ＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４／ＭＰＥＧ－４、Ｐａｒｔ１０、アドバンストビデオコーディング
（ＡＶＣ）、高効率ビデオコーディング（ＨＥＶＣ）規格によって定義された規格、およ
びそのような規格の拡張に記述されているビデオ圧縮技法などのビデオ圧縮技法を実装す
ることができる。マルチビューＨＥＶＣ（ＭＶ－ＨＥＶＣ）、スケーラブルＨＥＶＣ（Ｓ
ＨＶＣ）、および３次元ＨＥＶＣ（３Ｄ－ＨＥＶＣ）は、ＨＥＶＣ規格に対するマルチレ
イヤ拡張の例である。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]一般に、本開示は、ＭＰＥＧ－２システムによる、マルチビューＨＥＶＣ（ＭＶ
－ＨＥＶＣ）、スケーラブルＨＥＶＣ（ＳＨＶＣ）、および３次元ＨＥＶＣ（３Ｄ－ＨＥ
ＶＣ）の拡張ビットストリームを含む、高効率ビデオコーディング（ＨＥＶＣ）マルチレ
イヤ拡張ビットストリームの搬送のための技法を記載する。本開示の１つまたは複数の技
法によれば、ビデオデコーダは、バッファモデルにおいて、データストリームの複数のエ
レメンタリストリームからアクセスユニットをアセンブルする。データストリームは、ト
ランスポートストリームまたはプログラムストリームであり得る。エレメンタリストリー
ムがＳＨＶＣ、ＭＶ－ＨＥＶＣ、または３Ｄ－ＨＥＶＣのビットストリームを含むかどう
かにかかわらず、同じバッファモデルが使用される。さらに、ビデオデコーダはアクセス
ユニットを復号する。
【０００６】
　[0006]一態様では、本開示はビデオデータを復号する方法を記載し、方法は、複数のエ
レメンタリストリームを備えるビデオデータストリームを受信することと、バッファモデ
ルにおいて、ビデオデータストリームの複数のエレメンタリストリームからアクセスユニ
ットをアセンブルすること、ここにおいて、ビデオデータストリームはトランスポートス
トリームまたはプログラムストリームであり、エレメンタリストリームが異なる複数のタ
イプのマルチレイヤコード化ビットストリームのうちのいずれかを含むかどうかにかかわ
らず、アクセスユニットをアセンブルするために同じバッファモデルが使用される、と、
アクセスユニットを復号することと、を備え、アクセスユニットはビデオデータの１つま
たは複数のピクチャを備える。
【０００７】
　[0007]別の態様では、本開示は、ビデオデータを記憶するように構成されたメモリと、
複数のエレメンタリストリームを備えるビデオデータストリームを受信することと、バッ
ファモデルにおいて、ビデオデータストリームの複数のエレメンタリストリームからアク
セスユニットをアセンブルすること、ここにおいて、ビデオデータストリームはトランス
ポートストリームまたはプログラムストリームであり、エレメンタリストリームが異なる
複数のタイプのマルチレイヤコード化ビットストリームのうちのいずれかを含むかどうか
にかかわらず、アクセスユニットをアセンブルするために同じバッファモデルが使用され
る、と、アクセスユニットを復号することと、を行うように構成された、１つまたは複数
のプロセッサとを備えるビデオ復号デバイスを記載し、アクセスユニットはビデオデータ
の１つまたは複数のピクチャを備える。
【０００８】
　[0008]別の態様では、本開示は、複数のエレメンタリストリームを備えるビデオデータ
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ストリームを受信するための手段と、バッファモデルにおいて、ビデオデータストリーム
の複数のエレメンタリストリームからアクセスユニットをアセンブルするための手段、こ
こにおいて、ビデオデータストリームはトランスポートストリームまたはプログラムスト
リームであり、エレメンタリストリームが異なる複数のタイプのマルチレイヤコード化ビ
ットストリームのうちのいずれかを含むかどうかにかかわらず、アクセスユニットをアセ
ンブルするために同じバッファモデルが使用される、と、アクセスユニットを復号するた
めの手段と、を備えるビデオ復号デバイスを記載し、アクセスユニットはビデオデータの
１つまたは複数のピクチャを備える。
【０００９】
　[0009]別の態様では、本開示は、実行されると、複数のエレメンタリストリームを備え
るビデオデータストリームを受信することと、バッファモデルにおいて、ビデオデータス
トリームの複数のエレメンタリストリームからアクセスユニットをアセンブルすること、
ここにおいて、ビデオデータストリームはトランスポートストリームまたはプログラムス
トリームであり、エレメンタリストリームが異なる複数のタイプのマルチレイヤコード化
ビットストリームのうちのいずれかを含むかどうかにかかわらず、アクセスユニットをア
センブルするために同じバッファモデルが使用される、と、アクセスユニットを復号する
ことと、をビデオ復号デバイスに行わせる命令を記憶したコンピュータ可読データ記憶媒
体を記載し、アクセスユニットはビデオデータの１つまたは複数のピクチャを備える。
【００１０】
　[0010]本開示の１つまたは複数の態様の詳細が、添付の図面および以下の説明において
記載される。本開示に記載される技法の他の特徴、目的、および利点は、これらの説明お
よび図面、ならびに特許請求の範囲から明らかになろう。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本開示の技法を利用することができる、例示的なビデオ符号化および復号システ
ムを示すブロック図。
【図２】単層高効率ビデオコーディング（ＨＥＶＣ）用の例示的なトランスポートストリ
ームシステムターゲットデコーダ（Ｔ－ＳＴＤ）モデル拡張を示す概念図。
【図３】ＨＥＶＣ時間ビデオサブセットの積層トランスポート用の例示的なＴ－ＳＴＤモ
デル拡張を示す概念図。
【図４】本開示の１つまたは複数の技法による、ＨＥＶＣ積層ビデオサブビットストリー
ム用の例示的なＴ－ＳＴＤモデル拡張を示す概念図。
【図５】本開示の１つまたは複数の技法による、ＨＥＶＣ積層ビデオサブビットストリー
ム用の例示的なＰ－ＳＴＤモデル拡張を示す概念図。
【図６】本開示の技法を実装することができる、例示的なビデオエンコーダを示すブロッ
ク図。
【図７】本開示の技法を実装することができる、例示的なビデオデコーダを示すブロック
図。
【図８】本開示の１つまたは複数の技法による、ビデオデコーダの例示的な動作を示すフ
ローチャート。
【図９】本開示の１つまたは複数の技法による、アクセスユニットをアセンブルおよび復
号するビデオデコーダの例示的な動作を示すフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　[0020]本開示は、ＭＰＥＧ－２システムによる、マルチビューＨＥＶＣ（ＭＶ－ＨＥＶ
Ｃ）、スケーラブルＨＥＶＣ（ＳＨＶＣ）、および３次元ＨＥＶＣ（３Ｄ－ＨＥＶＣ）の
拡張ビットストリームを含む、ＨＥＶＣマルチレイヤ拡張ビットストリームの搬送のため
の技法を記載する。ＭＶ－ＨＥＶＣでは、複数のビューが、たとえば、様々な視点に対し
てコード化され得る。ＳＨＶＣでは、複数のレイヤが、たとえば、空間スケーラビリティ
、時間スケーラビリティ、または品質スケーラビリティをサポートするためにコード化さ
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れ得る。３Ｄ－ＨＥＶＣでは、複数のビューが、たとえば、３Ｄ表現をサポートするため
に、テクスチャ成分と深度成分とを用いてコード化され得る。一般に、ＭＶ－ＨＥＶＣに
おけるビュー、ＳＨＶＣにおけるレイヤ、または３Ｄ－ＨＥＶＣにおけるビューは、各々
概してレイヤと呼ばれる場合がある。したがって、ＳＨＶＣ、ＭＶ－ＨＥＶＣ、および３
Ｄ－ＨＥＶＣは、総称して、積層（layered）ＨＥＶＣまたはマルチレイヤ(multi-layer)
ＨＥＶＣのコーディング技法と呼ばれる場合がある。
【００１３】
　[0021]ＭＰＥＧ－２システム仕様は、デジタル送信または記憶に適した単一のデータス
トリームを形成するために、圧縮マルチメディア（ビデオおよびオーディオ）データスト
リームが他のデータとともにどのように多重化され得るかを記述している。ＭＰＥＧ－２
システム仕様は、プログラムストリームおよびトランスポートストリームの概念を定義す
る。プログラムストリームは、デジタルストレージサービスからの単一のプログラムの記
憶および表示のためにバイアスされ、プログラムストリームは、誤りのない環境での使用
を目的とする。対照的に、トランスポートストリームは、潜在的に誤りを起こしやすいチ
ャネルを介するいくつかのプログラムの同時配信を目的とする。プログラムストリームお
よびトランスポートストリームは、パケット化エレメンタリストリーム（ＰＥＳ）パケッ
トを含む。プログラムストリームおよびトランスポートストリームのＰＥＳパケットは、
１つまたは複数のエレメンタリストリームに属する。エレメンタリストリームは、単一の
デジタル的にコーディングされた（場合によってはＭＰＥＧ圧縮された）プログラムの構
成要素である。たとえば、プログラムのコーディングされたビデオまたはオーディオの部
分は、エレメンタリストリームであり得る。
【００１４】
　[0022]ビデオデコーダは、プログラムストリームおよびトランスポートストリームのＰ
ＥＳパケットを受信する。ビデオデコーダは、ＰＥＳパケットから取得されたビデオデー
タを復号することができる。積層ＨＥＶＣでは、アクセスユニット（ＡＵ）は、同じ時間
インスタンスであるが、異なるレイヤに関連付けられたピクチャを含む場合がある。アク
セスユニットのピクチャを復号するより前に、ビデオデコーダは、ＰＥＳパケット内のデ
ータから、アクセスユニットに対応する符号化データを再アセンブルする必要があり得る
。言い換えれば、ビデオデコーダは、復号の準備ができている状態にあるアクセスユニッ
トに対応する符号化データを有する必要があり得る。
【００１５】
　[0023]Ｇｒｕｎｅｂｅｒｇら、「Ｔｅｘｔ　ｏｆ　ＩＳＯ／ＩＥＣ１３８１８－１：２
０１３／Ｆｉｎａｌ　Ｄｒａｆｔ　Ａｍｅｎｄｍｅｎｔ　３－Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ｏｆ
　ＨＥＶＣ　ｖｉｄｅｏ　ｏｖｅｒ　ＭＰＥＧ－２　Ｓｙｓｔｅｍｓ」、ＩＳＯ／ＩＥＣ
　ＪＴＣ１／ＳＣ２９／ＷＧ１１　ＭＰＥＧ１０５／Ｎ１３６５６、２０１３年７月、ウ
ィーン、オーストリア（本明細書では「ｎ１３６５６」または「ＦＤＡＭ３」）は、ＭＰ
ＥＧ－２システムにおけるＨＥＶＣビデオのトランスポートを記述している。さらに、Ｃ
ｈｅｎら、「Ｃａｒｒｉａｇｅ　ｏｆ　ＨＥＶＣ　ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ　ｓｔｒｅａｍｓ
　ｗｉｔｈ　ＭＰＥＧ－２　Ｓｙｓｔｅｍｓ」、ＭＰＥＧ入力文書ｍ３１４３０、第１０
６回ＭＰＥＧ会合、２０１３年１０月、ジュネーブ、スイス、ＭＰＥＧ入力文書ｍ３１４
３０（本明細書では「ＭＰＥＧ入力文書ｍ３１４３０」）は、ＭＰＥＧ－２システムによ
るＨＥＶＣ拡張ストリームの搬送の基本設計を提案している。ＨＥＶＣ拡張ストリームは
、ＳＨＶＣ、ＭＶ－ＨＥＶＣ、および３Ｄ－ＨＥＶＣに準拠するＨＥＶＣストリームであ
る。ＦＤＡＭ３も、ＭＰＥＧ入力文書ｍ３１４３０も、ビデオデコーダがＨＥＶＣ拡張ス
トリームのアクセスユニットをどのように再アセンブルするかを記述していない。たとえ
ば、ＦＤＡＭ３も、ＭＰＥＧ入力文書ｍ３１４３０も、ビデオデコーダがＨＥＶＣ拡張ス
トリームのアクセスユニットの再アセンブリに使用することができるバッファモデルを記
述していない。
【００１６】
　[0024]本開示の１つまたは複数の技法によれば、ビデオデコーダは、バッファモデルに
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おいて、トランスポートストリームまたはプログラムストリームなどの、データストリー
ムの複数のエレメンタリストリームからアクセスユニットをアセンブルする。エレメンタ
リストリームがＳＨＶＣ、ＭＶ－ＨＥＶＣ、または３Ｄ－ＨＥＶＣのビットストリームを
含むかどうかにかかわらず、同じバッファモデルが使用される。次いで、ビデオデコーダ
はアクセスユニットを復号することができる。バッファリングモデルを使用することによ
って、ビデオデコーダは、トランスポートストリームまたはプログラムストリームのＰＥ
Ｓパケットからデータを、復号の準備ができているアクセスユニットへの再アセンブリの
ために集めることができる。ＳＨＶＣ、ＭＶ－ＨＥＶＣ、および３Ｄ－ＨＥＶＣ用の統合
バッファモデルを使用すると、ＳＨＶＣと、ＭＶ－ＨＥＶＣと、３Ｄ－ＨＥＶＣとをサポ
ートするためにビデオデコーダに加わる複雑さを最小化することができる。
【００１７】
　[0025]図１は、ＭＰＥＧ－２システムによる、マルチビューＨＥＶＣ（ＭＶ－ＨＥＶＣ
）、スケーラブルＨＥＶＣ（ＳＨＶＣ）、および３次元ＨＥＶＣ（３Ｄ－ＨＥＶＣ）の拡
張ビットストリームを含む、ＨＥＶＣマルチレイヤ拡張ビットストリームの搬送のための
技法などの、本開示の様々な技法を利用するように構成され得る、例示的なビデオ符号化
および復号システム１０を示すブロック図である。
【００１８】
　[0026]図１に示されたように、システム１０は、宛先デバイス１４によって後で復号さ
れるべき符号化ビデオデータを供給するソースデバイス１２を含む。詳細には、ソースデ
バイス１２は、コンピュータ可読媒体１６を介して宛先デバイス１４に符号化ビデオデー
タを供給する。ソースデバイス１２および宛先デバイス１４は、デスクトップコンピュー
タ、ノートブック（すなわち、ラップトップ）コンピュータ、タブレットコンピュータ、
セットトップボックス、いわゆる「スマート」フォンなどの電話ハンドセット、テレビジ
ョン、カメラ、ディスプレイデバイス、デジタルメディアプレーヤ、ビデオゲームコンソ
ール、ビデオストリーミングデバイスなどを含む、広範囲にわたるデバイスのいずれかを
備える場合がある。場合によっては、ソースデバイス１２および宛先デバイス１４は、ワ
イヤレス通信に対応する場合がある。
【００１９】
　[0027]宛先デバイス１４は、コンピュータ可読媒体１６を介して符号化ビデオデータを
受信することができる。コンピュータ可読媒体１６は、符号化ビデオデータをソースデバ
イス１２から宛先デバイス１４に移動することが可能な、任意のタイプの媒体またはデバ
イスを備える場合がある。一例では、コンピュータ可読媒体１６は、ソースデバイス１２
が符号化ビデオデータを宛先デバイス１４にリアルタイムに直接送信することを可能にす
るために、送信チャネルなどの通信媒体を備える場合がある。
【００２０】
　[0028]符号化ビデオデータは、ワイヤレス通信プロトコルなどの通信規格に従って変調
され、宛先デバイス１４に送信され得る。通信媒体は、無線周波（ＲＦ）スペクトルまた
は１つもしくは複数の物理伝送線路などの、任意のワイヤレスまたは有線の通信媒体を備
える場合がある。通信媒体は、ローカルエリアネットワーク、ワイドエリアネットワーク
、またはインターネットなどのグローバルネットワークなどの、パケットベースのネット
ワークの一部を形成することができる。通信媒体は、ルータ、スイッチ、基地局、または
ソースデバイス１２から宛先デバイス１４への通信を容易にするために有用であり得る任
意の他の機器を含む場合がある。
【００２１】
　[0029]いくつかの例では、符号化データは、出力インターフェース２２から、非一時的
コンピュータ可読記憶媒体などのコンピュータ可読記憶媒体、すなわちデータストレージ
デバイスに出力され得る。同様に、符号化データは、ストレージデバイスから入力インタ
ーフェースによってアクセスされ得る。ストレージデバイスは、ハードドライブ、ブルー
レイ（登録商標）ディスク、ＤＶＤ、ＣＤ－ＲＯＭ、フラッシュメモリ、揮発性もしくは
不揮発性のメモリ、または符号化ビデオデータを記憶するための任意の他の適切なデジタ
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ル記憶媒体などの、様々な分散されたまたはローカルにアクセスされる非一時的データ記
憶媒体のいずれかを含む場合がある。さらなる例では、ストレージデバイスは、ソースデ
バイス１２によって生成された符号化ビデオを記憶することができる、ファイルサーバま
たは別の中間ストレージデバイスに対応する場合がある。宛先デバイス１４は、たとえば
、ストリーミングまたはダウンロードを介して、ストレージデバイスからの記憶されたビ
デオデータにアクセスすることができる。ファイルサーバは、符号化ビデオデータを記憶
し、その符号化ビデオデータを宛先デバイス１４に送信することが可能な、任意のタイプ
のサーバであり得る。例示的なファイルサーバには、（たとえば、ウェブサイト用の）ウ
ェブサーバ、ＦＴＰサーバ、ネットワーク接続ストレージ（ＮＡＳ）デバイス、またはロ
ーカルディスクドライブが含まれる。宛先デバイス１４は、インターネット接続を含む任
意の標準的なデータ接続を介して、符号化ビデオデータにアクセスすることができる。こ
れは、ファイルサーバ上に記憶された符号化ビデオデータにアクセスすることに適した、
ワイヤレスチャネル（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）接続）、有線接続（たとえば、
ＤＳＬ、ケーブルモデムなど）、または両方の組合せを含む場合がある。ストレージデバ
イスからの符号化ビデオデータの送信は、ストリーミング送信、ダウンロード送信、また
はそれらの組合せであり得る。
【００２２】
　[0030]本開示の技法は、オーバージエアテレビジョン放送、ケーブルテレビジョン送信
、衛星テレビジョン送信、動的適応ストリーミングオーバーＨＴＴＰ（ＤＡＳＨ）などの
インターネットストリーミングビデオ送信、データ記憶媒体上に符号化されたデジタルビ
デオ、データ記憶媒体に記憶されたデジタルビデオの復号、または他の適用例などの、様
々な有線またはワイヤレスのマルチメディア適用例のいずれかをサポートするビデオコー
ディングに適用され得る。いくつかの例では、システム１０は、ビデオストリーミング、
ビデオ再生、ビデオ放送、および／またはビデオ電話などの適用例をサポートするために
、一方向または双方向のビデオ送信をサポートするように構成され得る。
【００２３】
　[0031]図１の例では、ソースデバイス１２は、ビデオソース１８と、ビデオエンコーダ
２０と、出力インターフェース２２とを含む。宛先デバイス１４は、入力インターフェー
ス２８と、ビデオデコーダ３０と、ディスプレイデバイス３２とを含む。他の例では、ソ
ースデバイス１２および宛先デバイス１４は、他の構成要素または装置を含む。たとえば
、ソースデバイス１２は、外部カメラなどの外部ビデオソースからビデオデータを受信す
ることができる。同様に、宛先デバイス１４は、一体型ディスプレイデバイスを含むので
はなく、外部ディスプレイデバイスとインターフェースする場合がある。
【００２４】
　[0032]本開示は、ＨＥＶＣコーディング拡張、詳細には、ＭＶ－ＨＥＶＣ、ＳＨＶＣ、
および３Ｄ－ＨＥＶＣのコーディング拡張のコンテキストで、ビデオエンコーダ２０とビ
デオデコーダ３０とを記載する。しかしながら、本開示の技法は、他のビデオコーディン
グの規格または方法に適用可能であり得る。本開示に記載される技法は、ビデオエンコー
ダ２０、ビデオデコーダ３０、または、スプライシングエンジン、媒体認識ネットワーク
要素、ストリーミングサーバ、ルータ、およびコード化ビデオビットストリームを符号化
、復号、アセンブル、構築、抽出、もしくは場合によっては処理する他のデバイスなどの
、他のデバイスによって実施される場合がある。
【００２５】
　[0033]図１の示されたシステム１０は、一例にすぎない。本開示の技法は、デジタルビ
デオ符号化および／または復号デバイスによって実施される場合がある。一般に、本開示
の技法は、ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ３０によって実施される
が、本技法は、通常「コーデック」と呼ばれるビデオエンコーダ／デコーダによって実施
される場合もある。その上、本開示の技法は、ビデオプリプロセッサによって実施される
場合もある。ソースデバイス１２および宛先デバイス１４は、宛先デバイス１４に送信す
るためのコード化ビデオデータをソースデバイス１２が生成する、そのようなコーディン
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グデバイスの例にすぎない。いくつかの例では、デバイス１２、１４は、デバイス１２、
１４の各々がビデオ符号化構成要素とビデオ復号構成要素とを含むように、実質的に対称
的に動作することができる。したがって、システム１０は、たとえば、ビデオストリーミ
ング、ビデオ再生、ビデオ放送、またはビデオ電話のための、ビデオデバイス１２、１４
の間の一方向または双方向のビデオ送信をサポートすることができる。
【００２６】
　[0034]ソースデバイス１２のビデオソース１８は、ビデオカメラ、以前キャプチャされ
たビデオを含むビデオアーカイブ、および／またはビデオコンテンツプロバイダからビデ
オを受信するビデオフィードインターフェースなどの、ビデオキャプチャデバイスを含む
場合がある。さらなる代替として、ビデオソース１８は、ソースビデオとしてのコンピュ
ータグラフィックスベースのデータ、またはライブビデオ、アーカイブビデオ、およびコ
ンピュータ生成ビデオの組合せを生成することができる。いくつかの例では、ビデオソー
ス１８がビデオカメラである場合、ソースデバイス１２および宛先デバイス１４は、いわ
ゆるスマートフォン、タブレットコンピュータ、またはビデオ電話を形成することができ
る。しかしながら、上述されたように、本開示に記載される技法は、一般にビデオコーデ
ィングに適用可能であり得るし、ワイヤレスおよび／または有線の適用例に適用される場
合がある。各場合において、キャプチャされたビデオ、事前にキャプチャされたビデオ、
またはコンピュータ生成されたビデオは、ビデオエンコーダ２０によって符号化され得る
。次いで、符号化されたビデオ情報は、出力インターフェース２２によってコンピュータ
可読媒体１６上に出力され得る。
【００２７】
　[0035]コンピュータ可読媒体１６は、ワイヤレスブロードキャストもしくは有線ネット
ワーク送信などの一時的媒体、またはデータ記憶媒体（すなわち、非一時的記憶媒体）を
含む場合がある。いくつかの例では、ネットワークサーバ（図示せず）は、ソースデバイ
ス１２から符号化ビデオデータを受信し、たとえば、ネットワーク送信を介して、その符
号化ビデオデータを宛先デバイス１４に供給することができる。同様に、ディスクスタン
ピング設備などの媒体製造設備のコンピューティングデバイスは、ソースデバイス１２か
ら符号化ビデオデータを受信し、その符号化ビデオデータを含むディスクを製造すること
ができる。したがって、様々な例では、コンピュータ可読媒体１６は、様々な形態の１つ
または複数のコンピュータ可読媒体を含むと理解され得る。
【００２８】
　[0036]本開示は、一般に、ビデオエンコーダ２０が、ビデオデコーダ３０などの別のデ
バイスにある情報を「シグナリング」することに言及する場合がある。ビデオエンコーダ
２０は、いくつかのシンタックス要素をビデオデータの様々な符号化された部分と関連付
けることによって、情報をシグナリングできることを理解されたい。すなわち、ビデオエ
ンコーダ２０は、ビデオデータの様々な符号化される部分のヘッダまたはペイロードにい
くつかのシンタックス要素を格納することによって、データを「シグナリング」すること
ができる。場合によっては、そのようなシンタックス要素は、ビデオデコーダ３０によっ
て受信および復号されるより前に、符号化および記憶（たとえば、コンピュータ可読媒体
１６に記憶）される場合がある。したがって、「シグナリング」という用語は、一般に、
そのような通信がリアルタイムもしくはほぼリアルタイムで発生するか、またはある期間
にわたって発生するかにかかわらず、圧縮されたビデオデータを復号するためのシンタッ
クスまたは他のデータの通信を指す場合があり、ある期間にわたる通信は、シンタックス
要素を符号化の時点で媒体に記憶し、次いで、シンタックス要素がこの媒体に記憶された
後の任意の時点で復号デバイスによって取り出され得るときに発生する場合がある。
【００２９】
　[0037]宛先デバイス１４の入力インターフェース２８は、コンピュータ可読媒体１６か
ら情報を受信する。コンピュータ可読媒体１６の情報は、ブロックおよび他のコード化ユ
ニット、たとえば、ＧＯＰの特性および／または処理を記述するシンタックス要素を含む
、ビデオエンコーダ２０によって定義され、ビデオデコーダ３０によっても使用される、
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シンタックス情報を含む場合がある。ディスプレイデバイス３２は、ユーザに復号ビデオ
データを表示し、陰極線管（ＣＲＴ）、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、プラズマディスプ
レイ、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイ、投影デバイス、または別のタイプ
のディスプレイデバイスなどの、様々なディスプレイデバイスのいずれかを備える場合が
ある。
【００３０】
　[0038]図１には示されていないが、いくつかの態様では、ビデオエンコーダ２０および
ビデオデコーダ３０は、各々、オーディオエンコーダおよびデコーダと統合される場合が
あり、共通のデータストリームまたは別々のデータストリーム内のオーディオとビデオの
両方の符号化を処理するために、適切なＭＵＸ－ＤＥＭＵＸユニット、または他のハード
ウェアおよびソフトウェアを含む場合がある。適用可能な場合、ＭＵＸ－ＤＥＭＵＸユニ
ットは、一例として、ＩＴＵ　Ｈ．２２３マルチプレクサプロトコル、またはユーザデー
タグラムプロトコル（ＵＤＰ）などの他のプロトコルに準拠することができる。
【００３１】
　[0039]ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、各々、適用可能なとき、１
つまたは複数のマイクロプロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け
集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、個別論理
回路、ソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せなど
の、様々な適切なエンコーダ回路またはデコーダ回路のいずれかとして実装される場合が
ある。ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０の各々は、１つまたは複数のエン
コーダまたはデコーダに含まれる場合があり、それらのいずれも、複合ビデオエンコーダ
／デコーダ（コーデック）の一部として統合される場合がある。ビデオエンコーダ２０お
よび／またはビデオデコーダ３０を含むデバイスは、集積回路、マイクロプロセッサ、お
よび／または携帯電話などのワイヤレス通信デバイスを備える場合がある。
【００３２】
　[0040]例示的なビデオコーディング規格には、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６１、ＩＳＯ／ＩＥ
Ｃ　ＭＰＥＧ－１　Ｖｉｓｕａｌ、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６２またはＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰ
ＥＧ－２　Ｖｉｓｕａｌ、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６３、ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－４　Ｖ
ｉｓｕａｌ、およびそのスケーラブルビデオコーディング（ＳＶＣ）拡張とマルチビュー
ビデオコーディング（ＭＶＣ）拡張とを含む（ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＭＰＥＧ－４　ＡＶＣと
しても知られる）ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４が含まれる。ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４｜ＩＳＯ
／ＩＥＣ１４４９６－１０は、Ｈ．２６４／ＡＶＣビデオコーディング規格を定義する。
ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４｜ＩＳＯ／ＩＥＣ１４４９６－１０の特定の付属書類（Annex）
は、Ｈ．２６４／ＡＶＣビデオコーディング規格の拡張を定義する。たとえば、ＩＴＵ－
Ｔ　Ｈ．２６４｜ＩＳＯ／ＩＥＣ１４４９６－１０の付属書類Ｂは、Ｈ．２６４／ＡＶＣ
用のバイトストリームフォーマットを定義する。ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４｜ＩＳＯ／ＩＥ
Ｃ１４４９６－１０の付属書類Ｇは、Ｈ．２６４／ＡＶＣのＳＶＣ拡張を定義する。ＩＴ
Ｕ－Ｔ　Ｈ．２６４｜ＩＳＯ／ＩＥＣ１４４９６－１０の付属書類Ｈは、Ｈ．２６４／Ａ
ＶＣのＭＶＣ拡張を定義する。
【００３３】
　[0041]最近、新しいビデオコーディング規格、すなわち高効率ビデオコーディング（Ｈ
ＥＶＣ）の設計が、ＩＴＵ－Ｔ　Ｖｉｄｅｏ　Ｃｏｄｉｎｇ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕ
ｐ（ＶＣＥＧ）およびＩＳＯ／ＩＥＣ　Ｍｏｔｉｏｎ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ
　Ｇｒｏｕｐ（ＭＰＥＧ）のビデオコーディング共同研究部会（ＪＣＴ－ＶＣ）によって
確定された。ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、ＨＥＶＣ規格、および
、より詳細には、本開示で参照されるようなＨＥＶＣ規格のマルチビューＨＥＶＣ（ＭＶ
－ＨＥＶＣ）、スケーラブルＨＥＶＣ（ＳＨＶＣ）、または３Ｄ－ＨＥＶＣの拡張に従っ
て動作することができる。ＨＥＶＣは、たとえば、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４／ＡＶＣなど
の他の処理に従ってコーディングを実行するように構成されるデバイスと比較して、ビデ
オコーディングデバイスのいくつかの追加能力を仮定する。たとえば、Ｈ．２６４は９個
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のイントラ予測符号化モードを提供するが、ＨＥＶＣの参照モデルは３５個ものイントラ
予測符号化モードを提供することができる。
【００３４】
　[0042]本明細書では「ＨＥＶＣ　ＷＤ」または「ＨＥＶＣ」と呼ばれる、ＨＥＶＣドラ
フト仕様、Ｗａｎｇら、文書ＪＣＴＶＣ－Ｎ１００３＿ｖ１、ＩＴＵ－Ｔ　ＳＧ１６　Ｗ
Ｐ３およびＩＳＯ／ＩＥＣ　ＪＴＣ１／ＳＣ２９／ＷＧ１１のビデオコーディング共同研
究部会（ＪＣＴ－ＶＣ）、第１４回会合：ウィーン、オーストリア、２０１３年７月２５
日～８月２日は、ｈｔｔｐ：／／ｐｈｅｎｉｘ．ｉｎｔ－ｅｖｒｙ．ｆｒ／ｊｃｔ／ｄｏ
ｃ＿ｅｎｄ＿ｕｓｅｒ／ｄｏｃｕｍｅｎｔｓ／１４＿Ｖｉｅｎｎａ／ｗｇ１１／ＪＣＴＶ
Ｃ－Ｎ１００３－ｖ１．ｚｉｐから入手可能である。Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６５｜
ＩＳＯ／ＩＥＣ２３００８－２がＨＥＶＣ規格の最終版である。
【００３５】
　[0043]３Ｄビデオコーディング拡張開発共同研究部会（ＪＣＴ－３Ｖ）は、ＨＥＶＣに
対するマルチビュー拡張、すなわちＭＶ－ＨＥＶＣを開発している。本明細書では「ＭＶ
－ＨＥＶＣ　ＷＤ５」または「ＭＶ－ＨＥＶＣ」と呼ばれる、ＭＶ－ＨＥＶＣの最新ワー
キングドラフト（ＷＤ）、Ｔｅｃｈら、文書ＪＣＴ３Ｖ－Ｅ１００４－ｖ６、ＩＴＵ－Ｔ
　ＳＧ１６　ＷＰ３およびＩＳＯ／ＩＥＣ　ＪＴＣ１／ＳＣ２９／ＷＧ１１の３Ｄビデオ
コーディング拡張開発共同研究部会、第５回会合：ウィーン、オーストリア、２０１３年
７月２７日～８月２日は、ｈｔｔｐ：／／ｐｈｅｎｉｘ．ｉｔ－ｓｕｄｐａｒｉｓ．ｅｕ
／ｊｃｔ２／ｄｏｃ＿ｅｎｄ＿ｕｓｅｒ／ｄｏｃｕｍｅｎｔｓ／５＿Ｖｉｅｎｎａ／ｗｇ
１１／ＪＣＴ３Ｖ－Ｅ１００４－ｖ６．ｚｉｐから入手可能である。
【００３６】
　[0044]Ｔｅｃｈら、文書ＪＣＴ３Ｖ－Ｅ１００１－ｖ３、ＩＴＵ－Ｔ　ＳＧ１６　ＷＰ
３およびＩＳＯ／ＩＥＣ　ＪＴＣ１／ＳＣ２９／ＷＧ１１の３Ｄビデオコーディング拡張
開発共同研究部会、第５回会合：ウィーン、オーストリア、２０１３年７月２７日～８月
２日（本明細書では「ＪＣＴ３Ｖ－Ｅ１００１」または「３Ｄ－ＨＥＶＣ」）は、ＨＥＶ
Ｃの３Ｄ拡張、すなわち３Ｄ－ＨＥＶＣの最新ワーキングドラフトである。ＪＣＴ３Ｖ－
Ｅ１００１は、ｈｔｔｐ：／／ｐｈｅｎｉｘ．ｉｎｔ－ｅｖｒｙ．ｆｒ／ｊｃｔ２／ｄｏ
ｃ＿ｅｎｄ＿ｕｓｅｒ／ｄｏｃｕｍｅｎｔｓ／５＿Ｖｉｅｎｎａ／ｗｇ１１／ＪＣＴ３Ｖ
－Ｅ１００１－ｖ３．ｚｉｐから入手可能である。
【００３７】
　[0045]ＪＣＴ－ＶＣは、ＨＥＶＣに対するスケーラブル拡張、すなわちＳＨＶＣも開発
している。Ｃｈｅｎら、文書ＪＣＴＶＣ－Ｎ１００８＿ｖ３、ＩＴＵ－Ｔ　ＳＧ１６　Ｗ
Ｐ３およびＩＳＯ／ＩＥＣ　ＪＴＣ１／ＳＣ２９／ＷＧ１１のビデオコーディング共同研
究部会（ＪＣＴ－ＶＣ）、第１４回会合：ウィーン、オーストリア、２０１３年７月２５
日～８月２日（本明細書では「ＳＨＶＣ　ＷＤ３」または単に「ＳＨＶＣ」）は、ＳＨＶ
Ｃの最新ワーキングドラフト（ＷＤ）である。ＳＨＶＣ　ＷＤ３は、ｈｔｔｐ：／／ｐｈ
ｅｎｉｘ．ｉｔ－ｓｕｄｐａｒｉｓ．ｅｕ／ｊｃｔ／ｄｏｃ＿ｅｎｄ＿ｕｓｅｒ／ｄｏｃ
ｕｍｅｎｔｓ／１４＿Ｖｉｅｎｎａ／ｗｇ１１／ＪＣＴＶＣ－Ｎ１００８－ｖ３．ｚｉｐ
から入手可能である。
【００３８】
　[0046]Ｆｌｙｎｎら、文書ＪＣＴＶＣ－Ｎ１００５＿ｖ１、ＩＴＵ－Ｔ　ＳＧ１６　Ｗ
Ｐ３およびＩＳＯ／ＩＥＣ　ＪＴＣ１／ＳＣ２９／ＷＧ１１のビデオコーディング共同研
究部会（ＪＣＴ－ＶＣ）、第１３回会合：インチョン、韓国、２０１３年４月１８日～２
６日、文書ＪＣＴＶＣ－Ｎ１００５（本明細書ではＪＣＴＶＣ－Ｎ１００５）は、ＨＥＶ
Ｃの範囲拡張の最新ワーキングドラフトである。ＪＣＴＶＣ－Ｎ１００５は、ｈｔｔｐ：
／／ｐｈｅｎｉｘ．ｉｎｔ－ｅｖｒｙ．ｆｒ／ｊｃｔ／ｄｏｃ＿ｅｎｄ＿ｕｓｅｒ／ｄｏ
ｃｕｍｅｎｔｓ／１４＿Ｖｉｅｎｎａ／ｗｇ１１／ＪＣＴＶＣ－Ｎ１００５－ｖ３．ｚｉ
ｐから入手可能である。
【００３９】
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　[0047]一般に、ＨＥＶＣは、ビデオピクチャ（または「フレーム」）が、コーディング
ツリーユニット（ＣＴＵ）と呼ばれる一連の最大コーディングユニットに分割され得るこ
とを規定する。ＣＴＵは、それぞれ、ルーマサンプルとクロマサンプルとを含むコーディ
ングツリーブロック（ＣＴＢ）、たとえばルーマＣＴＢおよびクロマＣＴＢと呼ばれる、
対応するルーマ成分とクロマ成分とを含む場合がある。ビットストリーム内のシンタック
スデータは、ＣＴＵについてのサイズを定義することができ、ＣＴＵは、ピクセルの数の
観点から最大のコーディングユニットである。スライスは、コーディング順にいくつかの
連続するＣＴＢを含む。ピクチャは、１つまたは複数のスライスに区分化され得る。各Ｃ
ＴＢは、４分木区分化構造に従って、１つまたは複数のコーディングユニット（ＣＵ）に
分割され得る。一般に、４分木データ構造は、ＣＵあたり１つのノードを含み、ルートノ
ードがＣＴＢに対応する。ＣＵが４つのサブＣＵに分割される場合、ＣＵに対応するノー
ドは４つのリーフノードを含み、リーフノードの各々はサブＣＵのうちの１つに対応する
。ＣＵは、ルーマサンプルアレイと、Ｃｂサンプルアレイと、Ｃｒサンプルアレイとを有
するピクチャの、ルーマサンプルのコーディングブロックと、クロマサンプルの２つの対
応するコーディングブロックと、それらのコーディングブロックのサンプルをコーディン
グするために使用されるシンタックス構造とを備える場合がある。３つの別々のカラープ
レーンを有する１つまたは複数のモノクロームピクチャでは、ＣＵは、単一のコーディン
グブロックと、そのコーディングブロックのサンプルをコーディングするために使用され
るシンタックス構造とを備える場合がある。
【００４０】
　[0048]４分木データ構造の各ノードは、対応するＣＵにシンタックスデータを供給する
ことができる。たとえば、４分木内のノードは、そのノードに対応するＣＵがサブＣＵに
分割されるのかどうかを示す分割フラグを含む場合がある。ＣＵのシンタックス要素は、
再帰的に定義される場合があり、ＣＵがサブＣＵに分割されるかどうかに依存する場合が
ある。ＣＵがこれ以上分割されない場合、そのＣＵはリーフＣＵと呼ばれる。元のリーフ
ＣＵの明示的な分割がない場合でも、リーフＣＵの４つのサブＣＵはリーフＣＵと呼ばれ
る場合もある。たとえば、１６×１６サイズのＣＵがこれ以上分割されない場合、この１
６×１６ＣＵが決して分割されなくても、４つの８×８サブＣＵがリーフＣＵと呼ばれる
場合がある。
【００４１】
　[0049]ＨＥＶＣにおけるＣＵは、ＣＵがサイズの差異を有していないことを除いて、Ｈ
．２６４規格のマクロブロックと同様の目的を有する。たとえば、ＣＴＢは、（サブＣＵ
とも呼ばれる）４つの子ノードに分割され得るし、各子ノードは、今度は親ノードとなり
、別の４つの子ノードに分割され得る。４分木のリーフノードと呼ばれる、最後の分割さ
れない子ノードは、リーフＣＵとも呼ばれるコーディングノードを備える。コード化ビッ
トストリームと関連付けられるシンタックスデータは、最大ＣＵ深度と呼ばれる、ＣＴＢ
が分割され得る最大回数を定義することができ、コーディングノードの最小サイズも定義
することができる。したがって、いくつかの例では、ビットストリームは、最小コーディ
ングユニットを定義することもできる。
【００４２】
　[0050]ＣＵは、コーディングノードと、コーディングノードに関連付けられた１つまた
は複数の予測ユニット（ＰＵ）および１つまたは複数の変換ユニット（ＴＵ）とを含む。
本開示は、ＨＥＶＣのコンテキストでは、ＣＵ、予測ユニット（ＰＵ）、変換ユニット（
ＴＵ）、もしくはそれらのパーティションのいずれか、または他の規格のコンテキストで
は、同様のデータ構造を指すために、「ブロック」という用語を使用する場合がある。Ｃ
Ｕのサイズはコーディングノードのサイズに対応する。ＣＵのサイズは、８×８ピクセル
から最大６４×６４ピクセル以上のＣＴＢのサイズまで及ぶ場合がある。
【００４３】
　[0051]ＣＵに関連付けられたシンタックスデータは、１つまたは複数のＰＵへのＣＵの
区分化を記述することができる。一般に、ＰＵは、ＣＵのすべてまたは一部に対応する空
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間領域を表す。区分化モードは、ＣＵがスキップモード符号化もしくは直接モード符号化
されるのか、イントラ予測モード符号化されるのか、またはインター予測モード符号化さ
れるのかの間で異なる場合がある。本開示に記載される深度コーディングの場合、ＰＵは
、形状が非正方形となるように区分化される場合があるか、または、形状が非方形である
パーティションを含む場合がある。ＣＵのＰＵは、ルーマサンプルの予測ブロックと、ク
ロマサンプルの２つの対応する予測ブロックと、それらの予測ブロックを予測するために
使用されるシンタックス構造とを備える場合がある。３つの別々のカラープレーンを有す
る１つまたは複数のモノクロームピクチャでは、ＰＵは、単一の予測ブロックと、その予
測ブロックを予測するために使用されるシンタックス構造とを備える場合がある。ビデオ
エンコーダ２０は、ＣＵの各ＰＵの予測ブロック（prediction block）（たとえば、ルー
マ予測ブロック（prediction block）、Ｃｂ予測ブロック（prediction block）、および
Ｃｒ予測ブロック（prediction block））用の予測ブロック（predictive block）（たと
えば、ルーマ予測ブロック（predictive block）、Ｃｂ予測ブロック（predictive block
）、およびＣｒ予測ブロック（predictive block））を生成することができる。
【００４４】
　[0052]ＰＵは、ＰＵのための参照サンプルを取り出すためのデータを含む場合がある。
参照サンプルは、参照ブロックからのピクセルであり得る。いくつかの例では、参照サン
プルは、たとえば、補間または他の技法によって、参照ブロックから取得されるか、また
は生成される場合がある。ＰＵはまた、予測に関するデータを含む。たとえば、ＰＵがイ
ントラモード符号化されるとき、ＰＵ用のデータは、残差４分木（ＲＱＴ）に含まれる場
合があり、ＲＱＴは、ＰＵに対応するＴＵ用のイントラ予測モードを記述するデータを含
む場合がある。
【００４５】
　[0053]別の例として、ＰＵがインターモード符号化されるとき、ＰＵは、ＰＵ用の１つ
または複数の動きベクトルを定義するデータを含む場合がある。ＰＵ用の動きベクトルを
定義するデータは、たとえば、動きベクトルの水平成分、動きベクトルの垂直成分、動き
ベクトルの解像度（たとえば、１／４ピクセル精度もしくは１／８ピクセル精度）、動き
ベクトルが指す参照ピクチャ、および／または動きベクトル用の参照ピクチャリスト（た
とえば、ＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ０もしくはＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ１）を記述することがで
きる。
【００４６】
　[0054]ＨＥＶＣは、様々なＰＵサイズにおける予測をサポートする。特定のＣＵのサイ
ズが２Ｎ×２Ｎであると仮定すると、ＨＥＶＣは、２Ｎ×２ＮまたはＮ×ＮのＰＵサイズ
におけるイントラ予測と、２Ｎ×２Ｎ、２Ｎ×Ｎ、Ｎ×２Ｎ、またはＮ×Ｎの対称的なＰ
Ｕサイズにおけるインター予測とをサポートする。２Ｎ×２Ｎのサイズを有するＰＵは、
ＰＵが存在するＣＵと同じサイズである。ＨＥＶＣは、２Ｎ×ｎＵ、２Ｎ×ｎＤ、ｎＬ×
２Ｎ、およびｎＲ×２ＮのＰＵサイズにおけるインター予測のための非対称区分化をサポ
ートする。非対称区分化では、ＣＵの一方の方向は区分化されず、他方の方向は、２５％
と７５％に区分化される。２５％パーティションに対応するＣＵの部分は、「ｎ」、なら
びにそれに続く「Ｕｐ」、「Ｄｏｗｎ」、「Ｌｅｆｔ」、または「Ｒｉｇｈｔ」の指示に
よって示される。したがって、たとえば、「２Ｎ×ｎＵ」は、上部の２Ｎ×０．５ＮのＰ
Ｕおよび下部の２Ｎ×１．５ＮのＰＵを用いて水平に区分化される２Ｎ×２ＮのＣＵを指
す。深度コーディングの場合、ＪＣＴ３Ｖ－Ｅ１００１は、記載されるような非方形パー
ティションを含む、深度モデル化モード（ＤＭＭ）に従うＰＵの区分化をさらにサポート
する。
【００４７】
　[0055]本開示では、「Ｎ×Ｎ（NxN）」および「Ｎ×Ｎ（N by N）」は、垂直寸法およ
び水平寸法の観点からビデオブロックのピクセル寸法、たとえば、１６×１６（16x16）
ピクセルまたは１６×１６（16 by 16）ピクセルを指すために互換的に使用される場合が
ある。一般に、１６ｘ１６ブロックは、垂直方向に１６ピクセルを有し（ｙ＝１６）、水



(16) JP 6553054 B2 2019.7.31

10

20

30

40

50

平方向に１６ピクセルを有する（ｘ＝１６）。同様に、Ｎ×Ｎブロックは、一般に、垂直
方向にＮピクセル、水平方向にＮピクセルを有し、Ｎは非負整数値を表す。ブロック内の
ピクセルは、行および列に配置される場合がある。その上、ブロックは、必ずしも、水平
方向において垂直方向と同じ数のピクセルを有する必要があるとは限らない。たとえば、
ブロックはＮ×Ｍピクセルを備える場合があり、ここで、Ｍは必ずしもＮに等しいとは限
らない。
【００４８】
　[0056]ＣＵに関連付けられたシンタックスデータはまた、４分木に従う１つまたは複数
のＴＵへのＣＵの区分化を記述することができる。ＴＵは、形状が正方形または非正方形
（たとえば、長方形）であり得る。ＣＵのＴＵは、ルーマサンプルの変換ブロックと、ク
ロマサンプルの２つの対応する変換ブロックと、それらの変換ブロックサンプルを変換す
るために使用されるシンタックス構造とを備える場合がある。３つの別々のカラープレー
ンを有する１つまたは複数のモノクロームピクチャでは、ＴＵは、単一の変換ブロックと
、その変換ブロックのサンプルを変換するために使用されるシンタックス構造とを備える
場合がある。ＨＥＶＣ規格は、ＴＵによる変換を可能にする。ビデオエンコーダ２０は、
変換係数を生成するためにＴＵに関連付けられたピクセル差分値を変換することができる
。
【００４９】
　[0057]いくつかの例では、ＣＵのＴＵのサイズは、ＣＵのＰＵのサイズに基づくが、い
つもこうであるとは限らない。さらに、いくつかの例では、ＴＵは、ＰＵと同じサイズで
あるか、またはＰＵよりも小さい。ＣＵに対応する残差サンプル（すなわち、ピクセル差
分値）は、「残差４分木」（ＲＱＴ）として知られる４分木構造を使用して、より小さい
ユニット（すなわち、変換ブロック）に再分割され得る。言い換えれば、リーフＣＵは、
リーフＣＵがどのようにＴＵに区分化されるかを示す４分木を含む場合がある。ＴＵ４分
木（すなわち、ＲＱＴ）のルートノードは、一般に、リーフＣＵに対応する。ＲＱＴのリ
ーフノードはＴＵに対応する。分割されないＲＱＴのＴＵは、リーフＴＵと呼ばれる。一
般に、本開示は、別段に記載されていない限り、それぞれ、リーフＣＵおよびリーフＴＵ
を指すために、ＣＵおよびＴＵという用語を使用する。
【００５０】
　[0058]ＴＵは、上記で説明されたように、（ＴＵ４分木構造とも呼ばれる）ＲＱＴを使
用して指定される場合がある。たとえば、分割フラグは、リーフＣＵが４つのＴＵに分割
されるかどうかを示すことができる。次いで、各ＴＵは、さらなるサブＴＵにさらに分割
され得る。ＴＵがこれ以上分割されないとき、ＴＵはリーフＴＵと呼ばれる場合がある。
いくつかの例では、イントラコーディングの場合、リーフＣＵに属するすべてのリーフＴ
Ｕは、同じイントラ予測モードを共有する。すなわち、一般に、リーフＣＵのすべてのＴ
Ｕについての予測値を計算するために、同じイントラ予測モードが適用される。イントラ
コーディングの場合、ビデオエンコーダ２０は、イントラ予測モードを使用して、リーフ
ＴＵごとの残差値を、ＴＵに対応するＣＵの部分と元のブロックとの間の差分として計算
することができる。ＴＵは、必ずしもＰＵのサイズに限定されるとは限らない。したがっ
て、ＴＵは、ＰＵよりも大きい場合もあり、小さい場合もある。イントラコーディングの
場合、ＰＵは、同じＣＵ用の対応するリーフＴＵとコロケートされる場合がある。いくつ
かの例では、リーフＴＵの最大サイズは、対応するリーフＣＵのサイズに対応する場合が
ある。
【００５１】
　[0059]ＣＵのＰＵを使用する通常のイントラ予測コーディングまたはインター予測コー
ディングに続いて、ビデオエンコーダ２０は、ＣＵのＴＵについての残差データを計算す
ることができる。ＰＵは、（ピクセル領域とも呼ばれる）空間領域において予測ピクセル
データを生成する方法またはモードを記述するシンタックスデータを備える場合があり、
ＴＵは、通常の残差コーディングの場合、残差ビデオデータに対する変換、たとえば離散
コサイン変換（ＤＣＴ）、整数変換、ウェーブレット変換、または概念的に同様の変換の



(17) JP 6553054 B2 2019.7.31

10

20

30

40

50

適用に従って、変換領域内の係数を備える場合がある。残差データは、符号化されていな
いピクチャのピクセルと、ＰＵに対応する予測値との間のピクセル差分に対応することが
できる。ビデオエンコーダ２０は、ＣＵについての残差データを含むＴＵを形成し、次い
で、ＣＵ用の変換係数を生成するためにＴＵを変換することができる。
【００５２】
　[0060]変換係数を生成する任意の変換に続いて、ビデオエンコーダ２０は、変換係数の
量子化を実行することができる。量子化は、一般に、係数を表すために使用されるデータ
の量をできるだけ低減するために変換係数が量子化され、さらなる圧縮を実現するプロセ
スを指す。量子化プロセスは、係数の一部またはすべてに関連付けられたビット深度を低
減することができる。たとえば、ｎビットの値は、量子化の間にｍビットの値に切り捨て
られる場合があり、ここで、ｎはｍよりも大きい。
【００５３】
　[0061]量子化に続いて、ビデオエンコーダ２０は、量子化変換係数を走査して、量子化
変換係数を含む２次元行列から１次元ベクトルを生成することができる。走査は、より高
いエネルギー（したがって、より低い頻度）の係数を配列の前方に配置し、より低いエネ
ルギー（したがって、より高い頻度）の係数を配列の後方に配置するように設計され得る
。
【００５４】
　[0062]いくつかの例では、ビデオエンコーダ２０は、量子化変換係数を走査して、エン
トロピー符号化され得るシリアル化されたベクトルを生成するために、あらかじめ定義さ
れた走査順序を利用することができる。他の例では、ビデオエンコーダ２０は適応型走査
を実行することができる。量子化変換係数を走査して１次元ベクトルを形成した後、ビデ
オエンコーダ２０は、たとえば、ＨＥＶＣにおいて使用されるコンテキスト適応型バイナ
リ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ）に従って、１次元ベクトルをエントロピー符号化する
ことができる。他のエントロピーコーディングプロセスの例には、コンテキスト適応型可
変長コーディング（ＣＡＶＬＣ）、シンタックスベースコンテキスト適応型バイナリ算術
コーディング（ＳＢＡＣ）、および確率間隔区分化エントロピー（ＰＩＰＥ）コーディン
グが含まれる。ビデオエンコーダ２０はまた、ビデオデータを復号する際にビデオデコー
ダ３０が使用するための、符号化ビデオデータに関連付けられたシンタックス要素をエン
トロピー符号化することができる。
【００５５】
　[0063]ビデオシーケンスは、通常、一連のピクチャを含む。本明細書に記載されるよう
に、「ピクチャ」および「フレーム」は互換的に使用される場合がある。ピクチャの各ス
ライスは、それぞれのスライスについての符号化モードを記述するスライスシンタックス
データを含む場合がある。ビデオエンコーダ２０は、通常、ビデオデータを符号化するた
めに、個々のビデオスライス内のビデオブロックに作用する。ビデオブロックはＣＵ内の
コーディングノードに対応する場合がある。ビデオブロックは、固定サイズまたは可変サ
イズを有する場合があり、指定されたコーディング規格に応じてサイズが異なる場合があ
る。
【００５６】
　[0064]ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ３０は、深度データのイン
トラピクチャ予測コーディングと、深度データのインター予測コーディングとを実行する
ことができる。ＨＥＶＣにおいて、ＣＵのサイズが２Ｎ×２Ｎであると仮定すると、ビデ
オエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、イントラ予測の場合は２Ｎ×２Ｎまたは
Ｎ×Ｎの様々なＰＵサイズをサポートすることができ、インター予測の場合は２Ｎ×２Ｎ
、２Ｎ×Ｎ、Ｎ×２Ｎ、Ｎ×Ｎ、または同様のサイズの対称的なＰＵサイズをサポートす
ることができる。ビデオエンコーダおよびビデオデコーダはまた、インター予測の場合は
２Ｎ×ｎＵ、２Ｎ×ｎＤ、ｎＬ×２Ｎ、およびｎＲ×２ＮのＰＵサイズに対する非対称区
分化をサポートすることができる。
【００５７】
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　[0065]ビデオエンコーダ２０は、コード化ピクチャおよび関連データの表現を形成する
ビットのシーケンスを含む、ビットストリームを出力することができる。「ビットストリ
ーム」という用語は、ネットワークアブストラクションレイヤ（ＮＡＬ）ユニットストリ
ーム（たとえば、ＮＡＬユニットのシーケンス）、またはバイトストリーム（たとえば、
ＨＥＶＣ規格の付属書類Ｂによって指定されたスタートコードプレフィックスとＮＡＬユ
ニットとを含むＮＡＬユニットストリームのカプセル化）のいずれかを指すために使用さ
れる総称であり得る。ＮＡＬユニットは、ＮＡＬユニット内のデータのタイプの指示と、
必要に応じてエミュレーション防止ビットが散在するローバイトシーケンスペイロード（
ＲＢＳＰ）の形態でそのデータを含むバイトとを含む、シンタックス構造である。
【００５８】
　[0066]ＮＡＬユニットの各々は、ＮＡＬユニットヘッダを含む場合があり、ＲＢＳＰを
カプセル化することができる。ＮＡＬユニットヘッダは、ＮＡＬユニットタイプコードを
示すシンタックス要素などの、様々なシンタックス要素を含む場合がある。ＮＡＬユニッ
トヘッダに含まれるシンタックス要素は、本明細書ではＮＡＬユニットヘッダシンタック
ス要素と呼ばれる場合がある。ＮＡＬユニットのＮＡＬユニットヘッダによって指定され
るＮＡＬユニットタイプコードは、ＮＡＬユニットのタイプを示す。ＲＢＳＰは、ＮＡＬ
ユニット内にカプセル化された整数個のバイトを含むシンタックス構造であり得る。場合
によっては、ＲＢＳＰは０ビットを含む。
【００５９】
　[0067]様々なタイプのＮＡＬユニットは、様々なタイプのＲＢＳＰをカプセル化するこ
とができる。たとえば、第１のタイプのＮＡＬユニットはピクチャパラメータセット（Ｐ
ＰＳ）用のＲＢＳＰをカプセル化することができ、第２のタイプのＮＡＬユニットはスラ
イスセグメント用のＲＢＳＰをカプセル化することができ、第３のタイプのＮＡＬユニッ
トは補足エンハンスメント情報（ＳＥＩ）用のＲＢＳＰをカプセル化することができ、以
下同様である。（パラメータセットおよびＳＥＩメッセージ用のＲＢＳＰとは対照的に）
ビデオコーディングデータ用のＲＢＳＰをカプセル化するＮＡＬユニットは、ビデオコー
ディングレイヤ（ＶＣＬ）ＮＡＬユニットと呼ばれる場合がある。パラメータセット（た
とえば、ビデオパラメータセット（ＶＰＳ）、シーケンスパラメータセット（ＳＰＳ）、
ＰＰＳなど）を含むＮＡＬユニットは、パラメータセットＮＡＬユニットと呼ばれる場合
がある。ＳＥＩメッセージを含むＮＡＬユニットは、ＳＥＩ　ＮＡＬユニットと呼ばれる
場合がある。補足エンハンスメント情報（ＳＥＩ）は、ＶＣＬ　ＮＡＬユニットからのコ
ード化ピクチャのサンプルを復号するために必要ではない情報を含んでいる。
【００６０】
　[0068]ビデオデコーダ３０は、ビデオエンコーダ２０によって生成されたビットストリ
ームを受信することができる。加えて、ビデオデコーダ３０は、ビットストリームからシ
ンタックス要素を取得するために、ビットストリームを構文解析する（parse）ことがで
きる。ビデオデコーダ３０は、ビットストリームから取得されたシンタックス要素に少な
くとも部分的に基づいて、ビデオデータのピクチャを復元することができる。ビデオデー
タを復元するプロセスは、一般に、ビデオデータを符号化するためにビデオエンコーダ２
０によって実行されるプロセスの逆であり得る。たとえば、ビデオデコーダ３０は、現在
ＣＵのＰＵ用の予測ブロックを決定するために、ＰＵの動きベクトルを使用することがで
きる。加えて、ビデオデコーダ３０は、現在ＣＵのＴＵの係数ブロックを逆量子化するこ
とができる。ビデオデコーダ３０は、現在ＣＵのＴＵの変換ブロックを復元するために、
係数ブロックに対して逆変換を実行することができる。ビデオデコーダ３０は、現在ＣＵ
のＰＵの予測ブロックのサンプルを、現在ＣＵのＴＵの変換ブロックの対応するサンプル
に加算することによって、現在ＣＵのコーディングブロックを復元することができる。ピ
クチャの各ＣＵにコーディングブロックを復元することによって、ビデオデコーダ３０は
ピクチャを復元することができる。
【００６１】
　[0069]マルチビューコーディングでは、異なる視点からの同じシーンの複数のビューが
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存在する場合がある。「アクセスユニット」という用語は、同じ時間インスタンスに対応
するピクチャのセットを指すために使用される場合がある。したがって、ビデオデータは
、時間とともに発生する一連のアクセスユニットとして概念化される場合がある。「ビュ
ー成分」は、単一のアクセスユニット内のビューのコード化表現であり得る。本開示では
、「ビュー」は、同じビュー識別子に関連付けられたビュー成分のシーケンスまたはセッ
トを指す場合がある。ビュー成分は、テクスチャビュー成分と深度ビュー成分とを含む場
合がある。
【００６２】
　[0070]テクスチャビュー成分（すなわち、テクスチャピクチャ）は、単一のアクセスユ
ニット内のビューのテクスチャのコード化表現であり得る。テクスチャビューは、ビュー
順序インデックスの同一の値に関連付けられたテクスチャビュー成分のシーケンスであり
得る。ビューのビュー順序インデックスは、他のビューに対するビューのカメラ位置を示
すことができる。深度ビュー成分（すなわち、深度ピクチャ）は、単一のアクセスユニッ
ト内のビューの深度のコード化表現であり得る。深度ビューは、ビュー順序インデックス
の同一の値に関連付けられた１つまたは複数の深度ビュー成分のセットまたはシーケンス
であり得る。
【００６３】
　[0071]ＭＶ－ＨＥＶＣ、３Ｄ－ＨＥＶＣ、およびＳＨＶＣでは、ビデオエンコーダは、
一連のＮＡＬユニットを備えるビットストリームを生成することができる。ビットストリ
ームの様々なＮＡＬユニットは、ビットストリームの様々なレイヤに関連付けられる場合
がある。レイヤは、同じレイヤ識別子を有するＶＣＬ　ＮＡＬユニットおよび関連する非
ＶＣＬ　ＮＡＬユニットのセットとして定義され得る。レイヤは、マルチビュービデオコ
ーディングにおけるビューと等価であり得る。マルチビュービデオコーディングでは、レ
イヤは、様々な時間インスタンスを有する同じレイヤのすべてのビュー成分を含むことが
できる。各ビュー成分は、特定の時間インスタンスにおいて特定のビューに属するビデオ
シーンのコード化ピクチャであり得る。３Ｄビデオコーディングのいくつかの例では、レ
イヤは、特定のビューのすべてのコード化深度ピクチャ、または特定のビューのコード化
テクスチャピクチャのいずれかを含むことができる。３Ｄビデオコーディングの他の例で
は、レイヤは、特定のビューのテクスチャビュー成分と深度ビュー成分の両方を含むこと
ができる。同様に、スケーラブルビデオコーディングのコンテキストにおいて、レイヤは
、通常、他のレイヤ内のコード化ピクチャと異なるビデオ特性を有するコード化ピクチャ
に対応する。そのようなビデオ特性は、通常、空間解像度と品質レベル（たとえば、信号
対雑音比）とを含む。ＨＥＶＣおよびその拡張では、時間スケーラビリティは、特定の時
間レベルを有するピクチャのグループをサブレイヤとして定義することによって、１つの
レイヤ内で実現され得る。
【００６４】
　[0072]ビットストリームのそれぞれのレイヤの各々に、下位レイヤ内のデータは、いか
なる上位レイヤ内のデータとも無関係に復号され得る。スケーラブルビデオコーディング
では、たとえば、ベースレイヤ内のデータは、エンハンスメントレイヤ内のデータと無関
係に復号され得る。一般に、ＮＡＬユニットは、単一のレイヤのデータをカプセル化する
ことだけができる。したがって、ビットストリームの残りの最上位の残存レイヤのデータ
をカプセル化するＮＡＬユニットは、ビットストリームの残存レイヤ内のデータの復号可
能性に影響を及ぼすことなく、ビットストリームから除去され得る。マルチビューコーデ
ィングおよび３Ｄ－ＨＥＶＣでは、上位レイヤは、さらなるビュー成分を含み得る。ＳＨ
ＶＣでは、上位レイヤは、信号対雑音比（ＳＮＲ）エンハンスメントデータ、空間エンハ
ンスメントデータ、および／または時間エンハンスメントデータを含む場合がある。ＭＶ
－ＨＥＶＣ、３Ｄ－ＨＥＶＣ、およびＳＨＶＣでは、ビデオデコーダが、あるレイヤ内の
ピクチャをいかなる他のレイヤのデータとも無関係に復号することができる場合、そのレ
イヤは「ベースレイヤ」と呼ばれる場合がある。ベースレイヤは、ＨＥＶＣ基本仕様（た
とえば、ＨＥＶＣ　ＷＤ）に準拠することができる。
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【００６５】
　[0073]ＳＶＣでは、ベースレイヤ以外のレイヤは、「エンハンスメントレイヤ」と呼ば
れる場合があり、ビットストリームから復号されるビデオデータの視覚的品質を向上させ
る情報を提供することができる。ＳＶＣは、空間分解能、信号対雑音比（すなわち、品質
）、または時間レートを向上させることができる。スケーラブルビデオコーディング（た
とえば、ＳＨＶＣ）では、「レイヤ表現」は、単一のアクセスユニット内の空間レイヤの
コード化表現であり得る。説明を簡単にするために、本開示は、ビュー成分および／また
はレイヤ表現を「ビュー成分／レイヤ表現」または単に「ピクチャ」と呼ぶ場合がある。
【００６６】
　[0074]レイヤを実装するために、ＮＡＬユニットのヘッダは、ｎｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅ
ｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓシンタックス要素を含む場合がある。ＨＥＶＣ　ＷＤでは、ｎ
ｕｈ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓシンタックス要素は予備（reserved）で
ある。しかしながら、ＭＶ－ＨＥＶＣ、３Ｄ－ＨＥＶＣ、およびＳＶＣでは、ｎｕｈ＿ｒ
ｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿６ｂｉｔｓシンタックス要素は、ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ
シンタックス要素と呼ばれる。ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄシンタックス要素は、レイヤの
識別子を指定する。様々な値を指定するｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄシンタックス要素を有
するビットストリームのＮＡＬユニットは、ビットストリームの様々なレイヤに属する。
【００６７】
　[0075]いくつかの例では、ＮＡＬユニットが、マルチビューコーディング（たとえば、
ＭＶ－ＨＥＶＣ）、３ＤＶコーディング（たとえば、３Ｄ－ＨＥＶＣ）、またはスケーラ
ブルビデオコーディング（たとえば、ＳＨＶＣ）におけるベースレイヤに関係する場合、
ＮＡＬユニットのｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄシンタックス要素は０に等しい。ＮＡＬユニ
ットが、マルチビューコーディング、３ＤＶ、またはスケーラブルビデオコーディングに
おけるベースレイヤに関係しない場合、ＮＡＬユニットのｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄシン
タックス要素は０でない値を有する場合がある。
【００６８】
　[0076]さらに、レイヤ内のいくつかのビュー成分／レイヤ表現は、同じレイヤ内の他の
ビュー成分／レイヤ表現と無関係に復号され得る。したがって、レイヤのいくつかのビュ
ー成分／レイヤ表現のデータをカプセル化するＮＡＬユニットは、そのレイヤ内の他のビ
ュー成分／レイヤ表現の復号可能性に影響を及ぼすことなく、ビットストリームから除去
され得る。そのようなビュー成分／レイヤ表現のデータをカプセル化するＮＡＬユニット
を除去すると、ビットストリームのフレームレートが低減することができる。レイヤ内の
他のビュー成分／レイヤ表現と無関係に復号され得るレイヤ内のビュー成分／レイヤ表現
のサブセットは、本明細書では「サブレイヤ」または「時間サブレイヤ」と呼ばれる場合
がある。
【００６９】
　[0077]ＮＡＬユニットは、ＮＡＬユニットの時間識別子（すなわち、Ｔｅｍｐｏｒａｌ
Ｉｄ）を指定するｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄシンタックス要素を含む場合がある。ＮＡＬユ
ニットの時間識別子は、そのＮＡＬユニットが属するサブレイヤを識別する。したがって
、レイヤの各サブレイヤは、異なる時間識別子を有する場合がある。一般に、レイヤの第
１のＮＡＬユニットの時間識別子が同じレイヤの第２のＮＡＬユニットの時間識別子より
も小さい場合、第１のＮＡＬユニットによってカプセル化されたデータは、第２のＮＡＬ
ユニットによってカプセル化されたデータと無関係に復号され得る。
【００７０】
　[0078]ビットストリームは、複数のオペレーションポイントに関連付けられる場合があ
る。ビットストリームの各オペレーションポイントは、レイヤ識別子のセット（たとえば
、ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ値のセット）および時間識別子に関連付けられる。レイヤ識
別子のセットは、ＯｐＬａｙｅｒＩｄＳｅｔと表記されることがあり、時間識別子はＴｅ
ｍｐｏｒａｌＩＤと表記される場合がある。ＮＡＬユニットのレイヤ識別子がオペレーシ
ョンポイントのレイヤ識別子のセットの中にあり、ＮＡＬユニットの時間識別子がオペレ
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ーションポイントの時間識別子以下である場合、ＮＡＬユニットはオペレーションポイン
トに関連付けられる。したがって、オペレーションポイントは、ビットストリーム内のＮ
ＡＬユニットのサブセット（たとえば、真部分集合）に対応する場合がある。
【００７１】
　[0079]ＭＰＥＧ－２システム仕様は、デジタル送信または記憶に適した単一のデータス
トリームを形成するために、圧縮マルチメディア（ビデオおよびオーディオ）データスト
リームが他のデータとともにどのように多重化され得るかを記述している。ＭＰＥＧ－２
　ＴＳの最新仕様は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２２２．０、２０１２年６月版（本明細書では
「ＭＰＥＧ－２　ＴＳ」）であり、アドバンストビデオコーディング（ＡＶＣ）およびＡ
ＶＣ拡張のサポートが提供される。最近、ＨＥＶＣについてのＭＰＥＧ－２　ＴＳの改正
案が開発された。最新文書は、ＭＰＥＧ出力文書Ｎ１３６５６、２０１３年７月の中の「
Ｔｅｘｔ　ｏｆ　ＩＳＯ／ＩＥＣ１３８１８－１：２０１３／Ｆｉｎａｌ　Ｄｒａｆｔ　
Ａｍｅｎｄｍｅｎｔ　３－Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ｏｆ　ＨＥＶＣ　ｖｉｄｅｏ　ｏｖｅｒ
　ＭＰＥＧ－２　Ｓｙｓｔｅｍｓ」である。
【００７２】
　[0080]ＭＰＥＧ－２システム仕様は、エレメンタリストリームの概念を定義する。具体
的には、エレメンタリストリームは、単一のデジタル的にコーディングされた（場合によ
ってはＭＰＥＧ圧縮された）プログラムの構成要素である。たとえば、プログラムのコー
ディングされたビデオまたはオーディオの部分は、エレメンタリストリームであり得る。
エレメンタリストリームは、第一に、プログラムストリームまたはトランスポートストリ
ームに多重化される前に、パケット化エレメンタリストリーム（ＰＥＳ）に変換される。
同じプログラム内では、１つのエレメンタリストリームに属するＰＥＳパケットを別のも
のと区別するために、ｓｔｒｅａｍ＿ｉｄが使用される。
【００７３】
　[0081]加えて、ＭＰＥＧ－２システム仕様は、プログラムストリームおよびトランスポ
ートストリームの概念を定義する。プログラムストリームおよびトランスポートストリー
ムは、異なるアプリケーションをターゲットにする２つの代替的な多重化である。プログ
ラムストリームは、デジタルストレージサービスからの単一のプログラムの記憶および表
示のためにバイアスされ、プログラムストリームは、誤りが起こりやすいので、誤りのな
い環境での使用を目的とする。対照的に、トランスポートストリームは、潜在的に誤りを
起こしやすいチャネルを介するいくつかのプログラムの同時配信を目的とする。一般に、
トランスポートストリームは、単一のトランスポートストリームが多くの独立したプログ
ラムに適応することができるように、ブロードキャストなどのマルチプログラムアプリケ
ーションのために考案された多重化である。プログラムストリームは、それに属するエレ
メンタリストリームを備えるにすぎず、通常、可変長のパケットを有するパケットを含ん
でいる。
【００７４】
　[0082]プログラムストリームでは、寄与しているエレメンタリストリームから導出され
たＰＥＳパケットが「パック」に編成される。パックは、パックヘッダと、オプションの
システムヘッダと、寄与しているエレメンタリストリーム（すなわち、プログラムストリ
ームのエレメンタリストリーム）のいずれかから取られる任意の数のＰＥＳパケットとを
任意の順序で備える。システムヘッダは、プログラムストリームの最大データレート、プ
ログラムストリームの寄与しているビデオおよびオーディオのエレメンタリストリームの
数、およびさらなるタイミング情報などの、プログラムストリームの特性の概要を含んで
いる。ビデオデコーダ３０などのデコーダは、デコーダがプログラムストリームを復号す
ることが可能であるかどうかを決定するために、システムヘッダに含まれている情報を使
用することができる。
【００７５】
　[0083]トランスポートストリームは、一連のトランスポートパケットを備える。トラン
スポートパケットは、ＰＥＳパケットの１つのタイプである。トランスポートパケットの
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各々は、１８８バイト長である。トランスポートストリーム内の短い固定長パケットの使
用は、トランスポートストリームがプログラムストリームよりも誤りが起こりにくいこと
を意味する。さらに、リードソロモン符号化などの標準的な誤り保護プロセスを介してト
ランスポートパケットを処理すると、各々１８８バイト長のトランスポートパケットのさ
らなる誤り保護を与えることができる。トランスポートストリームの誤り耐性の改善は、
ブロードキャスト環境において発見されるものなどの、誤りを起こしやすいチャネルを克
服するより良い機会をトランスポートストリームが有することを意味する。トランスポー
トストリームの誤り耐性およびトランスポートストリーム内で多くの同時プログラムを搬
送する能力が増大すると仮定すると、トランスポートストリームが明らかに２つの多重化
（すなわち、プログラムストリームおよびトランスポートストリーム）のうちの良い方で
あるように見える。しかしながら、トランスポートストリームは、プログラムストリーム
よりもさらに高度な多重化であり、その結果、作成および逆多重化を行うことがより困難
である。
【００７６】
　[0084]トランスポートパケットの最初のバイトは同期バイトであり、０ｘ４７である。
単一のトランスポートストリームは、各々が多くのパケット化エレメンタリストリームを
備える、多くの様々なプログラムを搬送することができる。加えて、トランスポートパケ
ットは、１３ビットのパケット識別子（ＰＩＤ）フィールドを含む。ＰＩＤフィールドは
、あるエレメンタリストリームのデータを含むトランスポートパケットを、他のエレメン
タリストリームのデータを搬送するトランスポートパケットと区別するために使用される
。各エレメンタリストリームが一意のＰＩＤ値を与えられることを保証することは、マル
チプレクサの責務である。トランスポートパケットの最後のバイトは連続カウントフィー
ルドである。連続カウントフィールドの値は、同じエレメンタリストリームに属する連続
するトランスポートパケットの間で増分される。連続カウントフィールドの値を増分する
と、デコーダ３０などのデコーダが、トランスポートパケットの減少または増加を検出し
、そうでない場合トランスポートパケットの減少または増加からもたらされる場合がある
誤りを潜在的に隠すことが可能になる。
【００７７】
　[0085]トランスポートパケットが属するエレメンタリストリームは、トランスポートパ
ケットのＰＩＤ値に基づいて決定される場合があるが、デコーダは、どのエレメンタリス
トリームがどのプログラムに属するかを決定することができる必要があり得る。したがっ
て、プログラム固有情報は、プログラムと構成要素のエレメンタリストリームとの間の関
係を明示的に指定する。たとえば、プログラム固有情報は、プログラムとプログラムに属
するエレメンタリストリームとの間の関係を指定することができる。トランスポートスト
リームのプログラム固有情報には、プログラムマップテーブル（ＰＭＴ）、プログラム関
連テーブル（ＰＡＴ）、限定アクセステーブル、およびネットワーク情報テーブルが含ま
れ得る。
【００７８】
　[0086]トランスポートストリーム内で搬送されるすべてのプログラムは、プログラムマ
ップテーブル（ＰＭＴ）に関連付けられる。ＰＭＴは、２つ以上のプログラムを含むこと
が許可される。たとえば、トランスポートストリーム内で搬送される複数のプログラムは
、同じＰＭＴに関連付けられ得る。プログラムに関連付けられたＰＭＴは、そのプログラ
ムおよびそのプログラムを備えるエレメンタリストリームに関する詳細を与える。たとえ
ば、番号３を有するプログラムは、ＰＩＤ３３を有するビデオと、ＰＩＤ５７を有する英
語のオーディオと、ＰＩＤ６０を有する中国語のオーディオとを含んでいる場合がある。
言い換えれば、この例では、ＰＭＴは、そのトランスポートパケットが３３に等しい値を
有するＰＩＤフィールドを含むエレメンタリストリームが、３に等しい番号（たとえば、
ｐｒｏｇｒａｍ＿ｎｕｍｂｅｒ）を有するプログラムのビデオを含んでいることと、その
トランスポートパケットが５７に等しい値を有するＰＩＤフィールドを含むエレメンタリ
ストリームが、番号３を有するプログラムの英語のオーディオを含んでいることと、その
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トランスポートパケットが６０に等しい値を有するＰＩＤフィールドを含むエレメンタリ
ストリームが、番号３を有するプログラムの中国語のオーディオを含んでいることと、を
示す場合がある。
【００７９】
　[0087]基本ＰＭＴは、ＭＰＥＧ－２システム仕様内で指定された多くの記述子のうちの
いくつかで装飾される場合がある。言い換えれば、ＰＭＴは１つまたは複数の記述子を含
む含む場合がある。記述子は、プログラムまたはプログラムの構成要素のエレメンタリス
トリームに関するさらなる情報を搬送する。記述子は、ビデオ符号化パラメータ、オーデ
ィオ符号化パラメータ、言語識別情報、パンアンドスキャン情報、限定アクセス詳細、著
作権情報などを含む場合がある。放送事業者または他のユーザは、必要な場合、追加のプ
ライベート記述子を定義することができる。ビデオ関連構成要素のエレメンタリストリー
ムでは、階層記述子も存在する。階層記述子は、階層的にコーディングされたビデオ、オ
ーディオ、およびプライベートストリームの構成要素を含むプログラム要素を識別する情
報を提供する。プライベートストリームは、プログラム固有情報のストリームなどのメタ
データを含む場合がある。一般に、プログラム要素は、プログラム（すなわち、プログラ
ムの構成要素のエレメンタリストリーム）に含まれるデータまたはエレメンタリストリー
ムのうちの１つである。ＭＰＥＧ－２トランスポートストリームでは、プログラム要素は
通常パケット化される。ＭＰＥＧ－２プログラムストリームでは、プログラム要素はパケ
ット化されない。
【００８０】
　[0088]プログラムストリームのプログラム固有情報は、プログラムストリームマップ（
ＰＳＭ）を含む場合がある。プログラムストリームのＰＳＭは、プログラムストリーム内
のエレメンタリストリームの記述と、エレメンタリストリームの互いとの関係とを提供す
る。トランスポートストリーム内で搬送されるとき、この構造は修正されてはならない。
ＰＳＭは、ｓｔｒｅａｍ＿ｉｄ値が０ｘＢＣであるときにＰＥＳパケットとして存在する
。
【００８１】
　[0089]上記で示されたように、トランスポートストリームのプログラム固有情報は、プ
ログラム関連テーブル（ＰＡＴ）を含む場合がある。トランスポートストリームのＰＡＴ
は、トランスポートストリーム内で利用可能なすべてのプログラムの完全なリストを含ん
でいる。ＰＡＴは、常にＰＩＤ値０を有する。言い換えれば、０に等しいＰＩＤ値を有す
るトランスポートパケットは、ＰＡＴを含んでいる。ＰＡＴは、それぞれのプログラムに
関連付けられたプログラムマップテーブルを含むトランスポートパケットのＰＩＤ値とと
もに、トランスポートストリームの各それぞれのプログラムを列記する。たとえば、上述
された例示的なＰＭＴでは、ＰＡＴは、プログラム番号３のエレメンタリストリームを指
定するＰＭＴが１００１のＰＩＤを有することを指定する情報を含む場合があり、別のＰ
ＭＴが１００２の別のＰＩＤを有することを指定する情報を含む場合がある。言い換えれ
ば、この例では、ＰＭＴは、そのＰＩＤフィールドが１００１に等しい値を有するトラン
スポートパケットが、プログラム番号３のＰＭＴを含んでいることを指定する場合があり
、ＰＭＴは、そのＰＩＤフィールドが１００２に等しい値を有するトランスポートパケッ
トが、別のプログラムのＰＭＴを含んでいることを指定する場合がある。
【００８２】
　[0090]さらに、上記で示されたように、トランスポートストリームのプログラム固有情
報は、ネットワーク情報テーブル（ＮＩＴ）を含む場合がある。トランスポートストリー
ムのＰＡＴ内で指定されたプログラム番号０は、特別な意味を有する。具体的には、プロ
グラム番号０はＮＩＴを指す。トランスポートストリームのＮＩＴはオプションであり、
存在するとき、ＮＩＴは、トランスポートストリームを搬送する物理ネットワークに関す
る情報を提供する。ＮＩＴは、チャネル周波数、衛星トランスポンダ詳細、変調特性、サ
ービス発信者、サービス名称、および利用可能な代替ネットワークの詳細などの情報を提
供することができる。



(24) JP 6553054 B2 2019.7.31

10

20

30

40

50

【００８３】
　[0091]上記で示されたように、トランスポートストリームのプログラム固有情報は、限
定アクセステーブル（ＣＡＴ）を含む場合がある。トランスポートストリーム内の任意の
エレメンタリストリームがスクランブルされる場合、ＣＡＴは存在しなければならない。
ＣＡＴは、使用中のスクランブリングシステムの詳細を提供し、限定アクセス管理（cond
itional access management）と資格情報(entitle information)とを含むトランスポート
パケットのＰＩＤ値を提供する。ＭＰＥＧ－２は、この情報のフォーマットを指定しない
。
【００８４】
　[0092]上記で示されたように、ＰＭＴは、プログラムまたはプログラムの構成要素のエ
レメンタリストリームに関する情報を搬送する、１つまたは複数の記述子を含む場合があ
る。ＰＭＴ内の１つまたは複数の記述子は、階層記述子を含む場合がある。ＭＰＥＧ－２
トランスポートストリーム（ＴＳ）では、階層記述子は、様々なエレメンタリストリーム
内でサブビットストリームの階層をシグナリングするように設計されている。階層記述子
は、階層的にコーディングされたビデオ、オーディオ、およびプライベートストリームの
構成要素を含むプログラム要素を識別する情報を提供する。下記の表２－４９は、階層記
述子のシンタックスを示す。表２－４９に続く段落は、階層記述子のフィールドのセマン
ティクスを記載する。
【００８５】
【表１】

【００８６】
　[0093]ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｓｃａｌａｂｉｌｉｔｙ＿ｆｌａｇ－「０」に設定されると
、関連するプログラム要素が、ｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｅｍｂｅｄｄｅｄ＿ｌａｙｅｒ＿ｉ
ｎｄｅｘによって参照されるプログラム要素から得られるビットストリームのフレームレ
ートを向上させることを示す、１ビットフラグ。このフラグ用の「１」の値は予約済みで
ある。
【００８７】
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　[0094]ｓｐａｔｉａｌ＿ｓｃａｌａｂｉｌｉｔｙ＿ｆｌａｇ－「０」に設定されると、
関連するプログラム要素が、ｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｅｍｂｅｄｄｅｄ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｎ
ｄｅｘによって参照されるプログラム要素から得られるビットストリームの空間解像度を
向上させることを示す、１ビットフラグ。このフラグ用の「１」の値は予約済みである。
【００８８】
　[0095]ｑｕａｌｉｔｙ＿ｓｃａｌａｂｉｌｉｔｙ＿ｆｌａｇ－「０」に設定されると、
関連するプログラム要素が、ｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｅｍｂｅｄｄｅｄ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｎ
ｄｅｘによって参照されるプログラム要素から得られるビットストリームのＳＮＲ品質ま
たは忠実度を向上させることを示す、１ビットフラグ。このフラグ用の「１」の値は予約
済みである。
【００８９】
　[0096]ｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｔｙｐｅ－関連する階層レイヤとその階層組込み型レイヤ
との間の階層関係が（下記に示される）表２－５０において定義される。スケーラビリテ
ィが２つ以上の次元において適用される場合、このフィールドは、「８」の値（「合成ス
ケーラビリティ」）に設定されることになり、フラグｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｓｃａｌａｂｉ
ｌｉｔｙ＿ｆｌａｇ、ｓｐａｔｉａｌ＿ｓｃａｌａｂｉｌｉｔｙ＿ｆｌａｇ、およびｑｕ
ａｌｉｔｙ＿ｓｃａｌａｂｉｌｉｔｙ＿ｆｌａｇはそれに応じて設定されることになる。
ＭＶＣビデオサブビットストリームの場合、このフィールドは、「９」の値（「ＭＶＣビ
デオサブビットストリーム」）に設定されることになり、フラグｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｓｃ
ａｌａｂｉｌｉｔｙ＿ｆｌａｇ、ｓｐａｔｉａｌ＿ｓｃａｌａｂｉｌｉｔｙ＿ｆｌａｇ、
およびｑｕａｌｉｔｙ＿ｓｃａｌａｂｉｌｉｔｙ＿ｆｌａｇは、「１」に設定されること
になる。ＭＶＣベースビューサブビットストリームの場合、ｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｔｙｐ
ｅフィールドは、「１５」の値に設定されることになり、フラグｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｓｃ
ａｌａｂｉｌｉｔｙ＿ｆｌａｇ、ｓｐａｔｉａｌ＿ｓｃａｌａｂｉｌｉｔｙ＿ｆｌａｇ、
およびｑｕａｌｉｔｙ＿ｓｃａｌａｂｉｌｉｔｙ＿ｆｌａｇは、「１」に設定されること
になる。
【００９０】
　[0097]ｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｎｄｅｘ－ｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｌａｙｅ
ｒ＿ｉｎｄｅｘは、コーディングレイヤ階層のテーブルにおいて関連するプログラム要素
の一意のインデックスを定義する６ビットフィールドである。インデックスは、単一のプ
ログラム定義内で一意でなければならない。Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４｜ＩＳＯ／
ＩＥＣ１４４９６－１０の付属書類Ｇにおいて定義されている１つまたは複数のプロファ
イルに準拠するＡＶＣビデオストリームのビデオサブビットストリームの場合、これは、
同じアクセスユニットのビデオサブビットストリームの関連するＳＶＣ依存性表現が、ｈ
ｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｎｄｅｘの昇順で再アセンブルされる場合にビットス
トリーム順序が正しくなるように割り当てられる、プログラム要素インデックスである。
Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４｜ＩＳＯ／ＩＥＣ１４４９６－１０の付属書類Ｈにおい
て定義されている１つまたは複数のプロファイルに準拠するＡＶＣビデオストリームのＭ
ＶＣビデオサブビットストリームの場合、これは、同じアクセスユニットのＭＶＣビデオ
サブビットストリームの関連するＭＶＣビュー成分サブセットが、ｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿
ｌａｙｅｒ＿ｉｎｄｅｘの昇順で再アセンブルされる場合にビットストリーム順序が正し
くなるように割り当てられる、プログラム要素インデックスである。
【００９１】
　[0098]ｔｒｅｆ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ－「０」に設定されると、ＴＲＥＦフィー
ルドが関連するエレメンタリストリーム内のＰＥＳパケットヘッダ内に存在できることを
示す、１ビットフラグ。このフラグ用の「１」の値は予約済みである。
【００９２】
　[0099]ｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｅｍｂｅｄｄｅｄ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｎｄｅｘ－ｈｉｅｒａ
ｒｃｈｙ＿ｅｍｂｅｄｄｅｄ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｎｄｅｘは、このｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｄ
ｅｓｃｒｉｐｔｏｒに関連付けられたエレメンタリストリームの復号の前に、復号順序で
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アクセスされ存在する必要があるプログラム要素のｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｌａｙｅｒ＿ｉ
ｎｄｅｘを定義する６ビットフィールドである。ｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｔｙｐｅ値が１５
である場合、ｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｅｍｂｅｄｄｅｄ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｎｄｅｘフィール
ドは未定義になる。
【００９３】
　[0100]ｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｃｈａｎｎｅｌ－ｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｃｈａｎｎｅｌは
、送信チャネルの順序セットにおいて関連するプログラム要素のための所期のチャネル番
号を示す６ビットフィールドである。最もロバストな送信チャネルは、全体的な送信階層
定義に関して、このフィールドの最低値によって定義される。所与のｈｉｅｒａｒｃｈｙ
＿ｃｈａｎｎｅｌは、いくつかのプログラム要素に同時に割り当てられ得る。
【００９４】
　[0101]下記の表２－５０は、階層記述子のｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｔｙｐｅフィールドの
値の意味を記載する。
【００９５】

【表２】

【００９６】
　[0102]上記で示されたように、ＰＭＴは、プログラムまたはプログラムの構成要素のエ
レメンタリストリームに関する情報を搬送する、１つまたは複数の記述子を含む場合があ
る。ＭＰＥＧ－２　ＴＳでは、２つの記述子、ＳＶＣ拡張記述子およびＭＶＣ拡張記述子
は、それぞれ、ＳＶＣおよびＭＶＣの場合のサブビットリームの特性をシグナリングする
。加えて、オペレーションポイントの特性を記述するＭＶＣオペレーションポイント記述
子が存在する。３つの記述子のシンタックスおよびセマンティクスが、下記に提供される
。
【００９７】
　[0103]Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４｜ＩＳＯ／ＩＥＣ１４４９６－１０の付属書類
Ｇにおいて定義されている１つまたは複数のプロファイルに準拠するＡＶＣビデオストリ
ームのビデオサブビットストリームの場合、ＳＶＣ拡張記述子は、（最大）関連するビデ
オサブビットストリームを再アセンブルすることから得られるＡＶＣビデオストリームに
関する情報を提供し、関連するビデオサブビットストリームのスケーラビリティおよび再
アセンブリに関する情報を提供する。Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４｜ＩＳＯ／ＩＥＣ
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１４４９６－１０の付属書類Ｇにおいて定義されている１つまたは複数のプロファイルに
準拠するＡＶＣビデオストリームのビデオサブビットストリームのいずれかに関連付けら
れた、１つのＳＶＣ拡張記述子が存在する場合がある。表２－９６は、ＳＶＣ拡張記述子
のシンタックスを記載する。表２－９６に続く段落は、ＳＶＣ拡張記述子のフィールドの
セマンティクスを記載する。
【００９８】
【表３】

【００９９】
　[0104]ｗｉｄｔｈ－この１６ビットフィールドは、再アセンブルされたＡＶＣビデオス
トリームのピクセル単位での最大画像幅解像度を示す。
【０１００】
　[0105]ｈｅｉｇｈｔ－この１６ビットフィールドは、再アセンブルされたＡＶＣビデオ
ストリームのピクセル単位での最大画像高さ解像度を示す。
【０１０１】
　[0106]ｆｒａｍｅ＿ｒａｔｅ－この１６ビットフィールドは、再アセンブルされたＡＶ
Ｃビデオストリームのフレーム／２５６秒単位での最大フレームレートを示す。
【０１０２】
　[0107]ａｖｅｒａｇｅ＿ｂｉｔｒａｔｅ－この１６ビットフィールドは、再アセンブル
されたＡＶＣビデオストリームのキロビット毎秒単位での平均ビットレートを示す。
【０１０３】
　[0108]ｍａｘｉｍｕｍ＿ｂｉｔｒａｔｅ－この１６ビットフィールドは、再アセンブル
されたＡＶＣビデオストリームのキロビット毎秒単位での最大ビットレートを示す。
【０１０４】
　[0109]ｄｅｐｅｎｄｅｎｃｙ＿ｉｄ－この３ビットフィールドは、ビデオサブビットス
トリームに関連付けられたｄｅｐｅｎｄｅｎｃｙ＿ｉｄの値を示す。
【０１０５】
　[0110]ｑｕａｌｉｔｙ＿ｉｄ＿ｓｔａｒｔ－この４ビットフィールドは、関連するビデ
オサブビットストリームに含まれているすべてのＮＡＬユニットのＮＡＬユニットヘッダ
シンタックス要素のｑｕａｌｉｔｙ＿ｉｄの最小値を示す。ｑｕａｌｉｔｙ＿ｉｄは、Ｎ
ＡＬユニット用の品質識別子を指定する。
【０１０６】
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　[0111]ｑｕａｌｉｔｙ＿ｉｄ＿ｅｎｄ－この４ビットフィールドは、関連するビデオサ
ブビットストリームに含まれているすべてのＮＡＬユニットのＮＡＬユニットヘッダシン
タックス要素のｑｕａｌｉｔｙ＿ｉｄの最大値を示す。
【０１０７】
　[0112]ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｓｔａｒｔ－この３ビットフィールドは、関連するビ
デオサブビットストリームに含まれているすべてのＮＡＬユニットのＮＡＬユニットヘッ
ダシンタックス要素のｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄの最小値を示す。
【０１０８】
　[0113]ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｅｎｄ－この３ビットフィールドは、関連するビデオ
サブビットストリームに含まれているすべてのＮＡＬユニットのＮＡＬユニットヘッダシ
ンタックス要素のｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄの最大値を示す。
【０１０９】
　[0114]ｎｏ＿ｓｅｉ＿ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｐｒｅｓｅｎｔ－この１ビットフラグは、「
１」に設定されると、ＳＥＩ　ＮＡＬユニットが関連するビデオサブビットストリーム内
に存在しないことを示す。ｎｏ＿ｓｅｉ＿ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｐｒｅｓｅｎｔフラグが、
すべてのＳＶＣビデオサブビットストリームに対して「１」に設定され、ＳＶＣのＡＶＣ
ビデオサブビットストリームに対して「１」に設定されていないか、または存在しない場
合、任意のＳＥＩ　ＮＡＬユニットは、存在する場合、ＳＶＣのＡＶＣビデオサブビット
ストリームに含まれる。すべてのビデオサブビットストリームについてＳＶＣ拡張記述子
がない場合、ＳＥＩ　ＮＡＬユニットは、ＳＶＣビデオサブビットストリームのいずれか
のＳＶＣ依存性表現内に存在する場合があり、アクセスユニットの再アセンブリングの前
に、Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４｜ＩＳＯ／ＩＥＣ１４４９６－１０において定義さ
れているように、アクセスユニット内でＮＡＬユニットの順序に並べ替えることを必要と
する場合がある。
【０１１０】
　[0115]Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４｜ＩＳＯ／ＩＥＣ１４４９６－１０の付属書類
Ｈにおいて定義されている１つまたは複数のプロファイルに準拠するＡＶＣビデオストリ
ームのＭＶＣビデオサブビットストリームの場合、ＭＶＣ拡張記述子は、（最大）関連す
るＭＶＣビデオサブビットストリームを再アセンブルすることから得られるＡＶＣビデオ
ストリームに関する情報を提供し、含まれているＭＶＣビデオサブビットストリームに関
する情報と関連するＭＶＣビデオサブビットストリームの再アセンブリについての情報と
を提供する。Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４｜ＩＳＯ／ＩＥＣ１４４９６－１０の付属
書類Ｈにおいて定義されている１つまたは複数のプロファイルに準拠するＡＶＣビデオス
トリームの（ｓｔｒｅａｍ＿ｔｙｐｅが０ｘ２０に等しい）ＭＶＣビデオサブビットスト
リームのいずれかに関連付けられた１つのＭＶＣ拡張記述子が存在する場合がある。ＭＶ
ＣビデオサブビットストリームがＭＶＣベースビューサブビットストリームであるとき、
ＭＶＣ拡張記述子は、０ｘ１Ｂに等しいｓｔｒｅａｍ＿ｔｙｐｅについて、関連するＰＭ
ＴまたはＰＳＭ内に存在しなければならない。表２－９７は、ＭＶＣ拡張記述子のシンタ
ックスを記載する。表２－９７に続く段落は、ＭＶＣ拡張記述子の特定のフィールドのセ
マンティクスを記載する。
【０１１１】
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【表４】

【０１１２】
　[0116]ａｖｅｒａｇｅ＿ｂｉｔｒａｔｅ－この１６ビットフィールドは、再アセンブル
されたＡＶＣビデオストリームのキロビット毎秒単位での平均ビットレートを示す。０に
設定されると、平均ビットレートは示されない。
【０１１３】
　[0117]ｍａｘｉｍｕｍ＿ｂｉｔｒａｔｅ－この１６ビットフィールドは、再アセンブル
されたＡＶＣビデオストリームのキロビット毎秒単位での最大ビットレートを示す。０に
設定されると、最大ビットレートは示されない。
【０１１４】
　[0118]ｖｉｅｗ＿ｏｒｄｅｒ＿ｉｎｄｅｘ＿ｍｉｎ－この１０ビットフィールドは、関
連するＭＶＣビデオサブビットストリームに含まれているすべてのＮＡＬユニットのビュ
ー順序インデックスの最小値を示す。
【０１１５】
　[0119]ｖｉｅｗ＿ｏｒｄｅｒ＿ｉｎｄｅｘ＿ｍａｘ－この１０ビットフィールドは、関
連するＭＶＣビデオサブビットストリームに含まれているすべてのＮＡＬユニットのビュ
ー順序インデックスの最大値を示す。
【０１１６】
　[0120]ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｓｔａｒｔ－この３ビットフィールドは、関連するＭ
ＶＣビデオサブビットストリームに含まれているすべてのＮＡＬユニットのＮＡＬユニッ
トヘッダシンタックス要素のｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄの最小値を示す。
【０１１７】
　[0121]ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｅｎｄ－この３ビットフィールドは、関連するＭＶＣ
ビデオサブビットストリームに含まれているすべてのＮＡＬユニットのＮＡＬユニットヘ
ッダシンタックス要素のｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄの最大値を示す。
【０１１８】
　[0122]ｎｏ＿ｓｅｉ＿ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｐｒｅｓｅｎｔ－この１ビットフラグは、「
１」に設定されると、ＳＥＩ　ＮＡＬユニットが関連するビデオサブビットストリーム内
に存在しないことを示す。ｎｏ＿ｓｅｉ＿ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｐｒｅｓｅｎｔフラグが、
すべてのＭＶＣビデオサブビットストリームに対して「１」に設定され、ＭＶＣのＡＶＣ
ビデオサブビットストリームに対して「１」に設定されていないか、または存在しない場
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ストリームに含まれる。すべてのＭＶＣビデオサブビットストリームについてＭＶＣ拡張
記述子がない場合、ＳＥＩ　ＮＡＬユニットは、ＭＶＣビデオサブビットストリームのい
ずれかのＭＶＣビュー成分サブセット内に存在する場合があり、アクセスユニットの再ア
センブリングの前に、Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４｜ＩＳＯ／ＩＥＣ１４４９６－１
０において定義されているように、アクセスユニット内でＮＡＬユニットの順序に並べ替
えることを必要とする場合がある。
【０１１９】
　[0123]ｎｏ＿ｐｒｅｆｉｘ＿ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｐｒｅｓｅｎｔ－この１ビットフラグ
は、「１」に設定されると、プレフィックスＮＡＬユニットがＭＶＣのＡＶＣビデオサブ
ビットストリームまたはＭＶＣビデオサブビットストリームのいずれかの中に存在しない
ことを示す。このビットが「０」に設定されると、プレフィックスＮＡＬユニットがＭＶ
ＣのＡＶＣビデオサブビットストリームの中にのみ存在することを示す。
【０１２０】
　[0124]ＭＶＣオペレーションポイント記述子は、１つまたは複数のオペレーションポイ
ントについてのプロファイルとレベルの情報とを示す。
【０１２１】
　[0125]１つまたは複数のオペレーションポイントの各々は、１つまたは複数のＭＶＣビ
デオサブビットストリームのセットによって構成される。存在する場合、ＭＶＣオペレー
ションポイント記述子は、ｐｒｏｇｒａｍ＿ｍａｐ＿ｓｅｃｔｉｏｎ内のｐｒｏｇｒａｍ
＿ｉｎｆｏ＿ｌｅｎｇｔｈフィールドの直後のデータ要素のグループに含まれることにな
る。ＭＶＣオペレーションポイント記述子がプログラム記述内に存在する場合、同じプロ
グラム内に存在するＭＶＣビデオサブビットストリームごとに少なくとも１つの階層記述
子が存在しなければならない。様々なプロファイルを示すために、プロファイル当たり１
つのＭＶＣオペレーションポイント記述子が必要とされる。表２－１００は、ＭＶＣオペ
レーションポイント記述子のシンタックスを規定する。表２－１００に続く段落は、ＭＶ
Ｃオペレーションポイント記述子のフィールドのセマンティクスを記載する。
【０１２２】
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【表５】

【０１２３】
　[0126]ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｉｄｃ－この８ビットフィールドは、Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ
．２６４｜ＩＳＯ／ＩＥＣ１４４９６－１０において定義されているように、ＭＶＣビッ
トストリーム用のこの記述子内で記述されるすべてのオペレーションポイントのプロファ
イルを示す。
【０１２４】
　[0127]ｃｏｎｓｔｒａｉｎｔ＿ｓｅｔ０＿ｆｌａｇ、ｃｏｎｓｔｒａｉｎｔ＿ｓｅｔ１
＿ｆｌａｇ、ｃｏｎｓｔｒａｉｎｔ＿ｓｅｔ２＿ｆｌａｇ、ｃｏｎｓｔｒａｉｎｔ＿ｓｅ
ｔ３＿ｆｌａｇ、ｃｏｎｓｔｒａｉｎｔ＿ｓｅｔ４＿ｆｌａｇ、ｃｏｎｓｔｒａｉｎｔ＿
ｓｅｔ５＿ｆｌａｇ－これらのフィールドは、Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４｜ＩＳＯ
／ＩＥＣ１４４９６－１０において定義されている、これらのフィールドについてのセマ
ンティクスに従ってコーディングされることになる。
【０１２５】
　[0128]ＡＶＣ＿ｃｏｍｐａｔｉｂｌｅ＿ｆｌａｇｓ－ＡＶＣ＿ｃｏｍｐａｔｉｂｌｅ＿
ｆｌａｇｓのセマンティクスは、Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４｜ＩＳＯ／ＩＥＣ１４
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４９６－１０において定義されているように、シーケンスパラメータセット内のｃｏｎｓ
ｔｒａｉｎｔ＿ｓｅｔ２フラグとｌｅｖｅｌ＿ｉｄｃフィールドとの間の２ビットに対し
て定義されるフィールドのセマンティクスに正確に等しい。
【０１２６】
　[0129]ｌｅｖｅｌ＿ｃｏｕｎｔ－この８ビットフィールドは、オペレーションポイント
が記述されるレベルの数を示す。
【０１２７】
　[0130]ｌｅｖｅｌ＿ｉｄｃ－この８ビットフィールドは、Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２
６４｜ＩＳＯ／ＩＥＣ１４４９６－１０において定義されているように、データ要素の以
下のグループによって記述されるオペレーションポイントについてのＭＶＣビットストリ
ームのレベルを示す。
【０１２８】
　[0131]ｏｐｅｒａｔｉｏｎ＿ｐｏｉｎｔｓ＿ｃｏｕｎｔ－この８ビットフィールドは、
データ要素の以下のグループに含まれるリストによって記述されるオペレーションポイン
トの数を示す。
【０１２９】
　[0132]ａｐｐｌｉｃａｂｌｅ＿ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ－この３ビットフィールドは、
再アセンブルされたＡＶＣビデオストリーム内のＶＣＬ　ＮＡＬユニットのｔｅｍｐｏｒ
ａｌ＿ｉｄの最高値を示す。
【０１３０】
　[0133]ｎｕｍ＿ｔａｒｇｅｔ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｖｉｅｗｓ－この８ビットフィールドは
、関連するオペレーションポイントについての出力の対象とされるビューの数の値を示す
。
【０１３１】
　[0134]ＥＳ＿ｃｏｕｎｔ－この８ビットフィールドは、データ要素の以下のグループに
含まれるＥＳ＿ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ値の数を示す。データ要素の以下のグループ内で示さ
れるエレメンタリストリームは、ＭＶＣビデオビットストリームのオペレーションポイン
トを一緒に形成する。値０ｘｆｆは予約済みである。
【０１３２】
　[0135]ＥＳ＿ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ－この６ビットフィールドは、ビデオサブビットスト
リームを識別する階層記述子内に存在する階層レイヤインデックス値を示す。単一のオペ
レーションポイント、たとえば、ＭＶＣビデオビットストリーム全体についてのプロファ
イルおよびレベルは、ＡＶＣビデオ記述子を使用してシグナリングされ得る。その上、Ｍ
ＶＣにより、様々なプロファイルおよび／またはレベルを必要とする可能性がある様々な
ビューサブセットを復号することが可能になる。ＭＶＣオペレーションポイント記述子の
仕様は、複数のオペレーションポイントについての様々なプロファイルおよびレベルの指
示をサポートする。
【０１３３】
　[0136]ＨＥＶＣビデオストリームの場合、ＨＥＶＣビデオ記述子は、そのＨＥＶＣビデ
オストリームの、プロファイルおよびレベルのパラメータなどのコーディングパラメータ
を識別するための基本情報を提供する。ＨＥＶＣ時間ビデオサブビットストリームまたは
ＨＥＶＣ時間ビデオサブセットの場合、ＨＥＶＣビデオ記述子は、それが適用されるエレ
メンタリストリームに含まれている、関連するＨＥＶＣ最高時間サブレイヤ表現などの情
報を提供する。Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／ＩＥＣ２３００８－２におい
て規定されているように、０に等しいＴｅｍｐｏｒａｌＩｄに関連付けられた時間サブレ
イヤのすべてのＶＣＬ　ＮＡＬユニットと関連する非ＶＣＬ　ＮＡＬユニットとを含み、
Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／ＩＥＣ２３００８－２において規定されてい
るように、１から、アクティブなシーケンスパラメータセットに含まれるｓｐｓ＿ｍａｘ
＿ｓｕｂ＿ｌａｙｅｒｓ＿ｍｉｎｕｓ１に等しいか、またはそれより小さい値までの、連
続範囲のＴｅｍｐｏｒａｌＩｄに関連付けられたすべての時間サブレイヤのすべてのＶＣ
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Ｌ　ＮＡＬユニットと関連する非ＶＣＬ　ＮＡＬユニットとをさらに含む場合がある、Ｈ
ＥＶＣ時間ビデオサブビットストリーム。ＨＥＶＣ時間ビデオサブセットは、１つまたは
複数の時間サブレイヤのすべてのＶＣＬ　ＮＡＬユニットと関連する非ＶＣＬ　ＮＡＬユ
ニットとを含んでおり、対応するＨＥＶＣ時間ビデオサブビットストリーム内に存在しな
い各時間サブレイヤ、および各時間サブレイヤに関連付けられたＴｅｍｐｏｒａｌＩｄは
、連続範囲の値を形成する。
【０１３４】
　[0137]下記の表Ｘ－１は、ＨＥＶＣビデオ記述子のシンタックスを示す。表Ｘ－１に続
く段落は、ＨＥＶＣビデオ記述子内のフィールドのセマンティック定義を提供する。
【０１３５】
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【表６】

【０１３６】
　[0138]ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｓｐａｃｅ、ｔｉｅｒ＿ｆｌａｇ、ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｉｄｃ、
ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｃｏｍｐａｔｉｂｉｌｉｔｙ＿ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ、ｐｒｏｇｒｅｓ
ｓｉｖｅ＿ｓｏｕｒｃｅ＿ｆｌａｇ、ｉｎｔｅｒｌａｃｅｄ＿ｓｏｕｒｃｅ＿ｆｌａｇ、
ｎｏｎ＿ｐａｃｋｅｄ＿ｃｏｎｓｔｒａｉｎｔ＿ｆｌａｇ、ｆｒａｍｅ＿ｏｎｌｙ＿ｃｏ
ｎｓｔｒａｉｎｔ＿ｆｌａｇ、ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿４４ｂｉｔｓ、ｌｅｖｅｌ
＿ｉｄｃ－ＨＥＶＣビデオ記述子が、ＨＥＶＣビデオストリームまたはＨＥＶＣ完全時間
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表現に適用されるとき、これらのフィールドは、対応するＨＥＶＣビデオストリームまた
はＨＥＶＣ完全時間表現について、それぞれ、ｇｅｎｅｒａｌ＿ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｓｐａ
ｃｅ、ｇｅｎｅｒａｌ＿ｔｉｅｒ＿ｆｌａｇ、ｇｅｎｅｒａｌ＿ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｉｄｃ
、ｇｅｎｅｒａｌ＿ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｃｏｍｐａｔｉｂｉｌｉｔｙ＿ｆｌａｇ［ｉ］、ｇ
ｅｎｅｒａｌ＿ｐｒｏｇｒｅｓｓｉｖｅ＿ｓｏｕｒｃｅ＿ｆｌａｇ、ｇｅｎｅｒａｌ＿ｉ
ｎｔｅｒｌａｃｅｄ＿ｓｏｕｒｃｅ＿ｆｌａｇ、ｇｅｎｅｒａｌ＿ｎｏｎ＿ｐａｃｋｅｄ
＿ｃｏｎｓｔｒａｉｎｔ＿ｆｌａｇ、ｇｅｎｅｒａｌ＿ｆｒａｍｅ＿ｏｎｌｙ＿ｃｏｎｓ
ｔｒａｉｎｔ＿ｆｌａｇ、ｇｅｎｅｒａｌ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿４４ｂｉｔｓ
、ｇｅｎｅｒａｌ＿ｌｅｖｅｌ＿ｉｄｃについて、Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６５｜Ｉ
ＳＯ／ＩＥＣ２３００８－２において定義されているセマンティクスに従ってコーディン
グされなければならず、ＨＥＶＣビデオ記述子が関連付けられるＨＥＶＣビデオストリー
ムまたはＨＥＶＣ完全時間表現全体は、これらのフィールドによってシグナリングされる
情報に準拠しなければならない。
【０１３７】
　[0139]ＨＥＶＣビデオ記述子が、その対応するＨＥＶＣ最高時間サブレイヤ表現がＨＥ
ＶＣ完全時間表現（すなわち、Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／ＩＥＣ２３０
０８－２において規定されているように、アクティブなシーケンスパラメータセットに含
まれるｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｓｕｂ＿ｌａｙｅｒｓ＿ｍｉｎｕｓ１＋１に等しいＴｅｍｐｏｒ
ａｌＩｄを有する時間サブレイヤまでのすべての時間サブレイヤを含んでいる、Ｒｅｃ．
ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／ＩＥＣ２３００８－２において定義されているサブレ
イヤ表現）ではない、ＨＥＶＣ時間ビデオサブビットストリームまたはＨＥＶＣ時間ビデ
オサブセットに適用されるとき、ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｓｐａｃｅ、ｔｉｅｒ＿ｆｌａｇ、ｐ
ｒｏｆｉｌｅ＿ｉｄｃ、ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｃｏｍｐａｔｉｂｉｌｉｔｙ＿ｉｎｄｉｃａｔ
ｉｏｎ、ｐｒｏｇｒｅｓｓｉｖｅ＿ｓｏｕｒｃｅ＿ｆｌａｇ、ｉｎｔｅｒｌａｃｅｄ＿ｓ
ｏｕｒｃｅ＿ｆｌａｇ、ｎｏｎ＿ｐａｃｋｅｄ＿ｃｏｎｓｔｒａｉｎｔ＿ｆｌａｇ、ｆｒ
ａｍｅ＿ｏｎｌｙ＿ｃｏｎｓｔｒａｉｎｔ＿ｆｌａｇ、ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿４
４ｂｉｔｓ、ｌｅｖｅｌ＿ｉｄｃは、対応するＨＥＶＣ最高時間サブレイヤ表現について
、それぞれ、ｓｕｂ＿ｌａｙｅｒ＿ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｓｐａｃｅ、ｓｕｂ＿ｌａｙｅｒ＿
ｔｉｅｒ＿ｆｌａｇ、ｓｕｂ＿ｌａｙｅｒ＿ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｉｄｃ、ｓｕｂ＿ｌａｙｅ
ｒ＿ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｃｏｍｐａｔｉｂｉｌｉｔｙ＿ｆｌａｇ［ｉ］、ｓｕｂ＿ｌａｙｅ
ｒ＿ｐｒｏｇｒｅｓｓｉｖｅ＿ｓｏｕｒｃｅ＿ｆｌａｇ、ｓｕｂ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｎｔｅ
ｒｌａｃｅｄ＿ｓｏｕｒｃｅ＿ｆｌａｇ、ｓｕｂ＿ｌａｙｅｒ＿ｎｏｎ＿ｐａｃｋｅｄ＿
ｃｏｎｓｔｒａｉｎｔ＿ｆｌａｇ、ｓｕｂ＿ｌａｙｅｒ＿ｆｒａｍｅ＿ｏｎｌｙ＿ｃｏｎ
ｓｔｒａｉｎｔ＿ｆｌａｇ、ｓｕｂ＿ｌａｙｅｒ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿４４ｂ
ｉｔｓ、ｓｕｂ＿ｌａｙｅｒ＿ｌｅｖｅｌ＿ｉｄｃについて、Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．
２６５｜ＩＳＯ／ＩＥＣ２３００８－２において定義されているセマンティクスに従って
コーディングされなければならず、ＨＥＶＣビデオ記述子が関連付けられるＨＥＶＣ最高
時間サブレイヤ表現全体は、これらのフィールドによってシグナリングされる情報に準拠
しなければならない。ＨＥＶＣ完全時間表現は、Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６５｜ＩＳ
Ｏ／ＩＥＣ２３００８－２において規定されているように、アクティブなシーケンスパラ
メータセットに含まれるｓｐｓ＿ｍａｘ＿ｓｕｂ＿ｌａｙｅｒｓ＿ｍｉｎｕｓ１＋１に等
しいＴｅｍｐｏｒａｌＩｄを有する時間サブレイヤまでのすべての時間サブレイヤを含ん
でいる、Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／ＩＥＣ２３００８－２において定義
されているサブレイヤ表現である。ＨＥＶＣ最高時間サブレイヤ表現は、Ｒｅｃ．ＩＴＵ
－Ｔ　Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／ＩＥＣ２３００８－２において定義されているように、関連
するＨＥＶＣ時間ビデオサブビットストリームまたはＨＥＶＣ時間ビデオサブセット内の
、ＴｅｍｐｏｒａｌＩｄの最高値を有する時間サブレイヤのサブレイヤ表現である。
注Ｘ２－ＨＥＶＣビデオストリーム内の１つまたは複数のシーケンスにおいて、レベルは
、ＨＥＶＣビデオ記述子内でシグナリングされるレベルよりも低くなり得るし、一方、Ｈ
ＥＶＣビデオ記述子内でシグナリングされるプロファイルのサブセットであるプロファイ
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ルも生じる場合がある。しかしながら、ＨＥＶＣビデオストリーム全体において、存在す
る場合、ＨＥＶＣビデオ記述子内でシグナリングされるプロファイルに含まれる、ビット
ストリームシンタックス全体のサブセットのみが使用されることになる。ＨＥＶＣビデオ
ストリーム内のシーケンスパラメータセットが異なるプロファイルをシグナリングし、追
加の制約がシグナリングされない場合、ストリームは、ストリーム全体が、もしあれば、
どのプロファイルに準拠するかを決定する審査を必要とする場合がある。ＨＥＶＣビデオ
記述子が、単一のプロファイルに準拠しないＨＥＶＣビデオストリームに関連付けられる
べきである場合、ＨＥＶＣビデオストリームは、２つ以上のサブストリームに区分化され
るべきであり、その結果、ＨＥＶＣビデオ記述子は、そのようなサブストリームごとに単
一のプロファイルをシグナリングすることができる。
【０１３８】
　[0140]ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｌａｙｅｒ＿ｓｕｂｓｅｔ＿ｆｌａｇ－この１ビットフラグ
は、「１」に設定されると、時間レイヤのサブセットを記述するシンタックス要素がこの
記述子に含まれることを示す。このフィールドは、ＨＥＶＣ時間ビデオサブセットについ
て、およびＨＥＶＣ時間ビデオサブビットストリームについて、１に設定されなければな
らない。「０」に設定されると、シンタックス要素ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｍｉｎおよ
びｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｍａｘは、この記述子に含まれない。
【０１３９】
　[0141]ＨＥＶＣ＿ｓｔｉｌｌ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ－この１ビットフィールドは
、「１」に設定されると、ＨＥＶＣビデオストリームまたはＨＥＶＣ最高時間サブレイヤ
表現がＨＥＶＣ静止ピクチャを含む場合があることを示す。「０」に設定されると、関連
するＨＥＶＣビデオストリームはＨＥＶＣ静止ピクチャを含んではならない。
注Ｘ３－Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／ＩＥＣ２３００８－２によれば、Ｉ
ＤＲピクチャが０に等しいＴｅｍｐｏｒａｌＩｄ値に常に関連付けられ、その結果、ＨＥ
ＶＣビデオ記述子がＨＥＶＣ時間ビデオサブセットに適用される場合、ＨＥＶＣ静止ピク
チャは、関連するＨＥＶＣ時間ビデオサブビットストリーム内にのみ存在することができ
る。
【０１４０】
　[0142]ＨＥＶＣ＿２４＿ｈｏｕｒ＿ｐｉｃｔｕｒｅ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ－この
１ビットフラグは、「１」に設定されると、関連するＨＥＶＣビデオストリームまたはＨ
ＥＶＣ最高時間サブレイヤ表現が、ＨＥＶＣ２４時間ピクチャを含む場合があることを示
す。ＨＥＶＣ２４時間ピクチャの定義については、Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｅｃｈｎ
ｏｌｏｇｙ－Ｇｅｎｅｒｉｃ　Ｃｏｄｉｎｇ　ｏｆ　Ｍｏｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅｓ　
ａｎｄ　Ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ　Ａｕｄｉｏ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ：Ｓｙｓｔｅｍｓ
、Ａｍｅｎｄｍｅｎｔ　３、Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ｏｆ　ＨＥＶＣ　ｖｉｄｅｏ　ｏｖｅ
ｒ　ＭＰＥＧ－２　ｓｙｓｔｅｍｓの２．１．９７を参照。このフラグが「０」に設定さ
れる場合、関連するＨＥＶＣビデオストリームは、いかなるＨＥＶＣ２４時間ピクチャも
含んではならない。
【０１４１】
　[0143]ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｍｉｎ－この３ビットフィールドは、Ｒｅｃ．ＩＴＵ
－Ｔ　Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／ＩＥＣ２３００８－２において定義されているように、関連
するエレメンタリストリーム内のすべてのＨＥＶＣアクセスユニットのＴｅｍｐｏｒａｌ
Ｉｄの最小値を示す。
【０１４２】
　[0144]ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｍａｘ－この３ビットフィールドは、Ｒｅｃ．ＩＴＵ
－Ｔ　Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／ＩＥＣ２３００８－２において定義されているように、関連
するエレメンタリストリーム内のすべてのＨＥＶＣアクセスユニットのＴｅｍｐｏｒａｌ
Ｉｄの最大値を示す。
【０１４３】
　[0145]Ｃｈｅｎら、「Ｃａｒｒｉａｇｅ　ｏｆ　ＨＥＶＣ　ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ　ｓｔ
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ｒｅａｍｓ　ｗｉｔｈ　ＭＰＥＧ－２　Ｓｙｓｔｅｍｓ」、ＭＰＥＧ入力文書ｍ３１４３
０、第１０６回ＭＰＥＧ会合、２０１３年１０月、ジュネーブ、スイス、ＭＰＥＧ入力文
書ｍ３１４３０（本明細書では「ＭＰＥＧ入力文書ｍ３１４３０」）は、ＭＰＥＧ－２シ
ステムによるＨＥＶＣ拡張ストリームの搬送の基本設計を提案している。具体的には、Ｍ
ＰＥＧ入力文書ｍ３１４３０は、オペレーションポイントを形成するためにサブビットス
トリームが一緒にアセンブルされることを提案している。サブビットストリームのアセン
ブリングは一般的であり、ＳＨＶＣ、ＭＶ－ＨＥＶＣ、またはさらに３Ｄ－ＨＥＶＣなど
の、任意のＨＥＶＣマルチレイヤ拡張規格に役立つ。
【０１４４】
　[0146]ＭＰＥＧ入力文書ｍ３１４３０のいくつかの基本設計原理は、以下のように要約
される。第１に、Ｇｒｕｎｅｂｅｒｇら、「Ｔｅｘｔ　ｏｆ　ＩＳＯ／ＩＥＣ１３８１８
－１：２０１３／Ｆｉｎａｌ　Ｄｒａｆｔ　Ａｍｅｎｄｍｅｎｔ　３－Ｔｒａｎｓｐｏｒ
ｔ　ｏｆ　ＨＥＶＣ　ｖｉｄｅｏ　ｏｖｅｒ　ＭＰＥＧ－２　Ｓｙｓｔｅｍｓ」、ＩＳＯ
／ＩＥＣ　ＪＴＣ１／ＳＣ２９／ＷＧ１１　ＭＰＥＧ１０５／Ｎ１３６５６、２０１３年
７月、ウィーン、オーストリア（本明細書では「ｎ１３６５６」または「ＦＤＡＭ３」）
における階層記述子が、時間サブレイヤの階層を形成するために使用される。同様に、複
数のレイヤが関連するとき、階層記述子は時間スケーラビリティのためのみに使用される
。
【０１４５】
　[0147]第２の設計原理は、ＭＰＥＧ入力文書ｍ３１４３０において、レイヤ（たとえば
、ビュー、ベースレイヤ、エンハンスメントレイヤ）の階層を形成するために、新しい記
述子、すなわち階層拡張記述子の導入を備える。詳細には、階層拡張記述子は、階層的に
コーディングされたビデオ、オーディオ、およびプライベートストリームの構成要素を含
むプログラム要素を識別する情報を提供する。ＭＰＥＧ入力文書ｍ３１４３０は、各エレ
メンタリストリームが２つ以上のレイヤを含んでいないことを仮定する。したがって、階
層拡張記述子は、１つの一意のレイヤに対応するエレメンタリストリームのみに関係する
。階層拡張記述子のシンタックスおよびセマンティクスは、文書ｍ３１４３０において提
示されているように、下記に転載される。
【０１４６】
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【表７】

【０１４７】
２．６．９８　階層拡張記述子内のフィールドのセマンティック定義
　階層拡張記述子が存在するとき、階層拡張記述子は、様々なエレメンタリストリーム内
に存在するレイヤの依存性を指定するために使用される。しかしながら、時間サブレイヤ
の集合は、ＩＳＯ／ＩＥＣ１３８１８－１の改定３において規定されているように、階層
記述子によって実現される。
【０１４８】
　ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ＿ｄｉｍｅｎｓｉｏｎ＿ｂｉｔｓ－０に等しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ
＿ｉｄを有するレイヤのプログラム要素から得られるベースレイヤからの関連するプログ
ラム要素の可能なエンハンスメントを示す１６ビットフィールド。
【０１４９】
　エンハンスメント次元へのビットの割当ては、以下の通りである。
【０１５０】
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【表８】

【０１５１】
１に等しいｉ番目のビットは、対応するエンハンスメント次元が存在することを示す。
【０１５２】
　ｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｎｄｅｘ－ｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｌａｙｅｒ＿ｉ
ｎｄｅｘは、コーディングレイヤ階層のテーブルにおいて関連するプログラム要素の一意
のインデックスを定義する６ビットフィールドである。インデックスは、単一のプログラ
ム定義内で一意でなければならない。Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／ＩＥＣ
２３００８－２の付属書類ＧまたはＨにおいて定義されている１つまたは複数のプロファ
イルに準拠するＨＥＶＣビデオストリームのビデオサブビットストリームの場合、これは
、同じアクセスユニットのビデオサブビットストリームの関連する依存レイヤが、ｈｉｅ
ｒａｒｃｈｙ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｎｄｅｘの昇順で再アセンブルされる場合にビットストリ
ーム順序が正しくなるように割り当てられる、プログラム要素インデックスである。
【０１５３】
　ｔｒｅｆ＿ｐｒｅｓｅｎｔ＿ｆｌａｇ－「０」に設定されると、ＴＲＥＦフィールドが
関連するエレメンタリストリーム内のＰＥＳパケットヘッダ内に存在できることを示す、
１ビットフラグ。このフラグ用の「１」の値は予約済みである。
【０１５４】
　ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ－６ビットフィールドは、このｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｅｘｔ
ｅｎｓｉｏｎ＿ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ（）に関連付けられたエレメンタリストリーム内の
ＮＡＬユニットの最高のｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄを指定する。
【０１５５】
　ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ－３ビットフィールドは、このｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｅｘｔｅ
ｎｓｉｏｎ＿ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ（）に関連付けられたエレメンタリストリーム内のＮ
ＡＬユニットの最高のＴｅｍｐｏｒａｌＩｄを指定する。
【０１５６】
　ｎｕｍ＿ｅｍｂｅｄｄｅｄ＿ｌａｙｅｒｓ－このｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｅｘｔｅｎｓｉ
ｏｎ＿ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ（）に関連付けられたエレメンタリストリームの復号の前に
、復号順序でアクセスされ存在する必要がある直接依存プログラム要素の数を指定する６
ビットフィールド。
【０１５７】
　ｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｅｘｔ＿ｅｍｂｅｄｄｅｄ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｎｄｅｘ－ｈｉｅｒ
ａｒｃｈｙ＿ｅｘｔ＿ｅｍｂｅｄｄｅｄ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｎｄｅｘは、このｈｉｅｒａｒ
ｃｈｙ＿ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ＿ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒに関連付けられたエレメンタリスト
リームの復号の前に、復号順序でアクセスされ存在する必要があるプログラム要素のｈｉ
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ｅｒａｒｃｈｙ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｎｄｅｘを定義する６ビットフィールドである。ｈｉｅ
ｒａｒｃｈｙ＿ｔｙｐｅ値が１５である場合、このフィールドは未定義になる。
【０１５８】
　ｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｃｈａｎｎｅｌ－ｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｃｈａｎｎｅｌは、送信
チャネルの順序セットにおいて関連するプログラム要素のための所期のチャネル番号を示
す６ビットフィールドである。最もロバストな送信チャネルは、全体的な送信階層定義に
関して、このフィールドの最低値によって定義される。
注－所与のｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｃｈａｎｎｅｌは、いくつかのプログラム要素に同時に
割り当てられ得る。
【０１５９】
　[0148]第３の設計原理は、階層拡張記述子が、ＭＶ－ＨＥＶＣ／ＳＨＶＣコーディング
規格のＶＰＳ拡張と同様のスケーラビリティタイプをシグナリングするための一般的な設
計を含んでいることである。加えて、複数の依存エレメンタリストリームは、現在のエレ
メンタリストリームのためにシグナリングされ得る。
【０１６０】
　[0149]第４の設計原理は、ＨＥＶＣ拡張記述子の提案である。ＨＥＶＣ拡張記述子は、
ＦＤＡＭ３におけるように、ＨＥＶＣビデオ記述子の一部として含まれ得る。ＨＥＶＣ拡
張記述子はオペレーションポイントをシグナリングし、オペレーションポイントの各々は
、ＭＶ－ＨＥＶＣ／ＳＨＶＣにおける出力レイヤセットに対応する。出力レイヤセットは
、出力されるべきビットストリームのレイヤのセットである。ビットストリームは、ビデ
オデコーダが出力しないが、出力レイヤセットを復号するためにビデオデコーダによって
使用される参照レイヤを含む場合もある。オペレーションポイントの構成は、出力レイヤ
セットに属するレイヤを指定することにより、階層拡張記述子に依存する。プロファイル
、ティア、およびレベル、ならびに、ビットレートおよびフレームレートを含む、各オペ
レーションポイントの特性は、この記述子内でシグナリングされる。
【０１６１】
　[0150]一般に、「プロファイル」は、ビットストリームシンタックスのサブセットを指
す場合がある。「ティア」および「レベル」は、各プロファイル内で指定され得る。ティ
アのレベルは、ビットストリーム内のシンタックス要素の値に課される制約の指定された
セットであり得る。これらの制約は、値に関する単純な制限であり得る。代替として、制
約は、値の演算の組合せ（たとえば、ピクチャの幅×ピクチャの高さ×毎秒復号されるピ
クチャの数）に関する制約の形態をとる場合がある。通常、下位ティアに指定されたレベ
ルは、上位ティアにしてされたレベルよりも制約される。
【０１６２】
　[0151]ｍ３１４３０内に記述されたＨＥＶＣ拡張記述子のシンタックスが、下記に転載
される。表Ｘに続く段落は、ＨＥＶＣ拡張記述子のセマンティクスを提供する。
【０１６３】
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【表９】

【０１６４】
　[0152]ｎｕｍ＿ｏｐｅｒａｔｉｏｎ＿ｐｏｉｎｔｓ－８ビットフィールドは、この記述
子内の指定されたオペレーションポイントの数を指定する。
【０１６５】
　[0153]ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｓｐａｃｅ－２ビットフィールドは、両端値を含む０から３１
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までの範囲内のｉのすべての値について、ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｉｄｃの解釈についてのコン
テキストを指定する。ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｓｐａｃｅは、Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６５
｜ＩＳＯ／ＩＥＣ２３００８－２の付属書類Ａまたは小項Ｇ．１１または小項Ｈ．１１に
おいて規定されている値以外の値を割り当てられてはならない。ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｉｄｃ
の他の値は、ＩＴＵ－Ｔ｜ＩＳＯ／ＩＥＣによる将来の使用のために予約済みである。
【０１６６】
　[0154]ｔｉｅｒ＿ｆｌａｇ－１ビットフィールドは、Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６５
｜ＩＳＯ／ＩＥＣ２３００８－２の付属書類Ａまたは小項Ｇ．１１または小項Ｈ．１１に
おいて規定されているｌｅｖｅｌ＿ｉｄｃの解釈についてのティアコンテキストを指定す
る。
【０１６７】
　[0155]ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｉｄｃ－ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｓｐａｃｅが０に等しいとき、Ｒｅ
ｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／ＩＥＣ２３００８－２の付属書類Ａにおいて規定
されているように、ＣＶＳが準拠するプロファイルを示す、５ビットフィールド。ｐｒｏ
ｆｉｌｅ＿ｉｄｃは、Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／ＩＥＣ２３００８－２
の付属書類ＡまたはＧ．１１またはＨ．１１において規定されている値以外の値を割り当
てられてはならない。ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｉｄｃの他の値は、ＩＴＵ－Ｔ｜ＩＳＯ／ＩＥＣ
による将来の使用のために予約済みである。
【０１６８】
　[0156]ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｃｏｍｐａｔｉｂｉｌｉｔｙ＿ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ、ｐｒｏ
ｇｒｅｓｓｉｖｅ＿ｓｏｕｒｃｅ＿ｆｌａｇ、ｉｎｔｅｒｌａｃｅｄ＿ｓｏｕｒｃｅ＿ｆ
ｌａｇ、ｎｏｎ＿ｐａｃｋｅｄ＿ｃｏｎｓｔｒａｉｎｔ＿ｆｌａｇ、ｆｒａｍｅ＿ｏｎｌ
ｙ＿ｃｏｎｓｔｒａｉｎｔ＿ｆｌａｇ、ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿４４ｂｉｔｓ、ｌ
ｅｖｅｌ＿ｉｄｃ－ＨＥＶＣ拡張ビデオ記述子がＨＥＶＣ拡張ビデオストリームに適用さ
れるとき、これらのフィールドは、対応するＨＥＶＣビデオストリームまたはＨＥＶＣ拡
張ビデオストリームまたはＨＥＶＣ完全時間表現について、それぞれ、ｇｅｎｅｒａｌ＿
ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｓｐａｃｅ、ｇｅｎｅｒａｌ＿ｔｉｅｒ＿ｆｌａｇ、ｇｅｎｅｒａｌ＿
ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｉｄｃ、ｇｅｎｅｒａｌ＿ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｃｏｍｐａｔｉｂｉｌｉｔ
ｙ＿ｆｌａｇ［ｉ］、ｇｅｎｅｒａｌ＿ｐｒｏｇｒｅｓｓｉｖｅ＿ｓｏｕｒｃｅ＿ｆｌａ
ｇ、ｇｅｎｅｒａｌ＿ｉｎｔｅｒｌａｃｅｄ＿ｓｏｕｒｃｅ＿ｆｌａｇ、ｇｅｎｅｒａｌ
＿ｎｏｎ＿ｐａｃｋｅｄ＿ｃｏｎｓｔｒａｉｎｔ＿ｆｌａｇ、ｇｅｎｅｒａｌ＿ｆｒａｍ
ｅ＿ｏｎｌｙ＿ｃｏｎｓｔｒａｉｎｔ＿ｆｌａｇ、ｇｅｎｅｒａｌ＿ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿
ｚｅｒｏ＿４４ｂｉｔｓ、ｇｅｎｅｒａｌ＿ｌｅｖｅｌ＿ｉｄｃについて、Ｒｅｃ．ＩＴ
Ｕ－Ｔ　Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／ＩＥＣ２３００８－２において定義されているセマンティ
クスに従ってコーディングされなければならず、ＨＥＶＣビデオ記述子が関連付けられる
ＨＥＶＣビデオストリームまたはＨＥＶＣ完全時間表現全体は、これらのフィールドによ
ってシグナリングされる情報に準拠しなければならない。
【０１６９】
　[0157]ｌｅｖｅｌ＿ｉｄｃ－８ビットフィールドは、Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６５
｜ＩＳＯ／ＩＥＣ２３００８－２の付属書類Ａ、Ｇ．１１、またはＨ．１１において規定
されているように、ＣＶＳが準拠するレベルを示す。ｌｅｖｅｌ＿ｉｄｃは、Ｒｅｃ．Ｉ
ＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／ＩＥＣ２３００８－２の付属書類Ａ、Ｇ．１１、または
Ｈ．１１において規定されている値以外のｌｅｖｅｌ＿ｉｄｃの値を割り当てられてはな
らない。ｌｅｖｅｌ＿ｉｄｃの他の値は、ＩＴＵ－Ｔ｜ＩＳＯ／ＩＥＣによる将来の使用
のために予約済みである。
【０１７０】
　[0158]ｍａｘ＿ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ－３ビットフィールドは、ｉ番目のオペレーシ
ョンポイント内のレイヤのＮＡＬユニットの最高のＴｅｍｐｏｒａｌＩｄを指定する。
【０１７１】
　[0159]ｒｅｓｅｒｖｅｄ＿ｚｅｒｏ＿５ｂｉｔｓ－値「０」の予約された５ビットフィ
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ールド。
【０１７２】
　[0160]ｈｅｖｃ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｌａｙｅｒ＿ｆｌａｇ－１ビットフィールドは、値「
１」が割り当てられると、ｉに等しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄを有するレイヤが出力レ
イヤセットに属し、ｉ番目のオペレーションポイントが復号されるときの出力に必要とさ
れることを示す。値「０」が割り当てられると、ｉに等しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄを
有するレイヤは出力レイヤセットに属さない。ｉ番目のｈｅｖｃ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｌａｙ
ｅｒ＿ｆｌａｇが「１」に等しいとき、ｉ番目のｈｅｖｃ＿ｌａｙｅｒ＿ｐｒｅｓｅｎｔ
＿ｆｌａｇの値は「１」に等しくなければならない。
【０１７３】
　[0161]ａｖｅｒａｇｅ＿ｂｉｔｒａｔｅ－１６ビットフィールドは、ｉ番目のオペレー
ションポイントに対応するＨＥＶＣ拡張ビデオストリームのキロビット毎秒単位での平均
ビットレートを示す。
【０１７４】
　[0162]ｍａｘｉｍｕｍ＿ｂｉｔｒａｔｅ－１６ビットフィールドは、ｉ番目のオペレー
ションポイントに対応するＨＥＶＣ拡張ビデオストリームのキロビット毎秒単位での最大
ビットレートを示す。
【０１７５】
　[0163]ｆｒａｍｅ＿ｒａｔｅ－１６ビットフィールドは、ｉ番目のオペレーションポイ
ントに対応するＨＥＶＣ拡張ビデオストリームのフレーム／２５６秒単位での最大フレー
ムレートを示す。
【０１７６】
　[0164]ＭＰＥＧ入力文書ｍ３１４３０では、ＭＰＥＧ－２のトランスポートストリーム
またはプログラムストリームにおいて定義されている、複数のエレメンタリストリームか
らのピクチャのバッファ管理は提供されていない。たとえば、ＭＰＥＧ入力文書ｍ３１４
３０は、マルチレイヤＨＥＶＣのための（たとえば、ＳＨＶＣ、ＭＶ－ＨＥＶＣ、または
３Ｄ－ＨＥＶＣのための）トランスポートストリームシステムターゲットデコーダ（Ｔ－
ＳＴＤ）モデルまたはプログラムストリームシステムターゲットデコーダモデルを記述し
ていない。結果として、既存のバッファリングモデルは、マルチレイヤＨＥＶＣと互換性
がない場合がある。
【０１７７】
　[0165]本開示は、ＭＰＥＧ入力文書ｍ３１４３０に基づいて、ＨＥＶＣ拡張ビットスト
リームの搬送のための技法を提供する。本開示の技法は、別々に、または互いに連携して
使用される場合がある。
【０１７８】
　[0166]本開示の第１の技法によれば、（トランスポートストリームシステムターゲット
デコーダ（Ｔ－ＳＴＤ）モデルとプログラムストリームシステムターゲットデコーダ（Ｐ
－ＳＴＤ）モデルとを含む）ＳＨＶＣ、ＭＶ－ＨＥＶＣ、および３Ｄ－ＨＥＶＣのバッフ
ァモデルは、同じレイヤベースモデルにおいて統合される。言い換えれば、１つのＴ－Ｓ
ＴＤモデルは、ＳＨＶＣ、ＭＶ－ＨＥＶＣ、および３Ｄ－ＨＥＶＣに適用することができ
、１つのＰ－ＳＴＤモデルは、ＳＨＶＣ、ＭＶ－ＨＥＶＣ、および３Ｄ－ＨＥＶＣに適用
することができる。１つの代替では、そのようなモデルは、Ｈ．２６４用のＭＶＣに対し
て行われるＴ－ＳＴＤモデルおよびＰ－ＳＴＤモデルと同様の方法で設計され得る。
【０１７９】
　[0167]このようにして、ビデオデコーダ３０は、バッファモデル（たとえば、Ｐ－ＳＴ
ＤモデルまたはＴ－ＳＴＤモデル）において、データストリーム（すなわち、トランスポ
ートストリームまたはプログラムストリーム）の複数のエレメンタリストリームからのア
クセスユニットをアセンブルすることができる。ビデオデコーダ３０は、エレメンタリス
トリームがＳＨＶＣ、ＭＶ－ＨＥＶＣ、または３Ｄ－ＨＥＶＣのビットストリームを含む
かどうかにかかわらず、同じバッファモデルを使用する。その後、ビデオデコーダ３０は
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アクセスユニットを復号することができる。言い換えれば、ビデオデコーダ３０はアクセ
スユニットのコード化ピクチャを復号することができる。
【０１８０】
　[0168]上記に示されたように、トランスポートストリームおよびプログラムストリーム
は、それぞれの一連のＰＥＳパケットを備える。トランスポートストリームまたはプログ
ラムストリームの各それぞれのＰＥＳパケットは、複数のエレメンタリストリーム内のエ
レメンタリストリームに関連付けられる。したがって、トランスポートストリームまたは
プログラムストリームは、複数のエレメンタリストリームを備えると言われる場合がある
。エレメンタリストリームには、ビデオストリーム、オーディオストリーム、およびプラ
イベートストリームが含まれ得る。本開示の１つまたは複数の技法によれば、ビットスト
リームの各それぞれのレイヤの各それぞれの時間サブレイヤは、異なるエレメンタリスト
リームに対応する場合がある。これにより、媒体認識ネットワーク要素（ＭＡＮＥ）また
は他のデバイスが、ＰＥＳパケットのペイロード内のＨＥＶＣデータを構文解析または解
釈することなく、特定のレイヤおよび特定のサブレイヤに関連付けられたＰＥＳパケット
を選択的に転送することが可能になる。むしろ、ＭＡＮＥまたは他のデバイスは、ＰＥＳ
パケットヘッダ内のデータ、およびトランスポートストリームまたはプログラムストリー
ムのプログラム固有情報内の様々な記述子（たとえば、ＨＥＶＣ階層記述子、ＨＥＶＣ拡
張記述子など）の中のデータに基づいて、特定のＰＥＳパケットを転送するべきかどうか
を決定することができる場合がある。
【０１８１】
　[0169]ターゲットデコーダ（たとえば、ビデオデコーダ３０）は、アクセスユニットの
ピクチャを復号するより前に、ビットストリームのアクセスユニットを再アセンブルする
必要があり得る。言い換えれば、ターゲットデコーダは、アクセスユニットのピクチャを
復号するために必要とされるデータが、アクセスユニットに対する復号時に利用可能であ
ることを保証する必要があり得る。トランスポートストリームは、トランスポートパケッ
ト内に誤り（たとえば、紛失ＰＥＳパケット、ジッタ、破損など）が存在する場合がある
、潜在的に誤りを起こしやすいチャネル（たとえば、インターネット）上のプログラムの
配信を目的とする。したがって、ターゲットデコーダがトランスポートストリームからの
ビデオを復号しているとき、ターゲットデコーダは、アクセスユニットのピクチャを復号
するために必要とされるデータが直ちに利用可能であると見なすことができない。代わり
に、ターゲットデコーダは、トランスポートストリームのプログラムごとにバッファリン
グモデルを実装することができる。トランスポートストリーム用のバッファリングモデル
は、プログラムに関連付けられたそれぞれのエレメンタリビデオストリーム（すなわち、
ビデオストリームを含むエレメンタリストリーム）ごとに、バッファのそれぞれのセット
を含む場合がある。
【０１８２】
　[0170]本開示の第１の技法の一例によれば、エレメンタリビデオストリームｎ用のバッ
ファのセットは、エレメンタリビデオストリーム用のトランスポートバッファＴＢnと、
エレメンタリビデオストリーム用の多重化バッファＭＢnと、エレメンタリビデオストリ
ーム用のＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットバッファＶＳＢnとを含む場合がある。ター
ゲットデコーダがトランスポートストリームのＰＥＳパケットを受信するとき、ターゲッ
トデコーダは、様々なエレメンタリストリームに属するトランスポートストリームのＰＥ
Ｓパケットが、様々なトランスポートバッファに記憶されるように、トランスポートスト
リームを逆多重化する。言い換えれば、プログラムに関連付けられた各それぞれのエレメ
ンタリストリームの場合、ビデオデコーダは、それぞれのエレメンタリストリームに属す
るトランスポートストリームのそれぞれのＰＥＳパケットごとに、それぞれのエレメンタ
リストリーム用のバッファ（たとえば、トランスポートバッファ）にそれぞれのＰＥＳパ
ケットを記憶することができる。したがって、エレメンタリストリームｎ用のトランスポ
ートバッファＴＢnは、エレメンタリビデオストリームｎに属するトランスポートパケッ
トを受信する。
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【０１８３】
　[0171]ターゲットデコーダは、レートＲｘnでトランスポートバッファからトランスポ
ートパケットを取り出す。トランスポートバッファＴＢn内にデータが存在しない場合、
レートＲｘnは０である。そうではなく、トランスポートバッファＴＢn内にデータが存在
する場合、レートＲｘnはビットレートに等しい。本開示内の他の場所で記載されるよう
に、ターゲットデコーダは、第１の係数（すなわち、ＣｐｂＢｒＮａｌＦａｃｔｏｒ）、
第２の係数（すなわち、ＣｐｂＢｒＶｃｌＦａｃｔｏｒ）、および第３の係数（すなわち
、ＢｉｔＲａｔｅ［ＳｃｈｅｄＳｅｌＩｄｘ］）に基づいて、ビットレートを決定するこ
とができる。第１、第２、および第３の係数は、Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６５｜ＩＳ
Ｏ／ＩＥＣ２３００８－２において定義されている。
【０１８４】
　[0172]ターゲットデコーダが、エレメンタリストリームｎ用のトランスポートバッファ
ＴＢnからトランスポートパケットを取り出すと、ターゲットデコーダは、そのトランス
ポートパケットをエレメンタリストリームｎ用の多重化バッファＭＢnに追加する。ター
ゲットデコーダは、１バイトずつ多重化バッファＭＢnからデータを取り出す。ターゲッ
トデコーダが多重化バッファＭＢnから１バイトを取り出すと、ターゲットデコーダは、
そのバイトがＰＥＳパケット（たとえば、トランスポートパケット）のヘッダバイトでな
い場合、エレメンタリストリームｎ用のＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットバッファＶＳ
Ｂnにそのバイトを挿入する。
【０１８５】
　[0173]したがって、プログラムに関連付けられたそれぞれのエレメンタリストリームご
とに、ターゲットデコーダは、それぞれのエレメンタリストリーム用のトランスポートバ
ッファからＰＥＳパケットを取り出すことができる。さらに、ターゲットデコーダは、そ
れぞれのエレメンタリストリーム用のトランスポートバッファから取り出されたＰＥＳパ
ケットを、それぞれのエレメンタリストリーム用の多重化バッファに記憶することができ
る。ターゲットデコーダは、それぞれのエレメンタリストリーム用の多重化バッファから
バイトを取り出すことができる。さらに、ターゲットデコーダは、それぞれのエレメンタ
リストリーム用の多重化バッファから取り出されたバイトを、それぞれのエレメンタリス
トリーム用のＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットバッファに記憶することができる。
【０１８６】
　[0174]このようにして、ＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットバッファＶＳＢnは、トラ
ンスポートパケットのペイロードバイトを受け取る。ＨＥＶＣレイヤピクチャサブセット
バッファＶＳＢnは、ＨＥＶＣレイヤピクチャサブセット用のアセンブリポイントとして
働くことができる。本開示で使用するＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットは、レイヤ識別
子セット（すなわち、レイヤ識別子値のセット）に関連付けられたアクセスユニットのＨ
ＥＶＣレイヤピクチャのセットである。ＨＥＶＣレイヤピクチャは、Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ
　Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／ＩＥＣ２３００８－２の付属書類Ｆにおいて定義されているコー
ド化ピクチャであり、その制約が（下記に転載されている）Ｎ１３６５６の節２．１７．
１において規定されている。
【０１８７】
　[0175]ターゲットデコーダは、アクセスユニットに対する復号時に、ＨＥＶＣレイヤピ
クチャサブセットバッファＶＳＢnからアクセスユニットに対応するデータを取り出す。
たとえば、アクセスユニットＡH（ｊ）のピクチャを復号するために、ターゲットデコー
ダは、エレメンタリストリームｎ用のＨＥＶＣレイヤピクチャバッファＶＳＢnから、復
号時間ｔｄn（ｊn）に対応するＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットＶＳn（ｊn）を取り出
すことができる。ｔｄn（ｊn）は、エレメンタリストリームｎ用のＨＥＶＣレイヤピクチ
ャサブセットＶＳn（ｊn）の、ターゲットデコーダにおいて秒単位で測定された復号時間
を示す。ｊnは、ＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットＶＳn（ｊn）を定義するレイヤ識別
子セットへのインデックスである。加えて、ターゲットデコーダは、エレメンタリストリ
ームｎ＋１～ｎ＋ｍ用のＨＥＶＣレイヤピクチャバッファＶＳＢn+1～ＶＳＢn+mから、Ｈ
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ＥＶＣレイヤピクチャサブセットＶＳn+1（ｊn+1）～ＶＳn+m（ｊn+m）を取り出し、ＨＥ
ＶＣレイヤピクチャサブセットＶＳn+1（ｊn+1）～ＶＳn+m（ｊn+m）用の復号時間（すな
わち、ｔｄn+1（ｊn+1）～ｔｄn+m（ｊn+m））はｔｄn（ｊn）に等しい。アクセスユニッ
トは、ＶＳＢn～ＶＳＢn+mから取り出されたＨＥＶＣレイヤサブセットの組合せであり得
る。
【０１８８】
　[0176]このようにして、プログラムに関連付けられたそれぞれのエレメンタリストリー
ムごとに、バッファモデルは、それぞれのエレメンタリストリーム用のバッファ（たとえ
ば、ＨＥＶＣレイヤピクチャバッファ）を備える。アクセスユニットは、それぞれのエレ
メンタリストリーム用のそれぞれのＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットを備える。それぞ
れのＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットは、それぞれのレイヤ識別子セットに関連付けら
れたアクセスユニットのＨＥＶＣレイヤピクチャを備える。ＨＥＶＣレイヤピクチャの各
々は、Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／ＩＥＣ２３００８－２の付属書類Ｆに
おいて定義されているコード化ピクチャである。プログラムに関連付けられたそれぞれの
エレメンタリストリームごとに、ターゲットデコーダは、それぞれのエレメンタリストリ
ーム用のバッファから、それぞれのエレメンタリストリーム用のそれぞれのＨＥＶＣレイ
ヤピクチャサブセットを取り出すことができる。ターゲットデコーダは、アクセスユニッ
トにそれぞれのＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットを含めることができる。
【０１８９】
　[0177]ターゲットデコーダは、プログラムストリーム内のＰＥＳパケットがトランスポ
ートストリームに関連する誤り（たとえば、ジッタ、損失など）なしに利用可能であると
見なすことができるので、プログラムストリーム用のバッファリングモデル（すなわち、
Ｐ－ＳＴＤモデル）は、トランスポートストリーム用のバッファリングモデル（すなわち
、Ｔ－ＳＴＤモデル）よりも簡単であり得る。本開示の１つまたは複数の技法によれば、
ビットストリームの各それぞれのレイヤの各それぞれの時間サブレイヤは、プログラムス
トリームの異なるエレメンタリストリームに対応する場合がある。さらに、Ｐ－ＳＴＤモ
デルは、プログラムストリームのそれぞれのエレメンタリストリームごとに、ＨＥＶＣレ
イヤピクチャサブセットバッファを含む場合がある。ターゲットデコーダがプログラムス
トリームのＰＥＳパケットを受信するとき、ターゲットデコーダは、様々なエレメンタリ
ストリームに属するＰＥＳパケットが、様々なＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットバッフ
ァに記憶されるように、プログラムストリームを逆多重化する。ターゲットデコーダは、
トランスポートストリームに関して上述された方式と同じ方式で、ＨＥＶＣレイヤピクチ
ャサブセットバッファからアクセスユニットに対応するデータを取り出すことができる。
【０１９０】
　[0178]いくつかの例では、ターゲットデコーダは、受信されたトランスポートストリー
ムまたはプログラムストリームのコンテンツに応じて、様々なバッファモデルを使用する
。たとえば、プログラム内にＨＥＶＣレイヤのセットが存在することと、複数のエレメン
タリストリーム内に、ＩＴＵ－Ｔ　Ｒｅｃ．Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／ＩＥＣ２３００８－２
の付属書類Ｇまたは付属書類Ｈにおいて定義されている１つまたは複数のプロファイルに
準拠するＨＥＶＣ拡張ビデオストリームである、少なくとも１つのＨＥＶＣ積層ビデオサ
ブビットストリームが存在することとを決定することに応答して、ターゲットデコーダは
、アクセスユニットをアセンブルする際に使用するために、本開示の第１の技法に関して
記載されたバッファモデルを選択することができる。
【０１９１】
　[0179]本開示の第２の例示的な技法によれば、各ＨＥＶＣ積層ビデオストリームは、Ｔ
－ＳＴＤモデルおよび／またはＰ－ＳＴＤモデルを有することができる。ＨＥＶＣ積層ビ
デオサブビットストリームは、１つまたは複数のＨＥＶＣ積層ビデオサブストリームから
アセンブルされる場合があり、ＨＥＶＣ拡張記述子内でオペレーションポイントとして表
される。言い換えれば、ＨＥＶＣ積層ビデオストリームは、オペレーションポイントに対
応し、ＨＥＶＣ積層ビデオサブビットストリームからアセンブルされる。ＨＥＶＣ積層ビ
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デオサブビットストリームは、同じ値のｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ（レイヤ識別子）を有
するＶＣＬ　ＮＡＬユニットと、それらの関連する非ＶＣＬ　ＮＡＬユニットとを含む、
複数のＨＥＶＣビデオレイヤサブビットストリームを含んでいる。たとえば、ＨＥＶＣ積
層ビデオサブビットストリームは、Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／ＩＥＣ２
３００８－２の付属書類Ｆまたは付属書類Ｇにおいて定義されている１つまたは複数のプ
ロファイルに準拠する、ＨＥＶＣ拡張ビデオストリームのＨＥＶＣレイヤセットに属する
ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄを有するすべてのＶＣＬ　ＮＡＬユニット、および関連する非
ＶＣＬ　ＮＡＬユニットであるように定義される場合がある。Ｔ－ＳＴＤおよびＰ－ＳＴ
Ｄは、上述され、本開示内の他の場所で記載される方式で動作することができる。したが
って、いくつかの例では、ビデオデコーダ３０は、ビデオデータストリームのそれぞれの
ＨＥＶＣ積層ビデオストリームごとにバッファモデルの別々のインスタンスを使用して、
アクセスユニットをアセンブルすることができる。そのような例では、各それぞれのＨＥ
ＶＣ積層ビデオストリームは、複数のＨＥＶＣビデオレイヤサブビットストリームを備え
、複数のＨＥＶＣビデオレイヤサブビットストリームの各それぞれのＨＥＶＣビデオレイ
ヤサブビットストリームは、同じレイヤ識別子値を有するＶＣＬ　ＮＡＬユニットを備え
る。
【０１９２】
　[0180]前に示されたように、階層拡張記述子は、階層的にコーディングされたビデオ、
オーディオ、およびプライベートストリームの構成要素を含むプログラム要素を識別する
情報を提供する記述子である。言い換えれば、階層拡張記述子は、階層拡張記述子に対応
するプログラム要素に関する情報を提供する。階層拡張記述子は、階層拡張記述子に関連
付けられたエレメンタリストリームの復号の前に、復号順序でアクセスされ存在する必要
がある直接依存プログラム要素ごとに、ｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｅｘｔ＿ｅｍｂｅｄｄｅｄ
＿ｌａｙｅｒ＿ｉｎｄｅｘフィールドを含む場合がある。言い換えれば、階層拡張記述子
は、複数のｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｅｘｔ＿ｅｍｂｅｄｄｅｄ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｎｄｅｘフ
ィールドを含む場合がある。階層拡張記述子の各それぞれのｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｅｘｔ
＿ｅｍｂｅｄｄｅｄ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｎｄｅｘフィールドは、対応するプログラム要素（
すなわち、階層拡張記述子に対応するプログラム要素）用のそれぞれの直接依存プログラ
ム要素を識別する。対応するプログラム要素用のそれぞれの直接依存プログラム要素は、
ターゲットデコーダが対応するプログラム要素を復号することができる前に、ターゲット
デコーダに利用可能になる必要があるプログラム要素である。たとえば、対応するプログ
ラム要素は、非ベースレイヤ用のデータを含む場合があり、それぞれの直接依存プログラ
ム要素は、ベースレイヤ用のデータを含む場合がある。それぞれのプログラム要素はそれ
ぞれのレイヤに対応する場合があるので、階層拡張記述子の各それぞれのｈｉｅｒａｒｃ
ｈｙ＿ｅｘｔ＿ｅｍｂｅｄｄｅｄ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｎｄｅｘは、階層拡張記述子に対応す
るレイヤを復号するために必要とされるそれぞれの参照レイヤを識別することができる。
このようにして、アクセスユニットをアセンブルするとき、ターゲットデコーダは、現在
のオペレーションポイントの出力レイヤに対応する記述子内の１つまたは複数のフィール
ドに基づいて、現在のオペレーションポイントの出力レイヤを復号するために必要とされ
る参照レイヤを識別することができる。
【０１９３】
　[0181]本開示の第３の技法によれば、Ｔ－ＳＴＤモデルまたはＰ－ＳＴＤモデルにおい
て複数のストリームからのアクセスユニット内のＨＥＶＣレイヤピクチャをアセンブルす
るとき、関連する階層拡張記述子内で示されたｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｅｘｔ＿ｅｍｂｅｄ
ｄｅｄ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｎｄｅｘの値は、現在のオペレーションポイントの出力レイヤを
復号するために必要とされる参照レイヤを識別するために使用される。たとえば、ｊ番目
のアクセスユニットＡH（ｊ）を再アセンブルするとき、ターゲットデコーダは、トラン
スポートストリームまたはプログラムストリーム内のプログラムのプログラム要素ごとに
、ＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットバッファからＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットを
収集することができる。ターゲットデコーダは、以下が適用されるように、ＨＥＶＣレイ
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ヤピクチャサブセットを収集する。
・値ｙはレイヤ識別子を示す。値ｙは０以上である。
・ＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットＶＳy+1（ｊy+1）は、レイヤｙ＋１用のプログラム
要素に対応する。ｙ≧０なので、レイヤ識別子ｙ＋１を有するレイヤは非ベースレイヤで
ある。
・ｔｄy+1（ｊy+1）は、ＶＳy+1（ｊy+1）用の復号タイムスタンプ（ＤＴＳ）の値を表記
する。
・階層拡張記述子は、レイヤｙ＋１用のプログラム要素（すなわち、対応するプログラム
要素）に対応する。
・階層拡張記述子は、０個以上のｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｅｘｔ＿ｅｍｂｅｄｄｅｄ＿ｌａ
ｙｅｒ＿ｉｎｄｅｘフィールドを含む。
・それぞれのｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｅｘｔ＿ｅｍｂｅｄｄｅｄ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｎｄｅｘ
フィールドごとに、
○それぞれのｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｅｘｔ＿ｅｍｂｅｄｄｅｄ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｎｄｅｘ
フィールドは、対応するプログラム要素用のそれぞれの直接依存プログラム要素を識別す
るそれぞれの値を有する。
○ＶＳy（ｊy）は、それぞれの直接依存プログラム要素に対応するＨＥＶＣレイヤピクチ
ャサブセットである。
○ｔｄy（ｊy）はＶＳy（ｊy）用のＤＴＳ値である。
○ｔｄy（ｊy）はｔｄy+1（ｊy+1）に等しい。
【０１９４】
　[0182]本開示の第４の技法によれば、現在のＨＥＶＣ　ＭＰＥＧ－２システムにおける
ようなＨＥＶＣタイミングおよびＨＲＤ記述子は、オペレーションポイントごとに存在す
ることができる。言い換えれば、それぞれのオペレーションポイントごとに、それぞれの
ＨＥＶＣタイミングおよびＨＲＤ記述子が存在することができる。ＨＥＶＣタイミングお
よびＨＲＤ記述子は、Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／ＩＥＣ２３００８－２
の付属書類Ｃにおいて定義されているように、それぞれ、関連するＨＥＶＣビデオストリ
ームまたはそのＨＥＶＣ最高時間サブレイヤ表現用の、タイミングおよびＨＲＤのパラメ
ータを提供する。ＨＥＶＣタイミングおよびＨＲＤ記述子の例示的なシンタックスは、下
記の節２．６．９５において提供される。
【０１９５】
　[0183]本開示の第４の技法の一例では、ＨＥＶＣ＿ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ＿ｄｅｓｃｒｉ
ｐｔｏｒにおいて、各オペレーションポイントのループ内に、ＨＥＶＣタイミングおよび
ＨＲＤ記述子が存在することができる。上記に示されたように、ＨＥＶＣ拡張記述子は、
ループ（すなわち、「ｆｏｒ（ｉ＝０；ｉ＜ｎｕｍ＿ｏｐｅｒａｔｉｏｎ＿ｐｏｉｎｔｓ
；ｉ＋＋）　｛．．．｝」を含み、ここでは、ループの各それぞれの繰返しは、それぞれ
のオペレーションポイント用の要素のシーケンス（たとえば、ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｓｐａｃ
ｅ、ｔｉｅｒ＿ｆｌａｇ、ｐｒｏｆｉｌｅ＿ｉｄｃなど）に対応する。この例では、それ
ぞれのオペレーションポイント用の要素は、ＨＥＶＣタイミングとＨＲＤ記述子とをさら
に含む。
【０１９６】
　[0184]本開示の第４の技法の別の例では、ＨＥＶＣタイミングおよびＨＲＤ記述子は、
復号されるべきレイヤの同じレイヤ識別子セットを共有するオペレーションポイント用に
１度存在するだけである。別の例では、ＨＥＶＣタイミングおよびＨＲＤ記述子は、すべ
ての出力レイヤセットのすべてのオペレーションポイント用に１度存在するだけである。
【０１９７】
　[0185]本開示の第５の技法は、レイヤピクチャデリミタＮＡＬユニットを要する。レイ
ヤピクチャデリミタＮＡＬユニットは、ＨＥＶＣ内のＮＡＬユニットヘッダと同じシンタ
ックス構造を含む場合があり、以下のシンタックス要素、ｆｏｒｂｉｄｄｅｎ＿ｚｅｒｏ
＿ｂｉｔと、ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅと、ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄと、ｎｕｈ＿ｔ
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ｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｐｌｕｓ１とを有する場合がある。ｆｏｒｂｉｄｄｅｎ＿ｚｅｒ
ｏ＿ｂｉｔシンタックス要素は、常に０に等しい１ビットのシンタックス要素である。ｎ
ａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅシンタックス要素は、ＮＡＬユニットに含まれるＲＢＳＰデー
タ構造のタイプを指定する。ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄシンタックス要素は、ＮＡＬユニ
ットが属するレイヤの識別子を指定する。様々な値を指定するｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ
シンタックス要素を有するＮＡＬユニットは、ビットストリームの様々なレイヤに属する
。ｎｕｈ＿ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｐｌｕｓ１シンタックス要素マイナス１は、ＮＡＬ
ユニット用の時間識別子を指定する。
【０１９８】
　[0186]本開示の第５の技法のいくつかの例によれば、レイヤピクチャデリミタＮＡＬユ
ニットのｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅシンタックス要素は、０ｘ３０（すなわち、４８）
に設定される。他の例では、レイヤピクチャデリミタＮＡＬユニットのｎａｌ＿ｕｎｉｔ
＿ｔｙｐｅシンタックス要素は、両端値を含む０ｘ３０～０ｘ３Ｆ（すなわち、両端値を
含む４８～６３）の範囲内の値を有する。ＨＥＶＣ仕様は、０ｘ３０～０ｘ３Ｆの範囲内
の値を「未指定（unspecified）」としてマークする。
【０１９９】
　[0187]本開示の第５の技法のいくつかの例によれば、レイヤピクチャデリミタＮＡＬユ
ニット内のｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄおよびｎｕｈ＿ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｐｌｕｓ
１のシンタックス要素は、レイヤピクチャデリミタＮＡＬユニットの直後にくるＶＣＬ　
ＮＡＬユニットに関連付けられたピクチャのｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄおよびｎｕｈ＿ｔ
ｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｐｌｕｓ１のシンタックス要素に等しくなるように設定される。
０ｘ２６に等しいｓｔｒｅａｍ＿ｔｙｐｅを有する各エレメンタリストリーム（すなわち
、ＩＴＵ－Ｔ　Ｒｅｃ．Ｈ．２６４｜ＩＳＯ／ＩＥＣ２３００８の付属書類Ｇおよび付属
書類Ｈにおいて定義されている１つまたは複数のプロファイルに準拠するＨＥＶＣ拡張ビ
デオストリームを備えるエレメンタリストリーム）では、ちょうど１つのＬＰＤ＿ｎａｌ
＿ｕｎｉｔ（すなわち、レイヤプレゼンテーションデリミタＮＡＬユニット）は、ＬＰＤ
＿ｎａｌ＿ｕｎｉｔのそれらに等しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄおよびｎｕｈ＿ｔｅｍｐ
ｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｐｌｕｓ１の値を有するすべてのＮＡＬユニットに先行することができ
る。他の例では、レイヤピクチャデリミタＮＡＬユニット内のｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ
およびｎｕｈ＿ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｐｌｕｓ１のシンタックス要素の値は、０およ
び０になるように固定される。さらに、いくつかの例では、レイヤピクチャデリミタＮＡ
Ｌユニット内のｎｕｈ＿ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｐｌｕｓ１シンタックス要素は、レイ
ヤピクチャデリミタＮＡＬユニットがレイヤピクチャデリミタＮＡＬユニットであること
を示すために、０になるように設定される。いくつかの例では、０ｘ２６に等しいｓｔｒ
ｅａｍ＿ｔｙｐｅを有する各エレメンタリストリームでは、ちょうど１つのＬＰＤ＿ｎａ
ｌ＿ｕｎｉｔは、ＬＰＤ＿ｎａｌ＿ｕｎｉｔのそれに等しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄの
値を有するすべてのＮＡＬユニットに先行することができる。いくつかの例では、０ｘ２
６に等しいｓｔｒｅａｍ＿ｔｙｐｅを有する各エレメンタリストリームでは、ちょうど１
つのＬＰＤ＿ｎａｌ＿ｕｎｉｔは、その最小値がＬＰＤ＿ｎａｌ＿ｕｎｉｔのｎｕｈ＿ｌ
ａｙｅｒ＿ｉｄに等しいＨＥＶＣレイヤ識別子セットに属する値を有する、すべてのＮＡ
Ｌユニットに先行することができる。
【０２００】
　[0188]この発明を実施するための形態の最後に、一例として、提案されるソリューショ
ンのワーキングドラフトテキストが本開示に記載される（「ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ　Ｔ
ＥＣＨＮＯＬＯＧＹ－ＧＥＮＥＲＩＣ　ＣＯＤＩＮＧ　ＯＦ　ＭＯＶＩＮＧ　ＰＩＣＴＵ
ＲＥＳ　ＡＮＤ　ＡＳＳＯＣＩＡＴＥＤ　ＡＵＤＩＯ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ：ＳＹＳ
ＴＥＭＳ、ＡＭＥＮＤＭＥＮＴ　３、Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ｏｆ　ＨＥＶＣ　ｖｉｄｅｏ
　ｏｖｅｒ　ＭＰＥＧ－２　ｓｙｓｔｅｍｓ」と題する）。新しく追加されたテキストは
ボールドイタリック体で示される。完全に新しい小節は、小節の表題のみがボールドイタ
リック体で示される場合がある。仕様テキストの実装は、ＭＶ－ＨＥＶＣ、ＳＨＶＣ、ま
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たは３Ｄ－ＨＥＶＣなどのＨＥＶＣ積層ビデオではなく、ＨＥＶＣビデオの転送のみを含
むＭＰＥＧ出力文書Ｎ１３６５６に基づく。以下のテキストは、図Ｘ－１と、図Ｘ－２と
、図２－１５と、図Ｘ－４とを参照する。図Ｘ－１は、本開示の図２として提示される。
図２は、単層ＨＥＶＣ用の例示的なＴ－ＳＴＤモデル拡張を示す概念図である。図Ｘ－２
は、本開示の図３として提示される。図３は、本開示の１つまたは複数の技法による、Ｈ
ＥＶＣ時間ビデオサブセットの積層トランスポート用の例示的なＴ－ＳＴＤモデル拡張を
示す概念図である。図２－１５は、本開示の図４として提示される。図４は、本開示の１
つまたは複数の技法による、ＨＥＶＣ積層ビデオサブビットストリームを有するＲｅｃ．
ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／ＩＥＣ２３００８－２ビデオ用の例示的なＴ－ＳＴＤ
モデル拡張を示す概念図である。図Ｘ－４は、本開示の図５として提示される。したがっ
て、図５は、本開示の１つまたは複数の技法による、ＨＥＶＣ積層ビデオサブビットスト
リームを有するＲｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／ＩＥＣ２３００８－２ビデオ
用の例示的なＰ－ＳＴＤモデル拡張を示す概念図である。
【０２０１】
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【表１０－１】

【０２０２】
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【表１０－２】

【０２０３】
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【表１０－３】

【０２０４】
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【表１０－７０】

【０２７１】
　[0189]本開示に記載される技法は、ビデオエンコーダ２０、ビデオデコーダ３０、また
は、スプライシングエンジン、媒体認識ネットワーク要素（ＭＡＮＥ）、ストリーミング
サーバ、ルータ、およびコード化ビデオビットストリームを符号化、復号、アセンブル、
構築、抽出、もしくは場合によっては処理する他のデバイスなどの、様々なビデオ処理デ
バイスのいずれかによって実施され得る。
【０２７２】
　[0190]図６は、ＭＰＥＧ－２システムによる、マルチビューＨＥＶＣ（ＭＶ－ＨＥＶＣ
）、スケーラブルＨＥＶＣ（ＳＨＶＣ）、および３次元ＨＥＶＣ（３Ｄ－ＨＥＶＣ）の拡
張ビットストリームを含む、ＨＥＶＣマルチレイヤ拡張ビットストリームの搬送のための
技法などの、本開示の様々な技法を実施するように構成され得る、例示的なビデオエンコ
ーダ２０を示すブロック図である。
【０２７３】
　[0191]本開示は、ＨＥＶＣコーディング、より詳細には、ＭＶ－ＨＥＶＣ、ＳＨＶＣ、
および３Ｄ－ＨＥＶＣのコーディング拡張のコンテキストで、ビデオエンコーダ２０を記
載する。しかしながら、本開示の技法は、他のビデオコーディングの規格または方法に適
用可能であり得る。したがって、図６は、説明のために提供されるものであり、本開示で
広く例示され記載される技法を限定するものと見なされるべきではない。
【０２７４】
　[0192]図６の例では、ビデオエンコーダ２０は、予測処理ユニット１００と、ビデオデ
ータメモリ１０１と、残差生成ユニット１０２と、変換処理ユニット１０４と、量子化ユ
ニット１０６と、逆量子化ユニット１０８と、逆変換処理ユニット１１０と、復元ユニッ
ト１１２と、フィルタユニット１１４と、復号ピクチャバッファ１１６と、エントロピー
符号化ユニット１１８とを含む。予測処理ユニット１００は、インター予測処理ユニット
１２０と、イントラ予測処理ユニット１２６とを含む。インター予測処理ユニット１２０
は、動き推定（ＭＥ）ユニット１２２と、動き補償（ＭＣ）ユニット１２４とを含む。
【０２７５】
　[0193]予測処理ユニット１００の構成要素は、テクスチャ符号化と深度符号化の両方を
実行するものとして記載される。いくつかの例では、テクスチャ符号化および深度符号化
は、予測処理ユニット１００の同じ構成要素、または予測処理ユニット１００内の異なる
構成要素によって実行される場合がある。たとえば、いくつかの実装形態では、別々のテ
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クスチャエンコーダおよび深度エンコーダが提供される場合がある。また、複数のビュー
を符号化するために、たとえば、マルチビュープラス深度コーディングのために、複数の
テクスチャエンコーダおよび深度エンコーダが提供される場合がある。ビデオエンコーダ
２０は、図６に示されているよりも、多いか、少ないか、または異なる機能構成要素を含
む場合がある。
【０２７６】
　[0194]いくつかの例では、予測処理ユニット１００は、ＭＶ－ＨＥＶＣ、ＳＨＶＣ、ま
たは３Ｄ－ＨＥＶＣに実質的に従って、たとえば、本開示に記載された修正および／また
は追加に従って、動作することができる。予測処理ユニット１００は、エントロピー符号
化ユニット１１８にシンタックス情報を供給することができる。シンタックス情報は、た
とえば、どの予測モードが使用されたかと、そのモードに関係する情報とを示すことがで
きる。
【０２７７】
　[0195]ビデオエンコーダ２０は符号化されるべきビデオデータを受信する。ビデオデー
タメモリ１０１は、ビデオエンコーダ２０の構成要素によって符号化されるべきビデオデ
ータを記憶することができる。ビデオデータメモリ１０１内に記憶されるビデオデータは
、たとえば、ビデオソース１８から取得される場合がある。復号ピクチャバッファ１１６
は、たとえば、イントラコーディングモードまたはインターコーディングモードでビデオ
エンコーダ２０によってビデオデータを符号化する際に使用するための、参照ビデオデー
タを記憶する参照ピクチャメモリであり得る。ビデオデータメモリ１０１および復号ピク
チャバッファ１１６は、同期ＤＲＡＭ（ＳＤＲＡＭ）を含むダイナミックランダムアクセ
スメモリ（ＤＲＡＭ）、磁気抵抗ＲＡＭ（ＭＲＡＭ）、抵抗ＲＡＭ（ＲＲＡＭ（登録商標
））、または他のタイプのメモリデバイスなどの、様々なメモリデバイスのいずれかによ
って形成され得る。ビデオデータメモリ１０１および復号ピクチャバッファ１１６は、同
じメモリデバイスまたは別々のメモリデバイスによって提供される場合がある。様々な例
では、ビデオデータメモリ１０１は、ビデオエンコーダ２０の他の構成要素とともにオン
チップであるか、またはそれらの構成要素に対してオフチップであり得る。
【０２７８】
　[0196]ビデオエンコーダ２０は、ビデオデータのピクチャのスライス内の複数のコーデ
ィングツリーユニット（ＣＴＵ）の各々を符号化することができる。ＣＴＵの各々は、ピ
クチャの等しいサイズのルーマコーディングツリーブロック（ＣＴＢ）、および対応する
クロマＣＴＢに関連付けられ得る。ＣＴＵを符号化することの一部として、予測処理ユニ
ット１００は、ＣＴＵのＣＴＢを徐々により小さいブロックに分割するために、４分木区
分化を実行することができる。より小さいブロックは、ＣＵのコーディングブロックであ
り得る。たとえば、予測処理ユニット１００は、ＣＴＵに関連付けられたＣＴＢを４つの
等しいサイズのサブブロックに区分化することができ、サブブロックのうちの１つまたは
複数を４つの等しいサイズのサブサブブロックに区分化することができ、以下同様である
。
【０２７９】
　[0197]ビデオエンコーダ２０は、ＣＵの符号化表現（すなわちコード化ＣＵ）を生成す
るために、ＣＴＢのＣＵを符号化することができる。ＣＵを符号化することの一部として
、予測処理ユニット１００は、ＣＵの１つまたは複数のＰＵの間でＣＵに関連付けられた
コーディングブロックを区分化することができる。したがって、各ＰＵは、ルーマ予測ブ
ロックおよび対応するクロマ予測ブロックに関連付けられ得る。
【０２８０】
　[0198]ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、様々なサイズを有するＰＵ
をサポートすることができる。上記で示されたように、ＣＵのサイズは、ＣＵのルーマコ
ーディングブロックのサイズを指す場合があり、ＰＵのサイズは、ＰＵのルーマ予測ブロ
ックのサイズを指す場合がある。特定のＣＵのサイズが２Ｎ×２Ｎであると仮定すると、
ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、イントラ予測の場合は２Ｎ×２Ｎま
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たはＮ×ＮのＰＵサイズをサポートすることができ、インター予測の場合は２Ｎ×２Ｎ、
２Ｎ×Ｎ、Ｎ×２Ｎ、Ｎ×Ｎ、または同様の対称のＰＵサイズをサポートすることができ
る。ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０はまた、インター予測の場合は２Ｎ
×ｎＵ、２Ｎ×ｎＤ、ｎＬ×２Ｎ、およびｎＲ×２ＮのＰＵサイズ向けの非対称区分化を
サポートすることができる。本開示の態様によれば、ビデオエンコーダ２０およびビデオ
デコーダ３０はまた、深度インターコーディングのためのＰＵの非方形区分化をサポート
する。
【０２８１】
　[0199]インター予測処理ユニット１２０は、ＣＵの各ＰＵに対してインター予測を実行
することによって、ＰＵ用の予測データを生成することができる。ＰＵ用の予測データは
、ＰＵの予測ブロックとＰＵについての動き情報とを含む場合がある。インター予測処理
ユニット１２０は、ＰＵがＩスライス内にあるか、Ｐスライス内にあるか、またはＢスラ
イス内にあるかに応じて、ＣＵのＰＵに対して様々な演算を実行することができる。Ｉス
ライスでは、すべてのＰＵはイントラ予測される。したがって、ＰＵがＩスライス内にあ
る場合、インター予測処理ユニット１２０は、ＰＵに対してインター予測を実行しない。
したがって、Ｉモードで符号化されたブロックの場合、予測ブロックは、同じピクチャ内
の以前に符号化された隣接ブロックからの空間予測を使用して形成される。
【０２８２】
　[0200]ＰＵがＰスライス内にある場合、動き推定（ＭＥ）ユニット１２２は、ＰＵ用の
参照領域について参照ピクチャのリスト（たとえば、「ＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ０」）の中
で参照ピクチャを探索することができる。参照ピクチャは、復号ピクチャバッファ１１６
に記憶される場合がある。ＰＵ用の参照領域は、ＰＵのサンプルブロックに最も密接に対
応するサンプルブロックを含む、参照ピクチャ内の領域であり得る。動き推定（ＭＥ）ユ
ニット１２２は、ＰＵ用の参照領域を含む参照ピクチャのＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ０内の位
置を示す参照インデックスを生成することができる。
【０２８３】
　[0201]加えて、インターコーディングの場合、動き推定（ＭＥ）ユニット１２２は、Ｐ
Ｕのコーディングブロックと参照領域に関連付けられた参照位置との間の空間変位を示す
動きベクトル（ＭＶ）を生成することができる。たとえば、ＭＶは、現在のピクチャ内の
座標から参照ピクチャ内の座標までのオフセットを提供する２次元ベクトルであり得る。
動き推定（ＭＥ）ユニット１２２は、ＰＵの動き情報として参照インデックスとＭＶとを
出力することができる。動き補償（ＭＣ）ユニット１２４は、ＰＵの動きベクトルによっ
て示された参照位置における実際のサンプルまたは補間されたサンプルに基づいて、ＰＵ
の予測サンプルブロックを生成することができる。
【０２８４】
　[0202]ＰＵがＢスライス内にある場合、動き推定ユニット１２２は、ＰＵについての単
予測または双予測を実行することができる。ＰＵについての単予測を実行するために、動
き推定ユニット１２２は、ＰＵ用の参照領域について、ＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ０または第
２の参照ピクチャリスト（「ＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ１」）の参照ピクチャを探索すること
ができる。動き推定（ＭＥ）ユニット１２２は、ＰＵの動き情報として、参照領域を含む
参照ピクチャのＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ０またはＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ１内の位置を示す参
照インデックスと、ＰＵのサンプルブロックと参照領域に関連付けられた参照位置との間
の空間変位を示すＭＶと、参照ピクチャがＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ０内にあるかＲｅｆＰｉ
ｃＬｉｓｔ１内にあるかを示す１つまたは複数の予測方向インジケータとを出力すること
ができる。動き補償（ＭＣ）ユニット１２４は、ＰＵの動きベクトルによって示された参
照領域における実際のサンプルまたは補間されたサンプルに少なくとも部分的に基づいて
、ＰＵの予測ブロックを生成することができる。
【０２８５】
　[0203]ＰＵについての双方向インター予測を実行するために、動き推定ユニット１２２
は、ＰＵ用の参照領域について、ＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ０内の参照ピクチャを探索するこ
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とができ、ＰＵ用の別の参照領域について、ＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ１内の参照ピクチャを
探索することもできる。動き推定（ＭＥ）ユニット１２２は、参照領域を含む参照ピクチ
ャのＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ０およびＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ１内の位置を示す参照ピクチャ
インデックスを生成することができる。加えて、動き推定（ＭＥ）ユニット１２２は、参
照領域に関連付けられた参照位置とＰＵのサンプルブロックとの間の空間変位を示すＭＶ
を生成することができる。ＰＵの動き情報は、ＰＵの参照インデックスとＭＶとを含む場
合がある。動き補償（ＭＣ）ユニット１２４は、ＰＵの動きベクトルによって示された参
照領域における実際のサンプルまたは補間されたサンプルに少なくとも部分的に基づいて
、ＰＵの予測ブロックを生成することができる。
【０２８６】
　[0204]イントラ予測処理ユニット１２６は、ＰＵに対してイントラ予測を実行すること
によって、ＰＵ用の予測データを生成することができる。ＰＵ用の予測データは、ＰＵ用
の予測ブロックと様々なシンタックス要素とを含む場合がある。イントラ予測処理ユニッ
ト１２６は、Ｉスライス、Ｐスライス、およびＢスライスの中のＰＵに対してイントラ予
測を実行することができる。ＰＵに対してイントラ予測を実行するために、イントラ予測
処理ユニット１２６は、複数のイントラ予測モードを使用してＰＵ用の予測データの複数
のセットを生成し、次いで、たとえばレートひずみ最適化技法を使用して、受け入れ可能
または最適なコーディング性能を生み出すイントラ予測モードのうちの１つを選択するこ
とができる。
【０２８７】
　[0205]いくつかのイントラ予測モードを使用してＰＵ用の予測データのセットを生成す
るために、イントラ予測処理ユニット１２６は、そのイントラ予測モードに関連付けられ
た方向にあるＰＵのサンプルブロック全体にわたって、空間的に隣接するＰＵのサンプル
ブロックからのサンプルを拡張することができる。隣接するＰＵは、ＰＵ、ＣＵ、および
ＣＴＵについて左から右、上から下の符号化順序を仮定すると、ＰＵの上、右上、左上、
または左にあり得る。イントラ予測処理ユニット１２６は、様々な数のイントラ予測モー
ド、たとえば３３個の方向性イントラ予測モードを使用することができる。いくつかの例
では、イントラ予測モードの数は、ＰＵに関連付けられた領域のサイズに依存する場合が
ある。
【０２８８】
　[0206]予測処理ユニット１００は、ＰＵ用にインター予測処理ユニット１２０によって
生成された予測データ、またはＰＵ用にイントラ予測処理ユニット１２６によって生成さ
れた予測データの中から、ＣＵのＰＵ用の予測データを選択することができる。いくつか
の例では、予測処理ユニット１００は、予測データのセットのレート／ひずみメトリック
に基づいて、ＣＵのＰＵ用の予測データを選択する。選択された予測データの予測ブロッ
クは、本明細書では、選択された予測ブロックと呼ばれる場合がある。
【０２８９】
　[0207]残差生成ユニット１０２は、ＣＵのコーディングブロック（たとえば、ルーマコ
ーディングブロック、Ｃｂコーディングブロック、またはＣｒコーディングブロック）、
およびＣＵのＰＵの選択されたインター予測ブロックまたはイントラ予測ブロック（たと
えば、ルーマ予測ブロック、Ｃｂ予測ブロック、またはＣｒ予測ブロック）に基づいて、
ＣＵの残差ブロック（たとえば、ルーマ残差ブロック、Ｃｂ残差ブロック、またはＣｒ残
差ブロック）を生成することができる。たとえば、残差生成ユニット１０２は、残差ブロ
ック内の各サンプルが、ＣＵのコーディングブロック内のサンプルと、ＣＵのＰＵの対応
する選択された予測サンプルブロック内の対応するサンプルとの間の差分に、すなわち、
適用可能な場合ルーマピクセル値またはクロマピクセル値の単位で、等しい値を有するよ
うに、ＣＵの残差ブロックを生成することができる。
【０２９０】
　[0208]変換処理ユニット１０４は、ＣＵに関連付けられた残差ブロックを、ＣＵのＴＵ
に関連付けられた変換ブロックに区分化するために、４分木区分化を実行することができ
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る。したがって、ＴＵは、ルーマ変換ブロックおよび２つのクロマ変換ブロックに関連付
けられ得る。ＣＵのＴＵのルーマ変換ブロックおよびクロマ変換ブロックのサイズおよび
位置は、ＣＵのＰＵの予測ブロックのサイズおよび位置に、基づく場合も基づかない場合
もある。「残差４分木」（ＲＱＴ）として知られる４分木構造は、領域の各々に関連付け
られたノードを含む場合がある。ＣＵのＴＵは、ＲＱＴのリーフノードに対応することが
できる。
【０２９１】
　[0209]通常の残差コーディングの場合、変換処理ユニット１０４は、ＴＵの変換ブロッ
クに１つまたは複数の変換を適用することによって、ＣＵのＴＵごとに変換係数ブロック
を生成することができる。変換処理ユニット１０４は、ＴＵに関連付けられた変換ブロッ
クに様々な変換を適用することができる。たとえば、変換処理ユニット１０４は、離散コ
サイン変換（ＤＣＴ）、方向性変換、または概念的に同様の変換を変換ブロックに適用す
ることができる。いくつかの例では、変換処理ユニット１０４は、変換ブロックに変換を
適用しない。そのような例では、変換ブロックは、変換係数ブロックとして扱われ得る。
【０２９２】
　[0210]量子化ユニット１０６は、通常の残差コーディングの場合、係数ブロック内の残
差変換係数を量子化することができる。量子化処理は、変換係数の一部またはすべてに関
連付けられるビット深度を低減することができる。たとえば、ｎビットの変換係数が量子
化の間にｍビットの変換係数に切り捨てられる場合があり、ここで、ｎはｍよりも大きい
。量子化ユニット１０６は、ＣＵに関連付けられた量子化パラメータ（ＱＰ）値に基づい
て、ＣＵのＴＵの係数ブロックを量子化することができる。ビデオエンコーダ２０は、Ｃ
Ｕに関連付けられたＱＰ値を調整することによって、ＣＵに関連付けられた係数ブロック
に適用される量子化の程度を調整することができる。量子化は、情報の損失をもたらす場
合があり、したがって、量子化された変換係数は、元の係数よりも低い精度を有する場合
がある。
【０２９３】
　[0211]逆量子化ユニット１０８および逆変換処理ユニット１１０は、係数ブロックから
残差ブロックを復元するために、それぞれ、係数ブロックに逆量子化と逆変換とを適用す
ることができる。復元ユニット１１２は、ＴＵに関連付けられた復元された変換ブロック
を生成するために、予測処理ユニット１００によって生成された１つまたは複数の予測サ
ンプルブロックからの対応するサンプルに、復元された残差ブロックを加算することがで
きる。このようにしてＣＵのＴＵごとに変換ブロックを復元することによって、ビデオエ
ンコーダ２０は、ＣＵのコーディングブロックを復元することができる。
【０２９４】
　[0212]フィルタユニット１１４は、復元されたＣＵに関連付けられたコーディングブロ
ック内の、ブロッキングアーティファクトなどのアーティファクトを低減するために、１
つまたは複数のフィルタリング演算を実行することができる。フィルタリング演算は、ブ
ロック境界においてブロッキネスを低減するデブロッキング、ピクセル変換を平滑化する
ループフィルタリング、ピクセル変換を平滑化するサンプル適応オフセットフィルタリン
グ、または場合によっては他のタイプのフィルタリング演算もしくはフィルタリング技法
のうちの１つまたは複数を含む場合がある。復号ピクチャバッファ１１６は、フィルタユ
ニット１１４が、復元されたコーディングブロックに対して１つまたは複数のデブロッキ
ング演算を実行した後、復元されたコーディングブロックを記憶することができる。イン
ター予測処理ユニット１２０は、他のピクチャのＰＵに対してインター予測を実行するた
めに、復元されたコーディングブロックを含む参照ピクチャを使用することができる。加
えて、イントラ予測処理ユニット１２６は、ＣＵと同じピクチャ内の他のＰＵに対してイ
ントラ予測を実行するために、復号ピクチャバッファ１１６内の復元されたコーディング
ブロックを使用することができる。
【０２９５】
　[0213]エントロピー符号化ユニット１１８は、ビデオエンコーダ２０の様々な機能構成
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要素からデータを受け取ることができる。たとえば、エントロピー符号化ユニット１１８
は、量子化ユニット１０６から係数ブロックを受け取ることができ、予測処理ユニット１
００からシンタックス要素を受け取ることができる。エントロピー符号化ユニット１１８
は、エントロピー符号化データを生成するために、データに対して１つまたは複数のエン
トロピー符号化演算を実行することができる。たとえば、エントロピー符号化ユニット１
１８は、ＣＡＢＡＣ演算を実行することができる。他のエントロピーコーディングプロセ
スの例には、コンテキスト適応型可変長コーディング（ＣＡＶＬＣ）、シンタックスベー
スコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＳＢＡＣ）、および確率間隔区分化エ
ントロピー（ＰＩＰＥ）コーディングが含まれる。ＨＥＶＣでは、ＣＡＢＡＣが使用され
る。ビデオエンコーダ２０は、エントロピー符号化ユニット１１８によって生成されたエ
ントロピー符号化データを含むビットストリームを出力することができる。たとえば、ビ
ットストリームは、バイナリシンタックス要素またはバイナリ化シンタックス要素のビン
を表すビットを含む場合がある。
【０２９６】
　[0214]図７は、ＭＰＥＧ－２システムによる、マルチビューＨＥＶＣ（ＭＶ－ＨＥＶＣ
）、スケーラブルＨＥＶＣ（ＳＨＶＣ）、および３次元ＨＥＶＣ（３Ｄ－ＨＥＶＣ）の拡
張ビットストリームを含む、ＨＥＶＣマルチレイヤ拡張ビットストリームの搬送のための
技法などの、本開示の技法を実施するように構成された、例示的なビデオデコーダ３０を
示すブロック図である。図７は、例示のために提供され、本開示で広く例示され記載され
る技法を限定するものと見なされるべきではない。本開示は、ＨＥＶＣコーディング拡張
、詳細には、ＭＶ－ＨＥＶＣ、ＳＨＶＣ、および３Ｄ－ＨＥＶＣのコーディング拡張のコ
ンテキストで、ビデオデコーダ３０を記載する。しかしながら、本開示の技法は、他のビ
デオコーディングの規格または方法に適用可能であり得る。したがって、図７は、説明の
ために提供され、本開示で広く例示され記載される技法を限定するものと見なされるべき
ではない。
【０２９７】
　[0215]図７の例では、ビデオデコーダ３０は、エントロピー復号ユニット１５０と、予
測処理ユニット１５２と、逆量子化ユニット１５４と、逆変換処理ユニット１５６と、復
元ユニット１５８と、フィルタユニット１６０と、復号ピクチャバッファ１６２とを含む
。予測処理ユニット１５２は、インター予測用の動き補償（ＭＣ）ユニット１６４と、イ
ントラ予測処理ユニット１６６とを含む。説明を容易にするために、予測処理ユニット１
５２の構成要素は、テクスチャ復号と深度復号の両方を実行するものとして記載される。
いくつかの例では、テクスチャ復号および深度復号は、予測処理ユニット１５２の同じ構
成要素、または予測処理ユニット１５２内の異なる構成要素によって実行される場合があ
る。たとえば、いくつかの実装形態では、別々のテクスチャデコーダおよび深度デコーダ
が提供される場合がある。また、たとえば、マルチビュープラス深度コーディングのため
の複数のビューを復号するために、複数のテクスチャデコーダおよび深度デコーダが提供
される場合がある。いずれの場合も、予測処理ユニット１５２は、３Ｄ－ＨＥＶＣプロセ
スなどの３Ｄコーディングプロセスの一部として、テクスチャデータと深度データとをイ
ントラ復号またはインター復号するように構成される場合がある。
【０２９８】
　[0216]したがって、予測処理ユニット１５２は、ＭＶ－ＨＥＶＣ、ＳＨＶＣ、または３
Ｄ－ＨＥＶＣに実質的に従って動作し、本開示に記載された修正および／または追加に従
う場合がある。予測処理ユニット１５２は、エントロピー復号ユニット１５０を介して、
イントラ復号またはインター復号された深度データについて、符号化ビデオビットストリ
ームから残差データを取得し、イントラ復号またはインター復号された深度データと残差
データとを使用して、ＣＵを復元することができる。いくつかの例では、ビデオデコーダ
３０は、図７に示されているよりも、多いか、少ないか、または異なる機能構成要素を含
む場合がある。
【０２９９】
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　[0217]ビデオデコーダ３０は、符号化ビデオビットストリームを受信する。コード化ピ
クチャバッファ（ＣＰＢ）１５１は、ビットストリームの符号化ビデオデータ（たとえば
、ＮＡＬユニット）を受信および記憶することができる。ＣＰＢ１５１に記憶されたビデ
オデータは、たとえば、コンピュータ可読媒体１６から、たとえば、カメラなどのローカ
ルビデオソースから、ビデオデータの有線もしくはワイヤレスのネットワーク通信を介し
て、または物理データ記憶媒体にアクセスすることによって取得され得る。ＣＰＢ１５１
は、符号化ビデオビットストリームからの符号化ビデオデータを記憶するビデオデータメ
モリを形成することができる。復号ピクチャバッファ１６２は、たとえば、イントラコー
ディングモードまたはインターコーディングモードでビデオデコーダ３０によってビデオ
データを復号する際に使用するための参照ビデオデータを記憶する参照ピクチャメモリで
あり得る。ＣＰＢ１５１および復号ピクチャバッファ１６２は、同期ＤＲＡＭ（ＳＤＲＡ
Ｍ）を含むダイナミックランダムアクセスメモリ（ＤＲＡＭ）、磁気抵抗ＲＡＭ（ＭＲＡ
Ｍ）、抵抗ＲＡＭ（ＲＲＡＭ）、または他のタイプのメモリデバイスなどの、様々なメモ
リデバイスのいずれかによって形成され得る。ＣＰＢ１５１および復号ピクチャバッファ
１６２は、同じメモリデバイスまたは別々のメモリデバイスによって提供される場合があ
る。様々な例では、ＣＰＢ１５１は、ビデオデコーダ３０の他の構成要素とともにオンチ
ップであるか、またはそれらの構成要素に対してオフチップであり得る。
【０３００】
　[0218]エントロピー復号ユニット１５０は、ビットストリームからエントロピー符号化
シンタックス要素を復号するために、ビットストリームを構文解析する。いくつかの例で
は、エントロピー復号ユニット１５０は、ビットストリーム内のビットからシンタックス
要素用のビンを復号するために、ＣＡＢＡＣコーダを使用するように構成される場合があ
る。エントロピー復号ユニット１５０は、イントラコーディングモードまたはインターコ
ーディングモードを含む様々なコーディングモードについて、様々な他のシンタックス要
素を復号するために、ＣＡＢＡＣコーダを使用することができる。
【０３０１】
　[0219]予測処理ユニット１５２、逆量子化ユニット１５４、逆変換処理ユニット１５６
、復元ユニット１５８、およびフィルタユニット１６０は、ビットストリームから抽出さ
れたシンタックス要素に基づいて、復号ビデオデータを生成することができる。ビットス
トリームは、一連のＮＡＬユニットを備える場合がある。ビットストリームのＮＡＬユニ
ットは、コード化スライスＮＡＬユニットを含む場合がある。ビットストリームを復号す
ることの一部として、エントロピー復号ユニット１５０は、コード化スライスＮＡＬユニ
ットからシンタックス要素を抽出し、エントロピー復号することができる。ビットストリ
ームのいくつかのシンタックス要素は、エントロピー符号化またはエントロピー復号され
ない。
【０３０２】
　[0220]コード化スライスの各々は、スライスヘッダとスライスデータとを含む場合があ
る。スライスヘッダは、スライスに関係するシンタックス要素を含む場合がある。スライ
スヘッダ内のシンタックス要素は、スライスを含むピクチャに関連付けられたＰＰＳを識
別するシンタックス要素を含む場合がある。ＰＰＳはＳＰＳを参照することができ、ＳＰ
Ｓは次にＶＰＳを参照することができる。エントロピー復号ユニット１５０はまた、ＳＥ
Ｉメッセージなどのシンタックス情報を含む場合がある他の要素をエントロピー復号する
ことができる。スライスヘッダ、パラメータセット、またはＳＥＩメッセージのいずれか
の中の復号されたシンタックス要素は、本明細書に記載された例示的な技法に従ってシグ
ナリングされるものとして、本明細書に記載された情報を含む場合がある。そのようなシ
ンタックス情報は、テクスチャブロックまたは深度ブロックの復号および復元のために、
予測処理ユニット１５２に供給され得る。
【０３０３】
　[0221]ビデオデコーダ３０は、区分化されていないＣＵおよびＰＵに対して復元演算を
実行することができる。復元演算を実行するために、ビデオデコーダ３０は、ＣＵの各Ｔ
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Ｕに対して復元演算を実行することができる。ＣＵのＴＵごとに復元演算を実行すること
によって、ビデオデコーダ３０は、ＣＵのブロックを復元することができる。ＣＵのＴＵ
に対して復元演算を実行することの一部として、逆量子化ユニット１５４は、ＴＵに関連
付けられた係数ブロックを逆量子化（ｉｎｖｅｒｓｅ　ｑｕａｎｔｉｚｅ）、すなわち逆
量子化（ｄｅ－ｑｕａｎｔｉｚｅ）することができる。逆量子化ユニット１５４は、量子
化の程度を決定するために、同様に、逆量子化ユニット１５４が適用すべき逆量子化の程
度を決定するために、ＴＵのＣＵに関連付けられたＱＰ値を使用することができる。すな
わち、圧縮比、すなわち、元のシーケンスと圧縮されたシーケンスとを表すために使用さ
れるビット数の比は、変換係数を量子化するときに使用されるＱＰの値を調整することに
よって制御され得る。圧縮比はまた、利用されるエントロピーコーディングの方法に依存
する場合がある。
【０３０４】
　[0222]逆量子化ユニット１５４が係数ブロックを逆量子化した後、逆変換処理ユニット
１５６は、ＴＵに関連付けられた残差ブロックを生成するために、係数ブロックに１つま
たは複数の逆変換を適用することができる。たとえば、逆変換処理ユニット１５６は、逆
ＤＣＴ、逆整数変換、逆カルーネンレーベ変換（ＫＬＴ）、逆回転変換、逆方向性変換、
または別の逆変換を係数ブロックに適用することができる。
【０３０５】
　[0223]ＰＵがイントラ予測を使用して符号化される場合、イントラ予測処理ユニット１
６６は、ＰＵ用の予測ブロックを生成するために、イントラ予測を実行することができる
。イントラ予測処理ユニット１６６は、空間的に隣接するＰＵの予測ブロックに基づいて
、ＰＵ用の予測ブロック（たとえば、ルーマ予測ブロック、Ｃｂ予測ブロック、およびＣ
ｒ予測ブロック）を生成するために、イントラ予測モードを使用することができる。イン
トラ予測処理ユニット１６６は、ビットストリームから復号された１つまたは複数のシン
タックス要素に基づいて、ＰＵ用のイントラ予測モードを決定することができる。
【０３０６】
　[0224]ＰＵがインター予測を使用して符号化される場合、ＭＣユニット１６４は、ＰＵ
用のインター予測ブロックを生成するために、インター予測を実行することができる。Ｍ
Ｃユニット１６４は、他のピクチャまたはビュー内のブロックに基づいて、ＰＵ用の予測
ブロック（たとえば、ルーマ予測ブロック、Ｃｂ予測ブロック、およびＣｒ予測ブロック
）を生成するために、インター予測モードを使用することができる。ＭＣユニット１６４
は、ビットストリームから復号された１つまたは複数のシンタックス要素に基づいて、Ｐ
Ｕ用のインター予測モードを決定することができ、動きベクトル、予測方向、および参照
ピクチャインデックスなどの動き情報を受信または決定することができる。
【０３０７】
　[0225]インター予測の場合、ＭＣユニット１６４は、ビットストリームから抽出された
シンタックス要素に基づいて、第１の参照ピクチャリスト（ＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ０）と
第２の参照ピクチャリスト（ＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ１）とを構築することができる。ＰＵ
がインター予測を使用して符号化される場合、エントロピー復号ユニット１５０は、ＰＵ
についての動き情報を抽出または決定することができる。ＭＣユニット１６４は、ＰＵの
動き情報に基づいて、ＰＵ用の１つまたは複数の参照ブロックを決定することができる。
動き補償（ＭＣ）ユニット１６４は、ＰＵ用の１つまたは複数の参照ブロックにおけるブ
ロック内のサンプルに基づいて、ＰＵ用の予測ブロック（たとえば、ルーマ予測ブロック
、Ｃｂ予測ブロック、およびＣｒ予測ブロック）を生成することができる。
【０３０８】
　[0226]復元ユニット１５８は、ＣＵのコーディングブロック（たとえば、ルーマコーデ
ィングブロック、Ｃｂコーディングブロック、およびＣｒコーディングブロック）を復元
するために、適用可能な場合、ＣＵのＴＵの変換ブロック（たとえば、ルーマ変換ブロッ
ク、Ｃｂ変換ブロック、およびＣｒ変換ブロック）、ならびに、ＣＵのＰＵの予測ブロッ
ク（たとえば、ルーマ予測ブロック、Ｃｂ予測ブロック、およびＣｒ予測ブロック）、す
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なわち、イントラ予測データまたはインター予測データのいずれかを使用することができ
る。たとえば、復元ユニット１５８は、ＣＵのルーマコーディングブロックと、Ｃｂコー
ディングブロックと、Ｃｒコーディングブロックとを復元するために、ルーマ変換ブロッ
ク、Ｃｂ変換ブロック、およびＣｒ変換ブロックの残差サンプルを、予測ルーマブロック
、予測Ｃｂブロック、および予測Ｃｒブロックの対応するサンプルに加算することができ
る。
【０３０９】
　[0227]フィルタユニット１６０は、ＣＵのコーディングブロック（たとえば、ルーマコ
ーディングブロック、Ｃｂコーディングブロック、およびＣｒコーディングブロック）に
関連付けられたブロッキングアーティファクトを低減するために、デブロッキング演算を
実行することができる。ビデオデコーダ３０は、ＣＵのコーディングブロック（たとえば
、ルーマコーディングブロック、Ｃｂコーディングブロック、およびＣｒコーディングブ
ロック）を復号ピクチャバッファ１６２に記憶することができる。復号ピクチャバッファ
１６２は、次の動き補償、イントラ予測、および図１のディスプレイデバイス３２などの
ディスプレイデバイス上での提示のために、参照ピクチャを供給することができる。たと
えば、ビデオデコーダ３０は、復号ピクチャバッファ１６２内のルーマブロック、Ｃｂブ
ロック、およびＣｒブロックに基づいて、他のＣＵのＰＵに対してイントラ予測演算また
はインター予測演算を実行することができる。
【０３１０】
　[0228]本開示に記載された様々な技法は、それらの両方が一般にビデオコーダと呼ばれ
得る、ビデオエンコーダ２０（図１および図６）ならびに／またはビデオデコーダ３０（
図１および図７）によって実施され得る。加えて、ビデオコーディングは、一般に、適用
可能な場合、ビデオ符号化および／またはビデオ復号を指す場合がある。
【０３１１】
　[0229]本開示の技法は、全般にＭＶ－ＨＥＶＣ、ＳＨＶＣ、および３Ｄ－ＨＥＶＣに関
して記載されたが、本技法は、必ずしもこのように限定されるとは限らない。上記に記載
された技法は、他の現在の規格または将来の規格にも適用可能であり得る。
【０３１２】
　[0230]図８は、本開示の１つまたは複数の技法による、ビデオデコーダ３０の例示的な
動作を示すフローチャートである。図８の動作および本開示の他のフローチャートの動作
は、例として提供される。本開示の技法による他の動作は、より多数の、より少数の、ま
たは異なるアクションを含む場合がある。
【０３１３】
　[0231]図８の例では、ビデオデコーダ３０は、複数のエレメンタリストリームを備える
ビデオデータストリームを受信する（２００）。さらに、ビデオデコーダ３０は、バッフ
ァモデルにおいて、ビデオデータストリームの複数のエレメンタリストリームからアクセ
スユニットをアセンブルする（２０２）。この例では、ビデオデータストリームは、トラ
ンスポートストリームまたはプログラムストリームであり得る。エレメンタリストリーム
がスケーラブル高効率ビデオコーディング（ＳＨＶＣ）、マルチビューＨＥＶＣ（ＭＶ－
ＨＥＶＣ）、または３Ｄ－ＨＥＶＣのビットストリームを含むかどうかにかかわらず、ア
クセスユニットをアセンブルするために同じバッファモデルが使用される。さらに、図８
の例では、ビデオデコーダ３０はアクセスユニットを復号することができる（２０４）。
アクセスユニットは、ビデオデータの１つまたは複数のピクチャを備える場合がある。
【０３１４】
　[0232]図９は、本開示の１つまたは複数の技法による、アクセスユニットをアセンブル
および復号するビデオデコーダ３０の例示的な動作を示すフローチャートである。図９の
例では、ビデオデコーダ３０は、アクセスユニット用のエレメンタリストリーム（たとえ
ば、プログラム要素）のセットを決定することができる（２５０）。ビデオデコーダ３０
は、様々な方法でアクセスユニット用のエレメンタリストリームのセットを決定すること
ができる。
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【０３１５】
　[0233]たとえば、ビデオデコーダ３０は、現在のオペレーションポイントを復号してい
る場合がある。この例では、ＨＥＶＣ拡張記述子は、現在のオペレーションポイントにつ
いてｈｅｖｃ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｌａｙｅｒ＿ｆｌａｇ（hevc_output_layer_flags）を規
定することができる。ｈｅｖｃ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｌａｙｅｒ＿ｆｌａｇは、特定のレイヤ
（paticular layers）が現在のオペレーションポイントのための出力レイヤセット内にあ
るかどうかを示す。したがって、この例では、ビデオデコーダ３０は、現在のオペレーシ
ョンポイント用のｈｅｖｃ＿ｏｕｔｐｕｔ＿ｌａｙｅｒ＿ｆｌａｇ（hevc_output_layer_
flags）に基づいて、現在のオペレーションポイント用の出力レイヤセットを決定するこ
とができる。この例では、現在のオペレーションポイント用の出力レイヤセット内のそれ
ぞれの出力レイヤの各々に、ビデオデコーダ３０は、エレメンタリストリームのセットを
決定することができる。説明を容易にするために、本開示は、エレメンタリストリームの
決定されたセットを、エレメンタリストリームの出力セットとして言及する。エレメンタ
リストリームの出力セット内のそれぞれのエレメンタリストリームの各々は、現在のオペ
レーションポイントのそれぞれの出力レイヤに対応する。
【０３１６】
　[0234]さらに、この例では、エレメンタリストリームの出力セットのそれぞれのエレメ
ンタリストリームの各々は、ｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｅｘｔ＿ｅｍｂｅｄｄｅｄ＿ｌａｙｅ
ｒ＿ｉｎｄｅｘフィールドのそれぞれのセット（the respective set of hierarchy_ext_
embedded_layer_index field）を含むそれぞれの階層拡張記述子に関連付けられる。ｈｉ
ｅｒａｒｃｈｙ＿ｅｘｔ＿ｅｍｂｅｄｄｅｄ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｎｄｅｘフィールドのそれ
ぞれのセットは、それぞれのエレメンタリストリームについて従属エレメンタリストリー
ム（dependent elementary strams）を識別する。ビデオデコーダ３０は、エレメンタリ
ストリームの出力セットと、エレメンタリストリームの出力セットの各エレメンタリスト
リームのための従属エレメンタリストリームとを、アクセスユニットのためのエレメンタ
リストリームのセット内に含める。
【０３１７】
　[0235]さらに、図９の例では、ビデオデコーダ３０は、アクセスユニットのためのエレ
メンタリストリームのセットが任意の未処理のエレメンタリストリームを含むかどうかを
決定する（２５２）。アクセスユニットのためのエレメンタリストリームのセットが１つ
または複数の未処理のエレメンタリストリームを含むと決定することに応答して（２５２
の「Yes」）、ビデオデコーダ３０は、未処理のエレメンタリストリームのうちの１つ（
すなわち、現在のエレメンタリストリーム）について、ＨＥＶＣレイヤピクチャサブセッ
トバッファからＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットを取り出すことができる（２５４）。
ＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットの各ピクチャは、アクセスユニットの復号タイムスタ
ンプに等しい復号タイムスタンプを有する。ビデオデコーダ３０は、再アセンブルされた
アクセスユニットにＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットを含めることができる（２５６）
。次いで、現在のエレメンタリストリームが処理されたと見なされる。次いで、ビデオデ
コーダ３０は、アクセスユニット用のエレメンタリストリームのセットが１つまたは複数
の未処理のエレメンタリストリームを含むかどうかを再び決定することができる（２５２
）。
【０３１８】
　[0236]未処理のエレメンタリストリームが残っていない場合、ビデオデコーダ３０は、
再アセンブルされたアクセスユニットに、アクセスユニットのためのエレメンタリストリ
ームのセットの各エレメンタリストリーム用のＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットを含め
ている。したがって、未処理のエレメンタリストリームが残っていないと決定することに
応答して（２５２の「No」）、ビデオデコーダ３０は、アクセスユニットのピクチャを復
号することができる（２５８）。
【０３１９】
　[0237]以下の段落は、本開示の技法の様々な例を記載する。
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【０３２０】
　[0238]例１．ビデオデータを処理する方法であって、ＭＰＥＧ－２システムによるＨＥ
ＶＣ拡張ストリームの搬送のために、同じレイヤベースモデルにおいて統合される、ＳＨ
ＶＣ、ＭＶ－ＨＥＶＣ、および３Ｄ－ＨＥＶＣのバッファモデルを使用することを備える
、方法。
【０３２１】
　[0239]例２．バッファモデルはＴ－ＳＴＤモデルとＰ－ＳＴＤモデルとを含む、例１の
方法。
【０３２２】
　[0240]例３．バッファモデルはＭＶＣに使用されるＴ－ＳＴＤモデルおよびＰ－ＳＴＤ
モデルに類似する、例１の方法。
【０３２３】
　[0241]例４．ビデオデータを処理する方法であって、ＭＰＥＧ－２システムによるＨＥ
ＶＣ拡張ストリームの搬送のために、各ＨＥＶＣ積層ビデオストリームにＴ－ＳＴＤモデ
ルおよび／またはＰ－ＳＴＤモデルを使用することを備え、各ＨＥＶＣ積層ビデオストリ
ームは、ＨＥＶＣ積層ビデオサブビットストリームからアセンブルされるオペレーション
ポイントに対応する、方法。
【０３２４】
　[0242]例５．ＨＥＶＣ積層ビデオサブビットストリームは、ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ
（レイヤ識別子）の同じ値を有するＶＣＬ　ＮＡＬユニットと、それらの関連する非ＶＣ
Ｌ　ＮＡＬユニットとを含む複数のＨＥＶＣビデオレイヤサブビットストリームを含む、
例４の方法。
【０３２５】
　[0243]例６．ビデオデータを処理する方法であって、ＭＰＥＧ－２システムによるＨＥ
ＶＣ拡張ストリームの搬送のために、Ｔ－ＳＴＤモデルまたはＰ－ＳＴＤモデルにおいて
複数のストリームからアクセスユニット内のＨＥＶＣレイヤピクチャをアセンブルすると
きに、現在のオペレーションポイントの出力レイヤを復号するために必要とされる参照レ
イヤを識別するために、関連する階層拡張記述子内で示されるｈｉｅｒａｒｃｈｙ＿ｅｘ
ｔ＿ｅｍｂｅｄｄｅｄ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｎｄｅｘ値を使用することを備える、方法。
【０３２６】
　[0244]例７．ビデオデータを処理する方法であって、ＭＰＥＧ－２システムによるＨＥ
ＶＣ拡張ストリームの搬送のために、少なくともいくつかのオペレーションポイントにつ
いての現在のＨＥＶＣ　ＭＰＥＧ－２システムにおけるような、ＨＥＶＣタイミングとＨ
ＲＤ記述子とを使用することを備える、方法。
【０３２７】
　[0245]例８．ＨＥＶＣタイミングおよびＨＲＤ記述子が各オペレーションポイントに提
示され得る、例７の方法。
【０３２８】
　[0246]例９．ＨＥＶＣ＿ｅｘｔｅｎｓｉｏｎ＿ｄｅｓｃｒｉｐｔｏｒ内で、各オペレー
ションポイントのループにおいて、ＨＥＶＣタイミングとＨＲＤ記述子とを使用すること
をさらに備える、例７の方法。
【０３２９】
　[0247]例１０．そのようなＨＥＶＣタイミングおよびＨＲＤ記述子は、復号されるべき
レイヤの同じレイヤ識別子セットを共有するオペレーションポイント用に１度存在するの
みである、例７～例９のいずれかの方法。
【０３３０】
　[0248]例１１．そのようなＨＥＶＣタイミングおよびＨＲＤ記述子が、すべての出力レ
イヤセットのすべてのオペレーションポイント用に１度存在するのみである、例７～例９
のいずれかの方法。
【０３３１】
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　[0249]例１２．ビデオデータを処理する方法であって、ＭＰＥＧ－２シテムによるＨＥ
ＶＣ拡張ストリームの搬送のために、レイヤピクチャデリミタＮＡＬユニットを使用する
ことを備える、方法。
【０３３２】
　[0250]例１３．レイヤピクチャデリミタＮＡＬユニットは、ＨＥＶＣ内のＮＡＬユニッ
トヘッダと同じシンタックス要素を含み、以下のシンタックス要素：ｆｏｒｂｉｄｄｅｎ
＿ｚｅｒｏ＿ｂｉｔ、ｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅ、ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ、および
ｎｕｈ＿ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｐｌｕｓ１を有する、例１２の方法。
【０３３３】
　[0251]例１４．レイヤピクチャデリミタＮＡＬユニットのｎａｌ＿ｕｎｉｔ＿ｔｙｐｅ
は、０ｘ３０（すなわち、４８）になるように設定される、例１２の方法。
【０３３４】
　[0252]例１５．ＨＥＶＣ仕様において「未指定」とマークされている、両端を含む０ｘ
３０～０ｘ３Ｆ（すなわち、両端を含む４８～６３）の範囲内の異なるＮＡＬユニットタ
イプが、レイヤピクチャデリミタＮＡＬユニットに使用される、例１２の方法。
【０３３５】
　[0253]例１６．ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄおよびｎｕｈ＿ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｐ
ｌｕｓ１の値は、レイヤピクチャデリミタＮＡＬユニットの直後にくるＶＣＬ　ＮＡＬユ
ニットについて関連するピクチャのｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄおよびｎｕｈ＿ｔｅｍｐｏ
ｒａｌ＿ｉｄ＿ｐｌｕｓ１の値に等しいように設定される、例１２の方法。
【０３３６】
　[0254]例１７．０ｘ２６に等しいｓｔｒｅａｍ＿ｔｙｐｅを有する各エレメンタリスト
リームにおいて、ちょうど１つのＬＰＤ＿ｎａｌ＿ｕｎｉｔが、ＬＰＤ＿ｎａｌ＿ｕｎｉ
ｔのそれらに等しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄおよびｎｕｈ＿ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿
ｐｌｕｓ１の値を有するすべてのＮＡＬユニットに先行することができる、例１６の方法
。
【０３３７】
　[0255]例１８．ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄおよびｎｕｈ＿ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｐ
ｌｕｓ１の値が０および０になるように固定される、例１６の方法。
【０３３８】
　[0256]例１９．このＮＡＬユニットがレイヤピクチャデリミタＮＡＬユニットであるこ
と示すために、ｎｕｈ＿ｔｅｍｐｏｒａｌ＿ｉｄ＿ｐｌｕｓ１が０になるように設定され
る、例１６の方法。
【０３３９】
　[0257]例２０．０ｘ２６に等しいｓｔｒｅａｍ＿ｔｙｐｅを有する各エレメンタリスト
リームにおいて、ちょうど１つのＬＰＤ＿ｎａｌ＿ｕｎｉｔが、ＬＰＤ＿ｎａｌ＿ｕｎｉ
ｔのそれに等しいｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄの値を有するすべてのＮＡＬユニットに先行
することができる、例１６の方法。
【０３４０】
　[0258]例２１．０ｘ２６に等しいｓｔｒｅａｍ＿ｔｙｐｅを有する各エレメンタリスト
リームにおいて、ちょうど１つのＬＰＤ＿ｎａｌ＿ｕｎｉｔが、最小値がＬＰＤ＿ｎａｌ
＿ｕｎｉｔのｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄに等しい、ＨＥＶＣレイヤ識別子セットに属する
値を有するすべてのＮＡＬユニットに先行することができる、例１６の方法。
【０３４１】
　[0259]例２２．例１～例２１の方法の任意の組合せを備える、ビデオデータをアセンブ
ルする方法。
【０３４２】
　[0260]例２３．例１～例２１の方法の任意の組合せを備える、方法。
【０３４３】
　[0261]例２４．ビデオデータを処理するためのデバイスであって、ビデオデータを記憶
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するメモリと、例１～例２３のいずれかの方法を実施するように構成された１つまたは複
数のプロセッサとを備える、デバイス。
【０３４４】
　[0262]例２５．デバイスがビデオデコーダである、例２４のデバイス。
【０３４５】
　[0263]例２６．デバイスがビデオエンコーダである、例２４のデバイス。
【０３４６】
　[0264]例２７．デバイスがビットストリームスプライシングデバイスである、例２４の
デバイス。
【０３４７】
　[0265]例２８．デバイスが媒体アウェア（aware）ネットワーク要素である、例２４の
デバイス。
【０３４８】
　[0266]例２９．ビデオデータを処理するためのデバイスであって、例１～例２３のいず
れかの方法を実施するための手段を備える、デバイス。
【０３４９】
　[0267]例３０．デバイスがビデオエンコーダまたはビデオデコーダを備える、例２９の
デバイス。
【０３５０】
　[0268]例３１．ビデオ処理デバイスの１つまたは複数のプロセッサに、例１～例２３の
いずれかの方法を実施させる命令を備える、非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【０３５１】
　[0269]１つまたは複数の例では、本明細書に記載された機能は、ハードウェア、ソフト
ウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せに実装される場合がある。ソフト
ウェアに実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令またはコードとして、コンピュ
ータ可読媒体上に記憶されるか、またはコンピュータ可読媒体を介して送信され、ハード
ウェアベースの処理ユニットによって実行される場合がある。コンピュータ可読媒体は、
データ記憶媒体などの有形媒体に対応するコンピュータ可読記憶媒体、または、たとえば
、通信プロトコルに従って、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を
容易にする任意の媒体を含む通信媒体を含む場合がある。このようにして、コンピュータ
可読媒体は、一般に、（１）非一時的である有形のコンピュータ可読記憶媒体、または（
２）信号もしくは搬送波などの通信媒体に相当する場合がある。データ記憶媒体は、本開
示に記載された技法の実施のための命令、コード、および／またはデータ構造を取り出す
ために、１つもしくは複数のコンピュータまたは１つもしくは複数のプロセッサによって
アクセスされ得る、任意の利用可能な媒体であり得る。コンピュータプログラム製品は、
コンピュータ可読媒体を含む場合がある。
【０３５２】
　[0270]限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読記憶媒体は、ＲＡＭ、ＲＯ
Ｍ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光ディスクストレージ、磁気
ディスクストレージもしくは他の磁気ストレージデバイス、フラッシュメモリ、または、
命令もしくはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを記憶するために使用され得、
コンピュータによってアクセスされ得る任意の他の媒体を備えることができる。また、任
意の接続は、コンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、命令が、ウェブサイト
、サーバ、または他のリモートソースから、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイス
トペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などの
ワイヤレス技術を使用して送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイス
トペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体
の定義に含まれる。しかしながら、コンピュータ可読記憶媒体およびデータ記憶媒体は、
接続、搬送波、信号、または他の一時的媒体を含まないが、代わりに、非一時的有形記憶
媒体を対象とすることを理解されたい。本明細書で使用されるディスク（disk）およびデ
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ィスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標
）（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッ
ピー（登録商標）ディスク（disk）、およびブルーレイディスク（disc）を含み、ここで
、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データを
レーザーで光学的に再生する。上記の組合せも、コンピュータ可読媒体の範囲の中に含ま
れるべきである。
【０３５３】
　[0271]命令は、１つまたは複数のデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、汎用マイクロプ
ロセッサ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブル論理アレイ（
ＦＰＧＡ）、または他の等価な集積回路もしくはディスクリート論理回路などの、１つま
たは複数のプロセッサによって実行され得る。したがって、本明細書で使用される「プロ
セッサ」という用語は、前述の構造または本明細書に記載された技法の実施に適した任意
の他の構造のいずれかを指す場合がある。加えて、いくつかの態様では、本明細書に記載
された機能は、符号化および復号のために構成されるか、または複合コーデックに組み込
まれる、専用のハードウェアモジュールおよび／またはソフトウェアモジュール内で提供
される場合がある。また、本技法は、１つまたは複数の回路または論理素子において完全
に実装され得る。
【０３５４】
　[0272]本開示の技法は、ワイヤレスハンドセット、集積回路（ＩＣ）、またはＩＣのセ
ット（たとえば、チップセット）を含む、多種多様なデバイスまたは装置において実施さ
れる場合がある。様々な構成要素、モジュール、またはユニットは、開示された技法を実
施するように構成されたデバイスの機能的態様を強調するように本開示において記載され
ているが、様々なハードウェアユニットによる実現を必ずしも必要としない。むしろ、上
記に記載されたように、様々なユニットは、コーデックハードウェアユニット内で組み合
わされるか、または適切なソフトウェアおよび／もしくはファームウェアとともに、上記
に記載された１つもしくは複数のプロセッサを含む、相互動作可能なハードウェアユニッ
トの集合体によって提供される場合がある。
【０３５５】
　[0273]様々な例が記載されている。これらおよび他の例は、以下の特許請求の範囲の範
囲内に入る。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［Ｃ１］
　ビデオデータを復号する方法であって、
　複数のエレメンタリストリームを備えるビデオデータストリームを受信することと、
　バッファモデルにおいて、前記ビデオデータストリームの前記複数のエレメンタリスト
リームからアクセスユニットをアセンブルすることと、ここにおいて、
　　前記ビデオデータストリームは、トランスポートストリームまたはプログラムストリ
ームであり、
　　前記エレメンタリストリームが異なる複数のタイプのマルチレイヤコード化ビットス
トリームのいずれかを含むかどうかにかかわらず、前記アクセスユニットをアセンブルす
るために同じバッファモデルが使用され、
　前記ビデオデータの１つまたは複数のピクチャを備える前記アクセスユニットを復号す
ることと、
　を備える方法。
　［Ｃ２］
　前記異なる複数のタイプのマルチレイヤコード化ビットストリームは、スケーラブル高
効率ビデオコーディング（ＳＨＶＣ）、マルチビューＨＥＶＣ（ＭＶ－ＨＥＶＣ）、また
は３Ｄ－ＨＥＶＣのビットストリームを含む、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ３］
　前記ビデオデータストリームのそれぞれのＨＥＶＣ積層ビデオストリームの各々につい
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て、前記バッファモデルの別々のインスタンスを使用して、アクセスユニットをアセンブ
ルすること、
をさらに備え、
　　それぞれのＨＥＶＣ積層ビデオストリームの各々は、複数のＨＥＶＣビデオレイヤサ
ブビットストリームを備え、
　　前記複数のＨＥＶＣビデオレイヤサブビットストリームのそれぞれのＨＥＶＣビデオ
レイヤサブビットストリームの各々は、同じレイヤ識別子値を有するビデオコーディング
レイヤ（ＶＣＬ）ネットワークアブストラクションレイヤ（ＮＡＬ）ユニットを備える、
　Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ４］
　前記ビデオデータストリームはプログラムを含み、
　前記プログラムに関連付けられたそれぞれのエレメンタリストリームの各々について、
　　前記バッファモデルは、前記それぞれのエレメンタリストリームのためのバッファを
備え、
　　前記アクセスユニットは、前記それぞれのエレメンタリストリームのためのそれぞれ
のＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットを備え、
　　前記それぞれのＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットは、それぞれのレイヤ識別子セッ
トに関連付けられた前記アクセスユニットのＨＥＶＣレイヤピクチャを備え、
　　前記ＨＥＶＣレイヤピクチャの各々は、Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／
ＩＥＣ２３００８－２の付属書類Ｆにおいて定義されているコード化ピクチャであり、
　前記アクセスユニットをアセンブルすることは、前記プログラムに関連付けられたそれ
ぞれのエレメンタリストリームの各々について、
　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記バッファから、前記それぞれの
エレメンタリストリームのための前記それぞれのＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットを取
り出すことと、
　　前記アクセスユニットに前記それぞれのＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットを含める
ことと、
　を備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ５］
　前記アクセスユニットをアセンブルすることは、
　現在のオペレーションポイントの出力レイヤに対応する記述子内の１つまたは複数のフ
ィールドに基づいて、前記現在のオペレーションポイントの前記出力レイヤを復号するた
めに必要とされる参照レイヤを識別すること、
　を備える、Ｃ４に記載の方法。
　［Ｃ６］
　前記ビデオデータストリームはトランスポートストリームであり、
　前記プログラムに関連付けられたそれぞれのエレメンタリストリームの各々について、
　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記バッファは、前記それぞれのエ
レメンタリストリームのための第１のバッファであり、
　　前記バッファモデルは、前記それぞれのエレメンタリストリームのための第２のバッ
ファを備え、
　　前記方法は、前記それぞれのエレメンタリストリームに属する前記トランスポートス
トリームのそれぞれのパケット化エレメンタリストリーム（ＰＥＳ）パケットの各々につ
いて、前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第２のバッファに前記それぞ
れのＰＥＳパケットを記憶することをさらに備える、
　Ｃ４に記載の方法。
　［Ｃ７］
　前記プログラムに関連付けられたそれぞれのエレメンタリストリームの各々について、
　　前記バッファモデルは、前記それぞれのエレメンタリストリームのための第３のバッ
ファを備え、
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　　前記方法は、
　　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第２のバッファからＰＥＳパ
ケットを取り出すことと、
　　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第２のバッファから取り出さ
れた前記ＰＥＳパケットを、前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第３の
バッファに記憶することと、
　　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第３のバッファからバイトを
取り出すことと、
　　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第３のバッファから取り出さ
れた前記バイトを、前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第１のバッファ
に記憶することと、
　　さらに備える、Ｃ６に記載の方法。
　［Ｃ８］
　前記ビデオデータストリームはプログラムを含み、
　前記方法は、前記プログラム内にＨＥＶＣレイヤのセットが存在することと、ＩＴＵ－
Ｔ　Ｒｅｃ．Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／ＩＥＣ２３００８－２の付属書類Ｇまたは付属書類Ｈ
において定義されている１つまたは複数のプロファイルに準拠するＨＥＶＣ拡張ビデオス
トリームである前記複数のエレメンタリストリーム内に、少なくとも１つのＨＥＶＣ積層
ビデオサブビットストリームが存在することとを決定することに応答して、前記アクセス
ユニットをアセンブルする際に使用するために、前記バッファモデルを選択することをさ
らに備える、
Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ９］
　ビデオデータを記憶するように構成されたメモリと、
　　複数のエレメンタリストリームを備えるビデオデータストリームを受信することと、
　　バッファモデルにおいて、前記ビデオデータストリームの前記複数のエレメンタリス
トリームからアクセスユニットをアセンブルすることと、ここにおいて、
　　　前記ビデオデータストリームは、トランスポートストリームまたはプログラムスト
リームであり、
　　　前記エレメンタリストリームが異なる複数のタイプのマルチレイヤコード化ビット
ストリームのいずれかを含むかどうかにかかわらず、前記アクセスユニットをアセンブル
するために同じバッファモデルが使用され、
　　前記ビデオデータの１つまたは複数のピクチャを備える前記アクセスユニットを復号
することと、
　を行うように構成された、１つまたは複数のプロセッサと、
　を備える、ビデオ復号デバイス。
　［Ｃ１０］
　前記異なる複数のタイプのマルチレイヤコード化ビットストリームは、スケーラブル高
効率ビデオコーディング（ＳＨＶＣ）、マルチビューＨＥＶＣ（ＭＶ－ＨＥＶＣ）、また
は３Ｄ－ＨＥＶＣのビットストリームを含む、Ｃ９に記載のビデオ復号デバイス。
　［Ｃ１１］
　前記１つまたは複数のプロセッサは、前記ビデオデータストリームのそれぞれのＨＥＶ
Ｃ積層ビデオストリームの各々について、前記バッファモデルの別々のインスタンスを使
用して、アクセスユニットをアセンブルするように構成され、
　　それぞれのＨＥＶＣ積層ビデオストリームの各々は、複数のＨＥＶＣビデオレイヤサ
ブビットストリームを備え、
　　前記複数のＨＥＶＣビデオレイヤサブビットストリームのそれぞれのＨＥＶＣビデオ
レイヤサブビットストリームの各々は、同じレイヤ識別子値を有するビデオコーディング
レイヤ（ＶＣＬ）ネットワークアブストラクションレイヤ（ＮＡＬ）ユニットを備える、
　Ｃ９に記載のビデオ復号デバイス。
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　［Ｃ１２］
　前記ビデオデータストリームはプログラムを含み、
　前記プログラムに関連付けられたそれぞれのエレメンタリストリームの各々について、
　　前記バッファモデルは、前記それぞれのエレメンタリストリームのためのバッファを
備え、
　　前記アクセスユニットは、前記それぞれのエレメンタリストリームのためのそれぞれ
のＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットを備え、
　　前記それぞれのＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットは、それぞれのレイヤ識別子セッ
トに関連付けられた前記アクセスユニットのＨＥＶＣレイヤピクチャを備え、
　　前記ＨＥＶＣレイヤピクチャの各々は、Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／
ＩＥＣ２３００８－２の付属書類Ｆにおいて定義されているコード化ピクチャであり、
　前記アクセスユニットをアセンブルすることの一部として、前記１つまたは複数のプロ
セッサは、前記プログラムに関連付けられたそれぞれのエレメンタリストリームの各々に
ついて、
　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記バッファから、前記それぞれの
エレメンタリストリームのための前記それぞれのＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットを取
り出すことと、
　　前記アクセスユニットに前記それぞれのＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットを含める
ことと、
　を行う、Ｃ９に記載のビデオ復号デバイス。
　［Ｃ１３］
　前記アクセスユニットをアセンブルすることの一部として、前記１つまたは複数のプロ
セッサは、
　現在のオペレーションポイントの出力レイヤに対応する記述子内の１つまたは複数のフ
ィールドに基づいて、前記現在のオペレーションポイントの前記出力レイヤを復号するた
めに必要とされる参照レイヤを識別すること、
　を行う、Ｃ１２に記載のビデオ復号デバイス。
　［Ｃ１４］
　前記ビデオデータストリームはトランスポートストリームであり、
　前記プログラムに関連付けられたそれぞれのエレメンタリストリームの各々について、
　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記バッファは、前記それぞれのエ
レメンタリストリームのための第１のバッファであり、
　　前記バッファモデルは、前記それぞれのエレメンタリストリームのための第２のバッ
ファを備え、
　　前記１つまたは複数のプロセッサは、前記それぞれのエレメンタリストリームに属す
る前記トランスポートストリームのそれぞれのパケット化エレメンタリストリーム（ＰＥ
Ｓ）パケットの各々について、前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第２
のバッファに前記それぞれのＰＥＳパケットを記憶するように構成される、
　Ｃ１２に記載のビデオ復号デバイス。
　［Ｃ１５］
　前記プログラムに関連付けられたそれぞれのエレメンタリストリームの各々について、
　　前記バッファモデルは、前記それぞれのエレメンタリストリームのための第３のバッ
ファを備え、
　　前記１つまたは複数のプロセッサは、
　　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第２のバッファからＰＥＳパ
ケットを取り出すことと、
　　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第２のバッファから取り出さ
れた前記ＰＥＳパケットを、前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第３の
バッファに記憶することと、
　　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第３のバッファからバイトを
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取り出すことと、
　　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第３のバッファから取り出さ
れた前記バイトを、前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第１のバッファ
に記憶することと、
　　を行うように構成される、
　Ｃ１４に記載のビデオ復号デバイス。
　［Ｃ１６］
　前記ビデオデータストリームはプログラムを含み、
　前記１つまたは複数のプロセッサは、前記プログラム内にＨＥＶＣレイヤのセットが存
在することと、ＩＴＵ－Ｔ　Ｒｅｃ．Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／ＩＥＣ２３００８－２の付属
書類Ｇまたは付属書類Ｈにおいて定義されている１つまたは複数のプロファイルに準拠す
るＨＥＶＣ拡張ビデオストリームである前記複数のエレメンタリストリーム内に、少なく
とも１つのＨＥＶＣ積層ビデオサブビットストリームが存在することとを決定することに
応答して、前記アクセスユニットをアセンブルする際に使用するために、前記バッファモ
デルを選択するようにさらに構成される、
　Ｃ９に記載のビデオ復号デバイス。
　［Ｃ１７］
　複数のエレメンタリストリームを備えるビデオデータストリームを受信するための手段
と、
　バッファモデルにおいて、前記ビデオデータストリームの前記複数のエレメンタリスト
リームからアクセスユニットをアセンブルするための手段と、ここにおいて、
　　前記ビデオデータストリームは、トランスポートストリームまたはプログラムストリ
ームであり、
　　前記エレメンタリストリームが異なる複数のタイプのマルチレイヤコード化ビットス
トリームのいずれかを含むかどうかにかかわらず、前記アクセスユニットをアセンブルす
るために同じバッファモデルが使用され、
　前記ビデオデータの１つまたは複数のピクチャを備える前記アクセスユニットを復号す
るための手段と、
　を備える、ビデオ復号デバイス。
　［Ｃ１８］
　前記異なる複数のタイプのマルチレイヤコード化ビットストリームは、スケーラブル高
効率ビデオコーディング（ＳＨＶＣ）、マルチビューＨＥＶＣ（ＭＶ－ＨＥＶＣ）、また
は３Ｄ－ＨＥＶＣのビットストリームを含む、Ｃ１７に記載のビデオ復号デバイス。
　［Ｃ１９］
　前記ビデオデータストリームのそれぞれのＨＥＶＣ積層ビデオストリームの各々につい
て、前記バッファモデルの別々のインスタンスを使用して、アクセスユニットをアセンブ
ルするための手段をさらに備え、
　　それぞれのＨＥＶＣ積層ビデオストリームの各々は、複数のＨＥＶＣビデオレイヤサ
ブビットストリームを備え、
　　前記複数のＨＥＶＣビデオレイヤサブビットストリームのそれぞれのＨＥＶＣビデオ
レイヤサブビットストリームの各々は、同じレイヤ識別子値を有するビデオコーディング
レイヤ（ＶＣＬ）ネットワークアブストラクションレイヤ（ＮＡＬ）ユニットを備える、
　Ｃ１７に記載のビデオ復号デバイス。
　［Ｃ２０］
　前記ビデオデータストリームはプログラムを含み、
　前記プログラムに関連付けられたそれぞれのエレメンタリストリームの各々について、
　　前記バッファモデルは、前記それぞれのエレメンタリストリームのためのバッファを
備え、
　　前記アクセスユニットは、前記それぞれのエレメンタリストリームのためのそれぞれ
のＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットを備え、
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　　前記それぞれのＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットは、それぞれのレイヤ識別子セッ
トに関連付けられた前記アクセスユニットのＨＥＶＣレイヤピクチャを備え、
　　前記ＨＥＶＣレイヤピクチャの各々は、Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／
ＩＥＣ２３００８－２の付属書類Ｆにおいて定義されているコード化ピクチャであり、
　前記アクセスユニットをアセンブルすることは、前記プログラムに関連付けられたそれ
ぞれのエレメンタリストリームの各々について、
　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記バッファから、前記それぞれの
エレメンタリストリームのための前記それぞれのＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットを取
り出すことと、
　　前記アクセスユニットに前記それぞれのＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットを含める
ことと
　を備える、Ｃ１７に記載のビデオ復号デバイス。
　［Ｃ２１］
　前記アクセスユニットをアセンブルすることは、
　現在のオペレーションポイントの出力レイヤに対応する記述子内の１つまたは複数のフ
ィールドに基づいて、前記現在のオペレーションポイントの前記出力レイヤを復号するた
めに必要とされる参照レイヤを識別すること、
　を備える、Ｃ２０に記載のビデオ復号デバイス。
　［Ｃ２２］
　前記ビデオデータストリームはトランスポートストリームであり、
　前記プログラムに関連付けられたそれぞれのエレメンタリストリームの各々について、
　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記バッファは、前記それぞれのエ
レメンタリストリームのための第１のバッファであり、
　　前記バッファモデルは、前記それぞれのエレメンタリストリームのための第２のバッ
ファを備え、
　　前記ビデオ復号デバイスは、前記それぞれのエレメンタリストリームに属する前記ト
ランスポートストリームのそれぞれのパケット化エレメンタリストリーム（ＰＥＳ）パケ
ットの各々について、前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第２のバッフ
ァに前記それぞれのＰＥＳパケットを記憶するための手段をさらに備える、
　Ｃ２０に記載のビデオ復号デバイス。
　［Ｃ２３］
　前記プログラムに関連付けられたそれぞれのエレメンタリストリームの各々について、
　　前記バッファモデルは、前記それぞれのエレメンタリストリームのための第３のバッ
ファを備え、
　　前記ビデオ復号デバイスは、
　　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第２のバッファからＰＥＳパ
ケットを取り出すための手段と、
　　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第２のバッファから取り出さ
れた前記ＰＥＳパケットを、前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第３の
バッファに記憶するための手段と、
　　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第３のバッファからバイトを
取り出すための手段と、
　　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第３のバッファから取り出さ
れた前記バイトを、前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第１のバッファ
に記憶するための手段と、
　　をさらに備える、Ｃ２２に記載のビデオ復号デバイス。
　［Ｃ２４］
　前記ビデオデータストリームはプログラムを含み、
　前記ビデオ復号デバイスは、前記プログラム内にＨＥＶＣレイヤのセットが存在するこ
とと、ＩＴＵ－Ｔ　Ｒｅｃ．Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／ＩＥＣ２３００８－２の付属書類Ｇま
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たは付属書類Ｈにおいて定義されている１つまたは複数のプロファイルに準拠するＨＥＶ
Ｃ拡張ビデオストリームである前記複数のエレメンタリストリーム内に、少なくとも１つ
のＨＥＶＣ積層ビデオサブビットストリームが存在することとを決定することに応答して
、前記アクセスユニットをアセンブルする際に使用するために、前記バッファモデルを選
択するための手段をさらに備える、
　Ｃ１７に記載のビデオ復号デバイス。
　［Ｃ２５］
　実行されると、ビデオ復号デバイスに、
　複数のエレメンタリストリームを備えるビデオデータストリームを受信することと、
　バッファモデルにおいて、前記ビデオデータストリームの前記複数のエレメンタリスト
リームからアクセスユニットをアセンブルすることと、ここにおいて、
　　前記ビデオデータストリームは、トランスポートストリームまたはプログラムストリ
ームであり、
　　前記エレメンタリストリームが異なる複数のタイプのマルチレイヤコード化ビットス
トリームのいずれかを含むかどうかにかかわらず、前記アクセスユニットをアセンブルす
るために同じバッファモデルが使用される、
　前記ビデオデータの１つまたは複数のピクチャを備える前記アクセスユニットを復号す
ることと、
　を行わせる命令を記憶した、コンピュータ可読データ記憶媒体。
　［Ｃ２６］
　前記異なる複数のタイプのマルチレイヤコード化ビットストリームは、スケーラブル高
効率ビデオコーディング（ＳＨＶＣ）、マルチビューＨＥＶＣ（ＭＶ－ＨＥＶＣ）、また
は３Ｄ－ＨＥＶＣのビットストリームを含む、Ｃ２５に記載のコンピュータ可読データ記
憶媒体。
　［Ｃ２７］
　前記命令は、前記ビデオ復号デバイスに、
　前記ビデオデータストリームのそれぞれのＨＥＶＣ積層ビデオストリームの各々につい
て、前記バッファモデルの別々のインスタンスを使用して、アクセスユニットをアセンブ
ルすることをさらに行わせ、
　　それぞれのＨＥＶＣ積層ビデオストリームの各々は、複数のＨＥＶＣビデオレイヤサ
ブビットストリームを備え、
　　前記複数のＨＥＶＣビデオレイヤサブビットストリームのそれぞれのＨＥＶＣビデオ
レイヤサブビットストリームの各々は、同じレイヤ識別子値を有するビデオコーディング
レイヤ（ＶＣＬ）ネットワークアブストラクションレイヤ（ＮＡＬ）ユニットを備える、
　Ｃ２５に記載のコンピュータ可読データ記憶媒体。
　［Ｃ２８］
　前記ビデオデータストリームはプログラムを含み、
　前記プログラムに関連付けられたそれぞれのエレメンタリストリームの各々について、
　　前記バッファモデルは、前記それぞれのエレメンタリストリームのためのバッファを
備え、
　　前記アクセスユニットは、前記それぞれのエレメンタリストリームのためのそれぞれ
のＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットを備え、
　　前記それぞれのＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットは、それぞれのレイヤ識別子セッ
トに関連付けられた前記アクセスユニットのＨＥＶＣレイヤピクチャを備え、
　　前記ＨＥＶＣレイヤピクチャの各々は、Ｒｅｃ．ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／
ＩＥＣ２３００８－２の付属書類Ｆにおいて定義されているコード化ピクチャであり、
　前記アクセスユニットをアセンブルすることの一部として、前記プログラムに関連付け
られたそれぞれのエレメンタリストリームの各々について、前記命令は前記ビデオ復号デ
バイスに、
　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記バッファから、前記それぞれの
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エレメンタリストリームのための前記それぞれのＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットを取
り出すことと、
　　前記アクセスユニットに前記それぞれのＨＥＶＣレイヤピクチャサブセットを含める
ことと、
　を行わせる、Ｃ２５に記載のコンピュータ可読データ記憶媒体。
　［Ｃ２９］
　前記アクセスユニットをアセンブルすることの一部として、前記命令は前記ビデオ復号
デバイスに、
　現在のオペレーションポイントの出力レイヤに対応する記述子内の１つまたは複数のフ
ィールドに基づいて、前記現在のオペレーションポイントの前記出力レイヤを復号するた
めに必要とされる参照レイヤを識別すること、
　を行わせる、Ｃ２８に記載のコンピュータ可読データ記憶媒体。
　［Ｃ３０］
　前記ビデオデータストリームはトランスポートストリームであり、
　前記プログラムに関連付けられたそれぞれのエレメンタリストリームの各々について、
　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記バッファは、前記それぞれのエ
レメンタリストリームのための第１のバッファであり、
　　前記バッファモデルは、前記それぞれのエレメンタリストリームのための第２のバッ
ファを備え、
　　前記命令は、前記ビデオ復号デバイスに、前記それぞれのエレメンタリストリームに
属する前記トランスポートストリームのそれぞれのパケット化エレメンタリストリーム（
ＰＥＳ）パケットの各々について、前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記
第２のバッファに前記それぞれのＰＥＳパケットを記憶することをさらに行わせる、
　Ｃ２８に記載のコンピュータ可読データ記憶媒体。
　［Ｃ３１］
　前記プログラムに関連付けられたそれぞれのエレメンタリストリームの各々について、
　　前記バッファモデルは、前記それぞれのエレメンタリストリームのための第３のバッ
ファを備え、
　　前記命令は、前記ビデオ復号デバイスに、
　　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第２のバッファからＰＥＳパ
ケットを取り出すことと、
　　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第２のバッファから取り出さ
れた前記ＰＥＳパケットを、前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第３の
バッファに記憶することと、
　　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第３のバッファからバイトを
取り出すことと、
　　　前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第３のバッファから取り出さ
れた前記バイトを、前記それぞれのエレメンタリストリームのための前記第１のバッファ
に記憶することと、
　　をさらに行わせる、Ｃ３０に記載のコンピュータ可読データ記憶媒体。
　［Ｃ３２］
　前記ビデオデータストリームはプログラムを含み、
　前記命令は、前記ビデオ復号デバイスに、前記プログラム内にＨＥＶＣレイヤのセット
が存在することと、ＩＴＵ－Ｔ　Ｒｅｃ．Ｈ．２６５｜ＩＳＯ／ＩＥＣ２３００８－２の
付属書類Ｇまたは付属書類Ｈにおいて定義されている１つまたは複数のプロファイルに準
拠するＨＥＶＣ拡張ビデオストリームである前記複数のエレメンタリストリーム内に、少
なくとも１つのＨＥＶＣ積層ビデオサブビットストリームが存在することとを決定するこ
とに応答して、前記アクセスユニットをアセンブルする際に使用するために、前記バッフ
ァモデルを選択することをさらに行わせる、
　Ｃ２５に記載のコンピュータ可読データ記憶媒体。
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